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平成３０年第２回大樹町議会定例会会議録（第１号） 

 

平成３０年６月１１日（月曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 議会運営委員会報告 

 第 ３ 会期決定 

 第 ４ 諸般報告 

第 ５ 行政報告 

 第 ６ 報告第  １号 平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書について 

 第 ７ 議案第 ４２号 大樹町税条例等の一部改正について 

 第 ８ 議案第 ４３号 大樹町国民健康保険税条例等の一部改正について 

 第 ９ 議案第 ４４号 大樹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定

める条例の一部改正について 

 第１０ 議案第 ４５号 町道路線の廃止について 

 第１１ 議案第 ４６号 町道路線の変更について 

 第１２ 議案第 ４７号 平成３０年度大樹町一般会計補正予算（第２号）について 

 第１３ 議案第 ４８号 平成３０年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号）について 

 第１４ 議案第 ４９号 平成３０年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

 第１５ 議案第 ５０号 平成３０年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第

１号）について 

 第１６ 議案第 ５１号 財産の取得について 

 第１７ 議案第 ５２号 大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関す

る協定の締結について 

 第１８ 議案第 ５３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

 第１９ 陳情第  １号 庁舎改築に対する要望について 

 第２０ 陳情第  ２号 北海道主要農作物の道条例の制定に関する陳情書について 

 第２１ 陳情第  ３号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、教

職員の超勤解消と「３０人以下学級」の実現、「子どもの貧

困」解消など教育予算確保・拡充と就学補保障を求める意見

書提出に関する陳情書について 

 

 



 

－ 2 － 

○出席議員（１２名） 

  １番 船 戸 健 二   ２番 齊 藤   徹   ３番 杉 森 俊 行 

  ４番 松 本 敏 光   ５番 西 田 輝 樹   ６番 菅   敏 範 

  ７番 髙 橋 英 昭   ８番 安 田 清 之   ９番 志 民 和 義 

 １０番 福 原 孝 道  １１番 柚 原 千 秋  １２番 鈴 木 千 秋 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     酒 森 正 人 

 副 町 長                     布 目 幹 雄 
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 町立病院事務長                     伊 勢 厳 則 

 特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長    明日見 由 香 

 

＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     板 谷 裕 康 

 学校教育課長兼学校給食センター所長           和 田   司 

 社会教育課長兼図書館長                 井 上 博 樹 

 

＜農業委員会＞ 

 農業委員会会長                     鈴 木 正 喜 

 農業委員会事務局長                   水 津 孝 一 
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 代表監査委員                     澤 尾 廣 美 
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○本会議の書記は次のとおりである。 
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 主     査                     真 鍋 智 光 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより、平成３０年第２回大樹町議会定例会を開会いた

します。 

これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ３番 杉 森 俊 行 君 

 ４番 松 本 敏 光 君 

 ５番 西 田 輝 樹 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議   長 

 日程第２ 議会運営委員会報告を行います。 

 さきの本会議において、議会運営委員会に付託いたしました本定例会の議事運営等に関

し、協議決定した内容についての報告を求めます。 

 議会運営委員長、安田清之君。 

○安田議会運営委員長 

 議会運営委員会報告を申し上げます。 

 去る６月４日、午前９時より運営委員会を開き、付議事件並びに議事日程及び会期等につ

いて協議しましたので、ご報告申し上げます。 

 本定例会の提出案件は、報告１件、条例の一部改正３件、町道路線の廃止１件、変更１件、

補正予算４件、財産の取得１件、協定の締結１件、計画の策定１件、陳情３件、一般質問は、

７議員１２項目であります。 

 よって、会期については、提出案件の状況並びに一般質問の通告状況などを考慮し、検討

した結果、本日から６月１５日までの５日間とし、１２日並びに１３日は休会といたします。

なお、会期日程についてはお手元に配付したとおりといたしました。 

 以上、委員会での協議結果を報告申し上げましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われ
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るよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議   長 

 委員会の報告が終わりました。 

 なお、ただいまの委員会報告に対する質疑は省略いたします。 

 

   ◎日程第３ 会期の決定 

○議   長 

 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１５日までの５日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から６月１５日までの５日間と決しました。 

 

   ◎日程第４ 諸般報告 

○議   長 

 日程第４ 諸般報告を行います。 

 議会事務局長に内容の説明をいたさせます。 

 小森議会事務局長。 

○小森議会事務局長 

 それでは、３月５日開会の第１回町議会定例会以降の諸般報告をいたします。 

 第１、監査及び監査結果の報告について。 

 １、地方自治法第２３５条の２第１項の規定による３月、４月、５月、６月実施の例月

出納検査の結果について、別紙のとおり報告がありました。 

 ２、地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体の監査結果について、別紙

のとおり報告がありました。 

 第２、一部事務組合議会等について。 

 十勝圏複合事務組合議会及びとかち広域消防事務組合議会臨時会が５月２１日、帯広市

において開催、議長が出席しております。 

 第３、委員会関係について。 

 総務常任委員会が２回。５月２３日から２５日の姉妹都市相馬市親善訪問及び先進地行

政視察でございますが、議会交流及び震災後の防災対策を含めた相馬市の復興状況を視察

してきております。 

 経済常任委員会が１回、広報常任委員会が１回、議会運営委員会が３回。 
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 第４、会議関係、第５、その他につきましては、記載のとおりでございますので、お目

通し、よろしくお願いいたします。 

 以上で、報告を終わります。 

○議   長 

 以上で、諸般報告を終わります。 

 

   ◎日程第５ 行政報告 

○議   長 

 日程第５ 行政報告を行います。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、平成３０年５月２２日開催の第２回町議会臨時会以降の行政の主なものにつ

いて、ご報告を申し上げます。 

 １点目の協定の締結についてですが、去る６月８日、北海道農業公社と災害等における

総合応援に関する協定を締結いたしました。農業公社は、尾田地区に十勝育成牧場を有し

ており、災害等が発生した場合、十勝育成牧場と町営牧場の間で、牛の救出や避難の受け

入れ、職員や車両の総合派遣、餌の提供などの支援、連携を図る内容となっております。 

 ２点目の航空宇宙関連についてですが、アメリカの民間企業、ロケットラボ社がニュー

ジーランドで運用中のロケット射場について、地元自治体との関係や地域の経済への影響、

住民との協力などついて、日本宇宙フォーラム、ＨＡＳＴＩＣとともに視察調査を行いま

した。大樹町の今後の取り組みの参考とさせていただきたいと考えています。 

 なお、議会に視察報告書を提出させていただきました。 

 ３番目の町営牧場夏期放牧入牧状況ですが、前年同時期に比べ、預託戸数、頭数ともに

微増ですが、随時受け入れを行っておりますので、今後も増加をしていくものと思ってお

ります。 

 なお、夏期放牧はおおむね１０月いっぱいを予定しております。 

また、晩成牧場においてですが、６月８日の夜半、預託牛の脱柵があり、５７頭の預託

牛が地域に脱走をいたしました。６月１０日、最後の１頭の捕獲を行い、全頭を確認の上、

収容しているところでもあります。今回の脱柵において、周辺の牧場で牛の捕獲等のご協

力をいただいたこと、心からお礼を申し上げたいと思っておりますし、今後、そういうこ

とのないように、しっかりと預託管理をしてまいりたいと考えております。 

４番目の農作物の生育状況ですが、別紙のとおり、おおむね平年並み以上の生育となっ

ておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

５番目ですが、国、道の大樹町関連事業につきましての情報を掲載させていただきまし

た。 

６番目ですが、大樹町子ども・子育て支援会議の委員につきまして、各組織や団体の異
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動、役員改選に伴い、後任の方に委員を委嘱しております。 

７番目の入札執行関係ですが、指名競争入札により工事請負契約を７件、物品購入契約

を３件、業務委託契約を４件、それぞれ記載のとおり締結をしております。 

８番目のその他、来町者及び会議出席等につきましては、後ほどお目通しをいただきた

く、以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 続いて、板谷教育長。 

○板谷教育長 

 引き続き、教育委員会の行政報告を申し上げます。 

 初めに、委員の委嘱についてでございます。 

 （１）大樹町立小・中学校評議員についてでございます。 

 改選期を迎えましたので、大樹小学校５名、大樹中学校３名の学校評議員を委嘱してご

ざいます。任期については、平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までとなって

おります。 

 （２）大樹町学校給食運営委員会委員についてでございます。 

 改選期を迎えましたので、新たに学校代表、学識経験者、ＰＴＡ代表の９名を委嘱して

ございます。 

 （３）大樹町社会教育委員についてでございます。 

 改選期を迎えましたので、新たに体育連盟会長、保護司、大樹小中学校校長会会長など、

１０名を委嘱してございます。 

 （４）大樹町図書館運営委員補充についてでございます。 

 社会教育委員町内公立学校職員からの２名を委嘱してございます。任期については、平

成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの残任期間となっております。 

（５）大樹町スポーツ推進委員補充についてでございます。 

大樹小学校教諭の１名を委嘱してございます。任期については、平成３０年４月１日か

ら平成３１年３月３１日までの残任期間となっております。 

 ２番目の大樹町教育委員会教育長職務代理者の指名についてでございます。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第２項の規定により、平成３０年６

月１日付で教育長職務代理者に、教育委員であります山下博氏を指名したので、ご報告い

たします。任期につきましては、平成３１年５月３１日まででございます。 

３番目の子ども農山漁村交流プロジェクトについてでございます。 

 南十勝長期宿泊体験交流協議会（ＳＴＥＰ）による体験活動の主なものとして、（１）

主催事業は、春期キャンプと日帰り体験活動の２事業を実施し、（２）共催事業では、学

童保育所や保育園、認定こども園での活動を定期で行うほか、（３）修学旅行受け入れ事

業では、５月と６月に奈良県と大阪府の高等学校２校を受け入れております。このほか、

⒋月２８日、２９日のインターステラテクノロジズ社観測用ロケット打ち上げ実験の見学
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者に対して、木のロケットづくりやモデルロケット打ち上げ教室などを行ったほか、子ど

もの日ミニイベント会場において、ぬり絵や薪割り体験のブースを設けるなど、町のイベ

ントにも参加しております。 

 以上で、教育委員会の行政報告を終わります。 

○議   長 

 次に、ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ３点ほどお聞きします。 

 １ページ目の５月２８日から６月２日のニュージーランドの関係ですけれども、射場視

察調査ということで、今いろいろ説明されたのですけれども、もう少し詳細に日程、行程、

どなたが参加されたのか、また、企画はどこで、うちで、大樹町で企画したのか、また別

のほうで企画されたのか、その辺をお聞きしたいです。 

 ２点目ですけれども、３ページの委員の委嘱でございます。子ども・子育て支援会議の

委員ですけれども、任期は３０年の６月３０日ということなのですけれども、これをもっ

て委員会というのは解散するのか、一応ここで、区切りでやる形なのか、また再度、委員

会を開催するのか、それについてお聞きしたいと思います。 

 ５ページ目。６月１日、全国森林レクリエーション協会第３４回通常総会ですけれども、

この日程について行程、あと行った目的、誰が参加されたのか、それについてお聞きしま

す。 

 以上です。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ３点、ご質問をいただきました。 

 １点目については私から、２点目、３点目については、それぞれ担当の課長または副町

長のほうから報告をさせていただきたいと思います。 

 １点目の５月２８日から６月２日までのニュージーランドの射場の視察の内容でありま

す。詳細について、私のほうから説明をさせていただきたいと思います。 

 報告書にも記載をさせていただきましたが、今回の渡航の目的につきましては、今、大

樹町が進めております第３の射場の設立の参考とするため、ニュージーランドのメヒア半

島にある民間のロケット射場を調査し、射場が地方経済に及ぼす影響、または地方自治体

がどういう協力体制をとっているか、またはニュージーランドの政府がその民間のロケッ

ト射場に対してどういう協力体制をとっているか等々について視察を行っております。 

 視察の目的でもありますが、地方自治体の関係を確認したいというところで、フォーク
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スベイという湾があるのですが、その地域の所管する自治体のほうに協力関係、または経

済効果等を確認しております。 

 また、ワイロワという町がありますが、そこがメヒア半島の所管している自治体という

こともありますので、ワイロワの地方自治体のほうでも同様の調査をさせていいただきま

した。また、ニュージーランドスペースエージェンシー、ニュージーランドの宇宙省です

が、そちらのほうにも出向きまして、国家としてニュージーランドが進めている航空宇宙

の取り組みの内容について、情報交換をしてまいりました。 

 また、今回、日本大使館で視察の手配をしていただきましたので、日本大使館のほうに

もお礼を兼ねてお邪魔をし、その中で大樹町が進めております航空宇宙の取り組み等につ

いても説明と報告をさせていただきました。 

 最後に、オークランドにありますロケットラボの工場で、代表のピーターベック氏と面

談できましたので、今現在ロケットラボ社が進めている事業の内容等について、またはロ

ケットラボ、またはピーターベック氏がお考えになる今後の宇宙開発の情報等について、

情報交換をさせていただきました。 

 なお、今回の視察につきましては、参加者ですが、ＨＡＳＴＩＣ、ＮＰＯ法人北海道宇

宙科学技術創成センタ－の理事長であります上杉氏、そして一般財団法人日本宇宙フォー

ラムの浅田常務理事、また十勝毎日新聞社の眞尾局長と私の４名で、視察調査を行ってお

ります。もともと、十勝毎日新聞社と宇宙フォーラムのほうで、ニュージーランドへの視

察計画がございましたので、お声をかけいただいてＨＡＳＴＩＣと私どもが、大樹町が参

加をしたといいうことであります。 

 ２点目、３点目については、それぞれ説明をさせていただきます。 

 ○議   長 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 大樹町子ども・子育て支援会委員について、ご説明させていただきます。 

 今回、ご報告いただきましたのは、前任の委員がいなくなったための委嘱でございまし

て、その残った期間ということで６月３０日までとさせていただいております。今後、大

樹町子ども・子育て支援会委員会議も開催の予定がありますので、７月１日以降、新たな

委員にまた委嘱をお願いしたいというふうに思っております。ちなみに、新たな委員につ

きましては、委員の任期は２年となっておりまして、委嘱いたしましたら、また議会のほ

うで報告をさせていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 それでは、会議の出席関係の６月１日の一般社団法人の全国森林レクリエーション協会
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の総会の関係でございますけれども、これは日程的には６月１日に東京の大塚にあります

林野会館、こちらで会議がございましたので、町長が外遊しておりましたので、かわりに

私が出席をさせていただきました。この全国レクリエーション協会の通常総会でございま

すので、通常の事業報告あるいは決算、それから次年度に向けた事業計画、それからそれ

に伴う予算と、こういったことが審議をされたということでございます。この組織、会長

がプロスキーヤーの、あるいは登山家でもあります三浦雄一郎さんが代表者でございまし

て、帯広支部では自治体、それから民間合わせて９団体が加入しておりまして、全国では

２４８ほどの団体が加入しておりまして、目的そのものは森林の利用に関する調査であり

ますとか、研究、それから利用に関する普及啓発、それから人材の育成、これが組織の目

的でございますけれども、大樹町もここの協会に加入したのが３０年ほど前で、平成元年

に加入しておりまして、森林管理所などと連携して大光地区の森林レクリエーション地区

において、昭和６３年に大樹治山の森というのが設定されております。その翌年に加入し

たという、こういう経過がありまして、大樹ではペンケ、パンケの地区の森林整備ですと

か、あるいは悠々の森、それから、近くにカムイコタンのキャンプ場などもあって、営林

署とも連携しながら、この森林の良い所の周知、こういったものを図っていこうというこ

とから加入をしたと、こういうことで聞いてございます。林野庁の幹部の方も来られて、

情報交換もして、そういう総会という場であったというふうに考えております。 

 以上で報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 内容についてはわかりました。それで、子育て支援会議の委員については、また７月以

降も必要があれば委嘱をしていくとわかりました。 

 それで、ちょっと気になるのが、今回の町長の５月２８日から６月２日、副町長の６月

１日、多分これ一泊されたと思うのですけれども、例えば町長が５月２８日に大樹を出発

して、大樹に戻ってきたのは何日なのか。それと、副町長が６月１日に出発したのか前乗

りしたのか、いつ大樹に戻られたのか、それぞれ確認をしたいのですけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回のニュージーランドの視察ですが、５月２８日に大樹を離れました。６月２日の夕

刻に成田に戻ってまいりました。残念ながら、その日は大樹に戻って来る手段がありませ

んでしたので、東京都内に戻って、翌日３日の午前中の飛行機で大樹のほうに戻りました

ので、おおむね２時くらいには大樹のほうへ戻ってきたということです。 

○議   長 

 布目副町長。 
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○布目副町長 

 私のほうは、６月１日の３時４５分の総会の開始と、こういう時間設定でございました

ので、その日に、１日にこちらを出まして、その日は会議が５時近くまでありまして、そ

の後、林野庁の幹部方と交流会がございましたので、それに参加をして宿泊をして、次の

日に大樹町に帰ってきたと、こういう日程でございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 最後になります。私の言いたいのは、要するに、町長が５月２８日から３日ぐらい大樹

をあけました。副町長が６月１日から２日まであけたということは、２日間、町長は海外、

副町長は東京。万が一大樹で物事が起きたときに、誰が指揮をとるのかということ。二人

とも大樹町を離れているのですよ。これが本当に望ましいのかという気がするのです。 

 それと、５月３０日に、大樹農協が目標だった１０万トン達成した、唯一ある総会の日

に、副町長と町長は欠席。それで、大樹町の家畜振興の家畜祭りに、町長、副町長両方欠

席なのですよ。こういった中で、そういうこともあって、２日間大樹町を空けるというの

は今までなかったと思うのですけれども、今後、そういう日程調整をきちんとやっていた

だきたいなとお願いをいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回、私の海外出張と公務であります会議等が重なったということもあって、２日間、

私と副町長が大樹を離れたというのは事実あります。基本的には、どちらかが必ず残ると

いうような体制を取ってきてまいりましたし、今後もそういう部分については、意を注い

でまいりたいというふうに思っております。 

 今回、私どもと、また副町長が離れるということで、会議等について、またイベント等

についても、教育長のほうに私どもの代わりに出席をしていただいたということでありま

す。 

 今後、そういう部分、特別職二人がいなくなるということがないように気をつけてはい

きたいというふうに思いますが、どうしても、やむを得ない場合もあるということは、ご

了解をいただきたいと思います。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 行政報告３番の町営牧場夏期放牧入牧状況に関連する事項なのですが、町長の報告の中
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に晩成地区の牧場で放牧牛が脱柵をしたという報告がありましたが、その脱柵をしてし

まった原因がどこにあったのかということが一つと、それから周辺の農地、農作物等に被

害はなかったのかについて伺いたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 先ほど報告をさせていただきました晩成牧場での牛の脱柵の関係ですが、夜間でもあり

ますし、雨が降っていたということもあって、はっきりした要因は現在のところつかめて

おりません。放牧牛が脱柵する場合でよくあるのは、雷で驚いて、柵を破ってということ

は、暴走してということはあるのですが、今回、雷も鳴っていなかったということであり

ます。ただ、考えられるのは、まだ放牧して間もないというようなこともあって、放牧に

慣れていない牛が何だかの要因で驚いて柵を破ったのではないかというふうに思っており

まして、バラ線を破って逃げたということで、やはり体にひっかき傷があるような牛も見

受けられたということです。今現在、その原因については、不明だということはご了解を

いただきたいと思います。 

 また、周辺の農作物または牧場等に被害は発生しておりませんでした。牧場の近くで牛

がいたということの連絡をいただいて捕獲をしていただいたということがありましたが、

そういう被害というのはなかったというふうに今現在は確認をしております。ただ、晩成

温泉も含めて、駐車場等、道路等に家畜が、牛が出入りしたということで、道路等汚した

ところもありましたので、そういう部分については、町内の業者さんにお願いをして道路

の洗浄等は行ったということであります。 

 以上です。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 脱柵をしたということだったので、牧柵が古くなって、そういう整備状況の問題があっ

たのかということは推定されたのですが、整備がきちんとされていて、その中で破って脱

柵したとなると、いつそれが起こるかもわからないという状況もありますので、その辺、

何でもない牧柵の状況で脱柵があるということになると、今後、その対応なんかを考えて

いく考えがあるのか、それとも今の現状で行くしかないとうことで今は判断しているかだ

け伺いたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私どものほうで、光地園牧場と晩成牧場のほうで牛を預託しております。預託者の畜主

の方々に安心して牛を預けていただけるような、そういう使用方法、管理体制というのは
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必要だというふうに思っております。ただ、残念ながら、今回のような大規模な頭数が脱

柵するというようなことは本当にまれでありますし、私もこの規模というのはそんなに経

験がないかなというふうに思っておりますが、小さな脱柵等については、光地園牧場でも

起こり得るということでありますので、通常の牧柵等の維持管理を努める中でそういうこ

とが発生しないような、そういう対応をとっていきたいというふうに思っております。 

何分にも牧柵、相当な延長数がありますので、それ以外の対応というのは、今のところ

とれる状況にはありませんが、今後も安心して預けていただけるような、そういう管理体

制についてはしっかりと維持をしていきたいと思っています。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 町長、５月２８日からニュージーランド視察ということで、大樹としても発射台要望を

国にしているところでございます。民間の企業も、発射台があるといいなという思いが語

られております。 

 そこで、視察して、ニュージーランド、国と県なのか道なのかよくわかりませんが、ど

ういう形でどうなったのか。報告書はいただいたのですが、すばらしい横文字なものです

から、時間的にも余裕がなくて中身を見ておりません。今後、発射台をする上で、大樹と

して見てきて、今後はこうやっていきたいのだというような思いがあるのか、国とどうい

う歩調を合わせながら早期にできるものなのか、できないものなのかだけお聞かせをいた

だきたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回、視察をしてまいりました所感についても、報告書のほうで概要を報告させていた

だいております。まずは、実際に射場の近くまで、実際に射場までは行けなかったのです

が近くまで行ったということ、またはそれぞれの自治体、国等も含めて日本よりも民間の

射場という部分では進んでいるニュージーランドを視察できたということは、本当に有意

義だなというふうに思ったところです。また、メヒア半島にあるロケットラボの射場の近

くまで実際に道路を走ってまいりましたが、条件的には非常に厳しい条件の、アクセスも

含めてのところだということは感じまして、そういう部分では大樹町の航空公園、射場の

候補地となっているあの場所のアクセスのよさ、利便性のよさについては、改めて適地だ

という思いを感じたところでもあります。 

 ロケットラボ社がメヒア半島で打ち上げを行ってから、まだそんなに年数がたっていな

いということ、またはニュージーランドの政府でも宇宙庁ができたのがまだ二、三年とい

うことでありますので、ニュージーランド自体での宇宙の取り組みについては、今後にか



 

－ 14 － 

かっているかなということでした。 

 大樹町が進めるに当たって、自治体の役割または国の行っている役割等についても確認

をできましたので、今後そういうことについては参考にさせていただきながら、大樹町の

射場の誘致に向けて、どういう取り組みが今後必要かというのは、今回視察を同行してい

ただきました宇宙フォーラム、またはＨＡＳＴＩＣの皆さんとも協働しながら進めていけ

ればというふうに思っているところでもあります。 

 ただ、一番大きく痛感したのは、民間企業を取り巻く資金力の差というのは、大きな差

があるなというのは痛感をしたところであります。 

 以上です。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 町長、いろいろ教えていただきましてありがとうございます。ただ、大樹町として、ロ

ケットの町というような形にもなってきました。民間の企業も一生懸命頑張っています。

そこで、やはり町だけが一生懸命旗を振っていてもだめなのだろうと。射場を誘致するた

めにどういう方法を今後町としてはやっていくのか。国に対して、町民の要望等をすると

か、そういう働きかけもしないと、射場がなかなかできないということになってくるのだ

ろうと思うので、町のためにも、一番いい方法は署名運動等々もやるというような考え方

があるかどうか。 

今、民間が本当に汗をかいて、資金力も大変だということは聞いております。そうであ

れば、やっぱり町の経済効果も大変助かっている部分もある、人口もたくさんの方が住民

登録もしていただいている、それからＪＡＸＡの関係もあるということですから、やはり

射場を早くつくっていただくよう、国に要望をするのは、町単独だけではなく、やはり住

民の声も届けるという行いが必要ではないかというふうに思うのですが、町長はそこら辺

はどうお思いになりますか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 大樹町のロケットの射場の誘致を進めるという段階でいろいろな働きかけの方法はあろ

うかなと思いますし、その一つとしては、住民の署名を携えていくということも、大樹町

の民意を伝えるという部分では大きな意味があるかなというふうに思っているところです。 

今後、どういう形で射場をつくっていくかというところで、今、それぞれの関係する方々、

または大樹町が今進めております宇宙のまちづくりの中でも射場の検討の項目、部会もあ

りますので、そういうところで関係する皆さんと相談をしている真っ最中であります。国

のほうでは、新たな射場の申請を受け付けているという状態で、国のほうは門戸を開いて

くれておりますので、大樹町が長年進めてまいりました宇宙産業基地の誘致の一つの目標
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でもある新たな射場の設置に向けて、今後どういう形で申請を行っていけるかというとこ

ろについても、今、関係する皆さんとご相談をしているところでもあります。 

町民の皆さんの署名の関係についても、先般打ち上げの際にも、スペース研究会等が署

名活動を行っていただいたということもありますので、今後、町民の皆さんの意思をどう

やって大樹町がまとめていけるかというところについては、その署名という形も一つの方

法だというご提案、いいご提案をいただいたかなと思っておりますので、その部分も含め

て検討していきたいと思います。 

ありがとうございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認め、以上で行政報告を終わります。 

 

   ◎日程第６ 報告第１号 

○議   長 

 日程第６ 報告第１号平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書についての件

を議題といたします。 

 提出者から報告の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました報告第１号平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算

書について、内容のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、平成２９年度大樹町一般会計補正予算（第８号）と（第９号）でお

認めをいただいた繰越明許費に係る歳出予算の経費について、法令の定めるところによりご

報告をするものであります。 

 内容につきましては、朗読によりご説明をいたします。 

 報告第１号平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書について。 

 平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書について、地方自治法施行令第１４６

条第２項の規定により、次のとおり報告する。 

 記。 

 平成２９年度大樹町一般会計繰越明許費繰越計算書。 

 ２款総務費１項総務管理費、事業名、情報通信基盤推進事業。金額３億４,０９９万９,

０００円。翌年度繰越額３億４,０９９万９,０００円。繰越財源の内訳ですが、未収入特定

財源として、国庫支出金が１億６,７５０万５,０００円、町債が１億６,７５０万円、一般

財源は５９９万４,０００円であります。 
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 次に、第６款農林水産業費１項農業費、事業名、担い手確保経営強化支援事業。金額３,

１１８万２,０００円、翌年度繰越額１,４３５万円。繰越財源の内訳ですが、全額が未収入

特定財源で、道支出金１,４３５万円であります。 

 以上、合計では翌年度繰越額３億５,５３４万９,０００円、財源は未収入特定財源が３億

４,９３５万５,０００円、一般財源が５９９万４,０００円となりましたので、ご審議の上、

承認を賜りますようお願いを申し上げ、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって報告の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 以上で、本件の報告を終わります。 

 

   ◎日程第７ 議案第４２号 

○議   長 

 日程第７ 議案第４２号大樹町税条例等の一部改正ついての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町税条例の一部改正についてをお願いするもので、地方税法

等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令、地方税法施行規則の

一部を改正する省令などが平成３０年３月３１日に公布されたことに伴い、大樹町税条例、

大樹町税条例等の一部を改正する条例について、所要の改正を行うため、今回ご提案申し

上げるものであります。 

 内容につきましては、住民課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 議案第４２号大樹町税条例等の一部改正について説明させていただきます。 

 改正条例は６条からなっており、第１条から第５条では、大樹町税条例（昭和２５年条
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例第９号）を、第６条では、大樹町税条例などの一部を改正する条例（平成２７年条例第

２６号）の一部を改正するものでございます。 

 町民税の関係では、障害者、未成年者、寡婦等に対する非課税措置の所得要件の引き上

げ、均等割及び所得割の非課税限度額についての引き上げと、所得控除、調整控除に所得

要件が導入されることなどにより、規定の整備を行ってございます。 

 固定資産税の関係では、平成３０年度は土地及び家屋について、価格の変化を反映する

３年に１度の評価替えの年に当たりますけれども、３０年度から３２年度は現行の調整措

置の仕組みを継続するもの、再生可能エネルギー発電設備に係る課税標準の特例措置の見

直しなどのほか、生産性向上特別措置法に基づく中小企業の設備投資に対する減免措置な

どが創設されたことにより、規定の整備を行ってございます。 

 たばこ税の関係では、現行のたばこ税を平成３０年１０月１日から３回に分けて段階的

に引き上げ、国と地方を合わせ、１回に１本当たり……（「何ページか言え」と呼ぶ者あ

り）申しわけありません。これから何ページのほうに入っていきますので、前段で概略を

説明させてください。 

 それでは、条文に従いまして説明させていただきます。 

 表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございます。

なお、法令の改正により、条例で引用している条項にずれが生じたものの改正、字句の表

現方法が改められたことによる改正などは、規定している内容に変更がないものについて

は説明を省略させていただきます。 

 ２ページをお開き願います。 

 第２４条は、個人の住民税の非課税の範囲についての規定でございます。第１項第２号

では、障害者、未成年者、寡婦または寡夫に対する非課税措置の所得要件について１０万

円を引き上げ、１３５万円とするもの。第２項では、均等割を課さないもの限度額につい

て、現行の計算方式に１０万円を加算する規定となってございます。 

 ３ページに移りまして、３４条の２では、所得控除についての規定でございます。雑損

控除などの基礎控除を受けられる納税義務者を２,５００万円以下の者とする所得要件を

設ける規定となってございます。 

 第３４条の６は、調整控除についての規定でございます。この規定につきましても、所

得控除と同じく、調整控除を受けられる納税義務者を２,５００万円以下の者とする所得要

件を設ける規定となってございます。 

 ４ページ下段の３６条の２になりますが、町民税の申告についての規定でございます。 

 ５ページに移りまして、５ページの上になりますが、公的年金などに係る所得以外の所

得を有しなかった者が、源泉控除対象配偶者に係る配偶者特別控除を受けようとする場合

に申告書の提出を不要とする規定となってございます。 

 ９ページに移りまして、中ほどになりますが、第４８条は法人の町民税の申告納付につ

いての規定でございます。一番下の第２項と、１０ページに移りまして、第３項になりま
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すが、租税特別措置法に係る内国法人の外国関係会社に係る所得の課税の特例の各規定の

適用を受ける場合に控除すべき額を法人税割額から控除することについての規定でござい

ます。 

 １２ページに移りまして、一番下の第１０項から１３ページの第１２項では、資本金、

出資金の額が１億円を越える法人に対する申告書について、電子情報処理組織による提出

を義務づける規定の整備となってございます。 

 １３ページに移ります。１３ページの後段、第５２条は、法人の町民税に係る納期限の

延長の場合の延滞金についての規定でございます。 

 １４ページの第２項及び第３項、それから１５ページ後段の第５項、それから１６ペー

ジ、第６項では、納期限の延長の場合の延滞金について、申告した後に減額更正がされ、

その後さらに増額更正があった場合は、増額更正などにより納付すべき税額のうち、延長

後の申告期限前に納付がされていた部分は、その納付がされていた期間を控除して計算す

ることについての規定でございます。 

 １７ページに移りまして、第９２条になりますが、製造たばこの区分についての規定で

ございます。今回新たに喫煙用の製造たばこの区分として、加熱式たばこの区分を設ける

法改正に合わせ整備する規定でございます。 

 １８ページ、９３条の２では、製造たばことみなす場合についての規定でございます。

加熱式たばこの喫煙用具であって、加熱により蒸気となるグリセリンその他の物品または

これらの混合物を充塡したものを製造たばことみなすこととする規定でございます。 

 下段の第９４条では、たばこ税の課税標準についての規定でございます。加熱式たばこ

に係る紙巻きたばこへの本数の換算について、現行の重量のみの換算方法から、重量と価

格により換算する方式と定めるもので、この条では、平成３０年１０月１日の換算本数を

定めるものでございますが、３８ページから４３ページまでの本改正条例第２条では３１

年１０月１日、改正条例第３条では３２年１０月１日、改正条例第４条では３３年１０月

１日、改正条例第５条では３４年１０月１日の改正を行い、５年間かけて段階的に移行す

る規定となってございます。 

 ２２ページにお戻りいただいて、第９５条になりますが、たばこ税の税率についての規

定でございます。１,０００本当たりの税率を５,２６２円から５,６９２円に改めるもので

ございます。この条では平成３０年１０月１日の税率を定めるものでございますが、４０

ページ及び４２ページの改正条例第３条と第４条では３２年１０月１日に６,１２２円、３

３年１０月１日には６,５５２円と、今回も含め３回に分けて引き上げる規定の整備となっ

てございます。３１年に引き上げが行われないのは、３１年１０月に消費税率の引き上げ

が予定されていることにより、消費者や葉たばこ農家、小売店への影響などを勘案し、引

き上げが行われないものでございます。 

 ２３ページの後段以降は附則になります。 

 ２５ページの後段に移りまして、附則の第５条になりますが、個人の住民税の所得割の
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非課税の範囲などについての規定でございます。 

 ２６ページの上段になりますけれども、所得割を課さない者の限度額について、現行の

計算方式に１０万円を加算する規定となってございます。 

 附則第１０条の２では、法附則第１５条２項１号などの条例で定める割合についての規

定でございます。この規定はわがまち特例に関する条項でございますが、地方税の特例措

置として、国が一律に定めていた内容を地方自治体が自主的に判断し、条例で定める規定

でございます。 

 改正前の第３項は、土壌汚染防止法に規定する特定有害物質の排出抑制施設が適用対象

から除外されたことにより、削るものでございます。 

 第４項以降は、再生エネルギー発電設備に課する課税標準の特例措置の見直しなどにな

りますが、第６項は水力発電設備、第７項では地熱発電設備、それから第８項はバイオマ

ス発電設備、２７ページに移りまして、第９項は太陽光発電設備、第１０項では風力発電

設備に対する割合で、それぞれ記載のとおりの割合としてございます。 

 第１４項は、新たに追加された規定で、生産性特別措置法に定める中小事業者などが措

置法施行の日から平成３３年３月３１日までの間に取得した機械及び装置などに対する税

額を、新たに固定資産税が課されることとなった年度から３年度間について、零とする規

定でございます。 

 ３３ページに移りまして、附則第１１条の２では、平成３１年度または平成３２年度に

おける土地の価格の特例についての規定でございます。固定資産税の課税標準を平成３０

年度の評価替えにより定めてございますが、課税標準は原則として３年間据え置くものと

定められており、自然的及び社会的条件から見て、類似の利用価値を有すると認められる

地域において、地下が下落し、評価替えにより定めた価格を課税標準とすることが課税上

著しく均衡を失すると認められる場合には、修正基準により修正した価格を当該年度分の

課税標準とする規定で、３１年度分または３２年度分の固定資産税に適用するものでござ

います。 

 ３３ページのページの後段、附則第１２条宅地などに対して課する固定資産税の特例、

それから３６ページ中ほどに移りまして、附則第１３条農地に対して課する固定資産税の

特例、それから３７ページの附則第１５条特別土地保有税の課税の特例につきましては、

特例の適用期間が３年間延長されたため、改正後は平成３０年度から平成３２年度までと

改めるものでございます。 

 ４４ページに移りまして、改正条例第６条中附則第５条は町たばこ税に関する経過措置

で、４５ページの第２項では、３級品に係るたばこ税についてですが、改正条例１条中第

９５条の税率の施行日に関連して、第３号で定める税率の期間の周期を改正後は平成３１

年９月３０日と改めるものでございます。 

 ４６ページの第１３号では、卸販売業者などが所持している３級品に係る税率について

ですが、附則第５条第２項第３号で定める税率の期間を改めたことにより、税率の適用日
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を改正前は平成３１年４月１日とあるのを、改正後は平成３１年１０月１日と改め、４７

ページになりまして、税率を１,２６２円から１,６９２円に改めるものでございます。 

 下に移りまして本改正条例の附則になります。 

 第１条では、施行期日について規定しており、公布の日から施行し、平成３０年４月１

日から適用するものでございますが、第１号から第１０号までで、施行期日が１０の区分

となってございます。 

 主な施行内容についてですが、第１号では、施行日が平成３０年１０月１日で、加熱式

たばこの換算方法、たばこ税の税率改正の１回目になってございます。第４号では、施行

日が平成３１年１０月１日で、加熱式たばこの換算規定の２回目、それから４８ページに

移りまして、第６号では、平成３２年１０月１日の施行日で、加熱式たばこの換算規定の

３回目、たばこ税の税率改正の２回目、第７号では平成３３年１月１日の施行日で、障害

者などの町民税の非課税措置の所得要件の引き上げ、所得控除共生控除に所得要件を定め

る改正、均等割、所得割、非課税限度額を引き上げの改正などになっております。第８号

では、平成３３年１０月１日の施行日で、加熱式たばこの換算規定の４回目、それからた

ばこ税の税率改正の３回目など、第９号では、平成３４年１０月１日の施行日で、加熱式

たばこの換算規定の５回目の改正規定となってございます。 

 第２条では、町民税に関する経過措置、第３条と４９ページの第４条では、固定資産税

に関する経過措置、ページが飛び飛びになりますけれども、５条、８条、１０条では、町

たばこ税に関する経過措置、６条、７条、９条、１１条では手持品課税に係る町たばこ税

等に関する規定を定めてございます。 

 長くなりましたが、以上で説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 休憩します。 

 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１０分 

 

○議   長 

会議を再開いたします。 

 議案４２号の提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 加熱式たばこなのですが、これはどれくらい今普及しているのでしょうか。ちょっと、

その件を伺います。 
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 それと、加熱式たばこのこの仕組みというのはどういうものなのか。これはニコチンが

あるのか、全くない本当のおもちゃなのか、ちょっとお聞きします。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時１１分 

 

○議   長 

 それでは、再開いたします。 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 加熱式たばこがどれくらい普及しているかということでございますけれども、大樹町と

いうことではなくて、全国でアンケートによる喫煙調査というのがございまして、そういっ

た中では、全体の喫煙者の中の大体１４.３％程度が加熱式たばこを利用されているという

統計的な数字が出てございます。 

 それから、仕組みについては、私もちょっと詳しく説明はできないのですけれども、や

はり提案の中で説明させていただいたように、グリセリンとかそれらの溶液を使って、た

ばこの葉に溶液を入れ浸してあげて、それに火を加えるのではなくて熱を加えて、たばこ

の煙を喫煙できるような感じのイメージのものが加熱式たばこと言われるものになってご

ざいます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 ちょっと中身を教えてもらうかな。３３ページから入るのかな、ここら辺、宅地等に対

して課す平成３０年度からと、これずっと要綱あるのだよ。それで、第５段目くらいかな、

「第３４９条の３の２の課税に適用」というこの意味がわからないのだよ。課税って、こ

れわかるか。俺、全然この意味がわからないので、この中身がわからないと、これ条文出

されても、僕らわからないのです。要は勉強しようも、しようがないのだよ。条例集がう

ちにないのだよ。課長、条例集ないのに勉強できないよ、僕ら。これ町長にもお願いした、

条例集つくってくれと。そうしたら、インターネットでできると言ったのだよ。だから、

この説明、ちょっとお願いします。わかりません全然、僕。 

○議   長 

 暫時休憩します。 
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休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時１５分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 今、３４ページ上から６段目、５段目からになりますか、「法第３４９条の３の２の規

定」ということでご質問ございましたが、大変申しわけありません。僕のほうも、改正の

内容の改正される部分ではなかったものですから、細かく勉強はしておりませんでした。 

 ただ、こちらにありまして、法第３４９条の３の２につきましては、住宅用地に対する

固定資産税の課税標準の特例という内容の法律の条文になってございますということで、

ご了承をお願いしたいと思います。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 特例と出るでしょ。その特例がわからないのですよ、この条文だと。何を特例と言って

いるのか。書いてあるのか。俺が読めないのか。これ、ずっと来るのです。当該宅地等調

整固定資産税がずっとつながってくるから、どこがどうなのか、このちょっと中身がわか

らないのです、俺。宅地持っている人は勉強しないと、固定資産税かかるわけだから。ど

ういう理由でこうなってくるのか、全然わからないです。それで、３年間延ばすというこ

とでしょう。２年間か。平成３０年度から平成３２年度の各年度、宅地額は当宅地の調整

同額が当該商業地等って、ずっと入ってくるのです。それで、中身がわからない、これ。

あの文面読んでいて。どういうものが……、短くていいから、時間もないからもうやめる

けれども。現実的には、本当にこれわからない文面なので、お国がつくる文面なので、我々

がわからないほうがいいわけだよ。素人が何ぼ勉強しても、その課税される方法というの

は、按分率があって、土地の評価額があって幾らですよと、何分の何を取りますよという

ことだというふうに解釈はしているのですが、現実的には固定資産税を２年延ばすよとか

３年延ばすということでしょう。だから、その年度は前の年度で取りますよという条文な

のでしょう、これ。僕の理解では。固定資産のあれが確定しないから、３０年度のあれで

３２年まで行きますよという意味で捉えていいのかな。違うのか。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 こちらの３３ページから始まる第１２条の関係ですけれども、こちらについては、宅地

等に係る課税のことの特例措置なのですが、これは、今回の評価替えによって、前までの
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３年間より、今回新たに変えた課税の標準額が上がったときに、議員ご指摘のそのところ

の後ろに書いてあるのですが、たくさん、１０％も２０％も上がった、そういったときに

１００分の５を乗じて出た額ということで、上がったとしても１００分の５の、５％まで

の上限で上げますよと。そこが、実際で計算すれば２０％上がっていても５％の上限にし

ますよという条項になってございます。 

 逆に、次の第２項になりますけれども、２項は、その上げ幅をもっとたくさん上がった

ところによっては、ここは１００分の６を乗じているから６０％までの上限にしますよと

いうことで、これは商業地のところなのですけれども、そういった本来であれば生の課税

標準額が３年ごとに決められていて、今回、３０年度の評価替えなのですが、そこががっ

と上がったときにそれを抑制するという、そういった特例の措置になってございます。で

すので、ご質問のところは宅地については５％を上限とするよ、商業地については６０％

を上限にしますよという内容の条項になってございます。 

 よろしくお願いします。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 そういうふうに変わるのだよね、３０年度。固定資産税の見直しがあるわけだから。大

樹ではどのくらい、出ないのか。出ないのだと思うのだ、大樹は下がって。そうしたら、

ちょっと長くしゃべらせてもらうと、下がったら下げてくれるのだよね、現実的には。だ

けれども、大樹では、過去何十年変わっていないよね。相当変わったというの、固定資産

税が変わったというのはありますか。そう聞いてしまうと、もう３回なので終わってしま

うのだよ、俺。だから、現実的には変わってないのかなと。若干でしょう。下がっている。

そうしたら、今年度も下がるという解釈をしていていいかと。だって、固定資産税の土地

の売買価格が下がっているのだから、下がるわけだよね。そうしたら、見直しをすぐやる

のかということが、町の財政にも係る問題なのですよ、これ。固定資産税、１００分の５

だったか、宅地で取られるわけだから、それが今度下がると、また今まで評価で７万円の

ところが５万円になっていますよと。そういう実例はどういうふうに見ていくのか。これ

は固定資産評価委員というのがあるのだな。いるだろう、十勝に固定資産税を管理してい

る人。木野村先生そうでないか、音更の。あの人が売買したら、あなたの土地が高かった

か安かったかと、出してくださいと。ああいうものを国に持っていって評価するわけだか

ら、正しいものが出てくるのだろうというふうに思うのですが。この見直しをする……、

もう１問になってしまうのだよな。これでやめようか、それでは。 

現実的には下がったら下げる。それで、どうなるのかの見通しだけちょっと教えてくだ

さい、先のことなので。結局、売買している金額等々は実例だよ俺から言うと、ずばり。

実例のものよりも、その近郊は売買されていないのだから、高いのだか低いのだかわから

ないわけです。どういうふうに見るのか、固定資産税を査定するときの考え方をちょっと
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聞かせてください。それでやめるから、もう３問目だから。後でゆっくり勉強させてもら

うから、鈴木課長。だから、さっと答えてもいいから。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

大樹町におけるその固定資産の評価の関係でございますけれども、先ほど評価替えは３

０年度に評価替えして、３年間固定で、特例として３１、３２を見直すこともできるとい

うという説明させていただきました。今回の、この後の補正予算にもお願いしているとこ

ろなのですけれども、国で定めている大樹町の標準地点というのは３カ所ございまして、

その３地点の評価の標準額が毎年１月１日現在の価格が公表されております。そのされて

いる動向を見ながら、２９年より３０年度１月１日が下がっていたものですから、今回３

０年度に評価替えして課税させてお願いさせていただくのですが、この後の３１年、３２

年も下がっていく傾向にあるだろうということで、大樹町のほうでも、それ以外の地点で

３４地点の地点を定めて、先ほど言った鑑定する人にお願いして、土地の適正な標準価格

というのを定めて課税し直すということを考えてございますので、そういったことできち

んと時点に合わせて見直しをかけて、税のほうをご負担お願いしたいというふうに考えて

ございます。その調査の費用のほうも、補正予算のほうでお願いしたいと考えてございま

すので、よろしくお願いします。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

３月３１日付で政令が公布されたために、この条文の文字整理がされたのが大部分かな

というふうに理解をするのですが、難解な部分が多くて、どこを質問していいのかわかり

ませんので、たばこ税の関係について伺いたいというふうに思います。 

２２ページのたばこ税でいうと、１,０００本単位で５,２６２円から５,６９２円で、３

０年１０月１日から４,３００円税が上がるということは、１本０.４３円で１箱２０本で

すから、大体８円６０銭。というのは税金が１箱で１０円弱上がるということは、この１

０月１日に向けて、たばこの価格改定があるのではないかというふうな判断をするところ

であります。税の改正が先ほど説明でありましたように、何回か変わるということは、今

回１箱を１０円弱で、１０円、１０円、１０円、１０円と上がっていくと、何十円も税が

上がっていくと、また、常にその都度その都度で、たばこの価格改定的なものがあるのか、

どこかで一気にどっと上がるのかとか、そういう見通しとかあるのですか。さっき聞いた

ところによると、４回から５回くらい税改正があるということですから、その辺のその政

令改正の考え方なんか出ているのでしょうか。 
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○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

まず、回数の話なのですけれども、たばこ税については、３回に分けて改正されること

となっております。それから、５回というほうにつきましては、３級品に係るたばこの税

率の経過措置で段階的に上がるほうの回数でございます。それと今、菅議員がおっしゃっ

たように、１本当たり０.４３円でという話をしておりますけれども、それは町の税、たば

こ税になっておりまして、そのほかに都道府県のたばこ税と、それから国のたばこ税とい

うのがございますので、それぞれ足すと、この１０月に１本当たり１円上がります。です

ので、１箱２０本なのでしょうか、それですと、この１０月には少なくても２０円は税金

の分として値上がりするかなと。そういった考え方が国と都道府県合わせて１本当たり１

円ずつの改正なのですが、その改正が３０年１月１日、この１０月と、それから１年置き

まして３２年１０月１日にまたさらに１円、それから３３年の１０月１日に１円というこ

とで、経過３回に分けて上げるということになっておりまして、それぞれ今年の１０月に

１箱ですと２０円、それから、来年、再来年には、また２０円、その次の年には２０円、

少なくても税金分は上がるということの改正になってございます。 

○議   長 

 よろしいですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 それでは、質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了いたします。 

 これより議案第４２号大樹町税条例等の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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   ◎日程第８ 議案第４３号 

○議   長 

 日程第８ 議案第４３号大樹町国民健康保険税条例等の一部改正についての件を議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町国民健康保険税条例の一部改正についてをお願いするもの

で、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令が、平成

３０年３月３１日に公布されたこと並びに国保税率の改定を行うため、大樹町国民健康保

険税条例の一部改正をお願いするものであります。 

 内容につきましては、住民課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 議案第４３号大樹町国民健康保険税条例等の一部改正について、説明させていただきま

す。 

 改正内容の主なものとしましては、３点ございまして、１点目は課税限度額を引き上げ

るもので、基礎課税額について４万円引き上げる内容でございます。なお、後期高齢者支

援金等課税額と介護納付金課税額について、改正はございません。 

 ２点目は、保険税の減額に係る軽減の要件を緩和するものでございます。５割軽減、２

割軽減の対象となる世帯の所得の算定において、被保険者などの人数に応じて加算する金

額を拡大することで要件を緩和する内容となってございます。 

 ３点目は、税率を改正するもので、国民健康保険の事業が都道府県単位化され、町村ご

との目標税率が示されたことにより改正するもので、被保険者に対する激変緩和措置とし

て４回に分けて引き上げるものでございますが、３０年度はその１回目として改正するも

のでございます。 

 それでは、条文に沿いまして説明させていただきます。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございま

す。 

 第２条では、課税額についての規定でございます。 

 第２項で、基礎課税額について定めており、ただし書きで限度額を定めておりますが、

改正前の５４万円を改正後は５８万円に改めるものでございます。 
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 第３条は、国民健康保険の被保険者に係る所得割額についての規定でございます。 

 ２ページ目にまたがりますが、１００分の５.２を１００分の４.８６に改めるものでご

ざいます。 

 第６条、第７条の２、第７条の３は、後期高齢者支援金などの課税額で、第６条では所

得割を１００分の９.４に、それから第７条の２では、均等割額を５,６３０円に、第７条

の３では、平等割額を世帯の区分に応じ６,７４０円、３,３７０円、５,０５５円にそれぞ

れ改めるものでございます。 

 第８条と第９条の２、第９条の３につきましては、介護納付金課税額で、８条では所得

割額を１００分の０.８４に、３ページに移りまして、第９条の２では均等割額を６,５３

５円に、第９条の３では平等割額を４,７１５円に改めるものでございます。 

 第２３条は、国民健康保険税の減額についての規定でございます。 

 第２条の限度額の改正に合わせまして、条文中の５４万円を５８万円に改めるものでご

ざいます。 

 次に第１号では、７割軽減についての規定でございますが、ウ及び４ページのエにつき

ましては、後期高齢者支援金等課税額の均等割及び平等割の軽減額を改めるもの、それか

ら、オ及びカにつきましては、介護納付金課税被保険者に係る７割軽減の均等割及び平等

割の軽減額を改めるものとなってございます。 

 第２号では、５割軽減についての規定でございますが、世帯の所得を計算する際の被保

険者などの人数に応じて加算する金額を２７万円から２７万５,０００円に改めるもので

ございます。ウ及びエ並びに、５ページになりますけれども、オ及びカにつきましては、

第１号の被保険者と同じく、後期高齢者支援金等の課税額と介護納付金課税被保険者に係

る均等割及び平等割の軽減額を改めるものでございます。 

 第３号では、２割軽減についての規定でございます。第２号と同じく、世帯の所得割を

計算する際の被保険者等の人数に応じて加算する金額を４９万円から５０万円に改めるも

のでございます。ウ及びエ並びにオ及びカにつきましては、第１号及び第２号の規定と同

じく、後期高齢者支援金等課税額と介護納付金課税被保険者に係る均等割及び平等割の軽

減額を改めるものでございます。 

 ６ページに移りまして、第２４条の２第２項では、特例対象被保険者などに係る申告に

ついての規定でございます。解雇や倒産等で職を失った方が国保に加入する際の手続にお

いて、マイナンバーによる情報連携により特例対象被保険者などであることを把握できる

場合は、雇用保険受給資格証明書の提示が不要となることの規定となってございます。 

 附則になりますけれども、施行期日は公布の日とし、平成３０年４月１日から適用する

もの、適用区分では、平成３０年度以後の国民健康保険税に適用するものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 
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 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 国保税のことなのですけれども、大変な国保税で、所得金額どころか収入金額の１割に

近くなってくるのではないかなというふうに思っています。それで、５４万から５８万に

最高限度額を引き上げますと、介護分、そして後期高齢者支援分合計しますと、９３万円

になってくるわけです。それで、全国で、または全道の中で、国保税のやっぱり負担が多

いということで、これは町長も一生懸命になって、都道府県化のときにもかなり一生懸命

になって、道にも行ったりしてということで、これは高くあちこちで評価されている声を

私も聞いています。そういうことから考えますと、ぜひ、国のほうも支援なくして、この

国保会計、国保財政、この社会保障としての役割を果たさなくなってくるのではないかと

心配しております。保険者が、自営業者がもう減っていったり、あるいは法人化で、農業

者が社会保険に移行したりという、そういう保険者の減少もあるのですが、年金生活者も

年金切り下げるとかということで、所得が下がっていくと。こういうことからすると、構

造的に大変な人たちが国民健康保険に入ってくるということになるので、これは国に対し

て、やっぱり支援を求める必要が私は絶対にあるというふうに考えます。 

 そこで、聞きたいことは、限度額は一体何世帯上がる人が、限度額に限って、上がる人

は何世帯いるのかということをお聞きいたします。 

 そして、もう一つは、全道または全国で法定より低く設定している自治体が幾つくらい

あるのか把握していたら、お願いをいたします。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 １点目は、限度額に達している世帯は何世帯いるかというような内容で、まだ３０年度

はこれからの課税となりますので、２９年度の数字に所得とかに合わせまして、仮に世帯

を出してみますと、５４万円から５８万円の世帯数が９世帯該当してございます。それか

ら、今回５８万円に改正したことによっても、５８万円を越える限度額適用になる世帯が

６２世帯となってございます。 

 それから、２点目の全国または全道で限度額より低く設定している町村などがというこ

とのお話でございますけれども、ちょっと全国の数字は持ち合わせておりませんが、全道

でいきますと、基礎課税額、医療費分のは、全部の保険者数、自治体数ではなくて保険者

数になりますけれども、１７７保険者数が全道の保険者数ですが、そのうち１３の保険者

が医療費分の限度額の、これは改正前の５４万円の段階での設定の数字となってございま

すが、５４万円未満の限度額にしている保険者数が１３、それから、後期高齢の支援金分

でいきますと、１２の保険者数が１９万円未満、それから、介護分でいきますと、６の保
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険者が１６万未満の設定をしているということになってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 現実に、もう１７７の中で医療分というのですか、これを１３ということで、１割近く

なってきているなというふうに思うのです。介護分あるいは支援金分については、それに

近いなというふうに思っているのです。高齢者支援金分については、もう１２ですから、

ほぼ変わらないなというふうに思っています。 

 そこで、これは町長に何度も聞くのですが、この国保財政の問題の問題点、町長の認識

はいつもお伺いするのですが、町長の考え方をお伺いしたいと思います。 

 また、５４万でなくて５７万とか、１世帯当たり１万引き下げとか、そういうような考

えはないか、お伺いいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま、国民健康保険税条例の改正でご質疑をいただいております。議員ご指摘のと

おり、今、私のほうの担当課長からの説明したとおり、法定額よりも低く設定している自

治体というのは１７７保険者のうちの１３があるということであります。国保会計全体も、

非常に制度の事業の運営が大変になってきているというのは、私が申すまでもないかなと

いうふうに思っておりますし、それの将来に向けての対応として、全道で一元化を図って

いるというようなことはご理解をいただきたいというふうに思っているところでもありま

す。 

 大樹町も、国保の加入者が減ってきている等々も含めて、非常に国保会計事業、やりく

りが大変な状況にあるということでありますが、今後も町民が安心して医療にかかれるよ

うな体制づくりのためには、国保会計の適切な運営というのは必要不可欠だなというふう

に思っておりますので、大樹町としては、法に定められているとおりに行いたいというふ

うに思っているところでもあります。ただ、今回の改正で、町の税率の部分については、

段階措置を講じさせていただいているということでありますので、その部分については町

の支援があるというご理解をいただければというふうに思っているところでもあります。 

 今後も大樹町として、国民健康保険制度の円滑な運営については、全道一元化になった

ということもありますので、意を注いで進めてまいりたいというふうに思っております。 

 大樹町としても、できる支援についてはさせていただいているということでご理解をい

ただければと思います。 

○議   長 

 志民和義君。 
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○志民和義議員 

 都道府県化になったときに、町としてのそれなりの対策、町独自の支援というのですか、

そういうのをとっていただいているということで、どうしても、当初の値上げの過程から

見たら相当頑張っていただいたなというふうに思って賛成をしたところだったのですが、

こういうふうにだんだんまた、こっちのほうで限度額を頑張ってくれということになると、

構造的にやっぱり問題があって、やっぱり国保会計全体を運営していくとしたら、ちょっ

と上げたから会計解決するなんてものではないというふうに思っているのです。国に対し

てやっぱり厳しく、保険制度も国の支援がなければ、かなり厳しい状況に追い詰められて

いくというふうに考えているのです。とても所得の１割を越えていくと、これは本当に可

処分取得本当に減っていくから。そんなふうに私は考えておりますので、引き続き町村会

通じてになると思いますが、要望していただきたいと思いますがいかがですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 国保会計、国保制度を取り巻く状況については、議員のご指摘の部分もあるかなという

ふうに思っておりますし、私どものほうで、十勝町村会、北海道町村会を通じて国のほう

に要望していくべきことについてはしっかりと対応していきたいと思っております。 

○議   長 

 ほかに質問。 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 ６ページをちょっと見てもらって、第１条、この条例は公布の日から施行し、平成３０

年４月１日から適用すると。適用区分というのは第２条にあるのですが、この中身が、俺、

読んでいてちょっと理解できないのです。この条例の改正後の大樹町国民健康保険税条例

の規定は、平成３０年度以後の年度分の国民健康保険税に適用し、２９年度分までの国民

健康保険税について従前の例によるという、この文面、ちょっとわからない。どういう形

でどうなのか。条例なので、ちょっと中身教えてほしいのと、もう一つ、国民健康保険と

いうのはやっぱり自分のためでもあるのです、保険税を払っているというのは。全額払っ

ているわけでありませんので、３分の２とか３分の３とか、３割負担とか２割負担、１割

負担とあるわけですから、町は独自に是正もしているという、本当に思い切ったことをやっ

ているなと。 

平等からいくと普通にもらわなければいけないわけです。同じ健康保険に入っている、

社会保険に入っている方は、こういうことがないわけです。そのとおりやられるわけです。

これ、社会保険も減額とか何とか考えることもできるのですか。国民健康保険だけ、うち

の町はやっているのですよ。所得によって減免措置しているでしょう、安く。これは税な

のですよ。これ、国民健康保険税。税で減免をしてやっているわけだから、平等ではない。
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町民としては平等ではないわけですよ。社会保険に入っているほうは平等でない。これは、

何でそうしているのか、ちょっとお聞かせを２点お願いします。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 最初の附則の適用区分のところでございますけれども、なかなか僕も税の処遇は難しい

なと感じたところではございますけれども、これは、通常であれば、その年度ごとの保険

税というのはその年度ごとで終わるのですけれども、万が一遡及して、資格が２９年度に

さかのぼって、例えば２月の途中から入らないといけない人から届け出していなったと、

その人をでもよく調べたら２月に会社やめていたねと、そういった人が国民健康保険に加

入する場合は、２月にさかのぼって加入させたりするのですが、そうするとその２月分か

ら保険税というのは発生します。そういったときには、手続をしたときの保険の税率では

なくて、加入したときに適用される条例を適用しますということで、年度ごとに保険税率

の適用を分けますよということの附則になってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 国保会計に対する町の単独での補塡の助成の関係であります。過去、町民の多くが大樹

町の産業構造もありますが、国保会計に加入をしていたということはあるかなというふう

に思っておりますし、また、その時々の農業、漁業、一次産業含めて、いろんな、例えば

災害に遭ったとか天候の関係とかで収入が減るとかということも含めて、それぞれの加入

者にとって大きな負担になるというようなことも過去あったのかなというふうに思いまし

て、そういう部分で、国保会計に対する町の支援を行ってきているという経過があるのか

なというふうに思っているところです。 

 確かに、ほかの医療関係、医療保険等々については町からの支援をする場面がないとい

うことでありますので、過去のいきさつも含めて行ってきたということについてはご理解

をいただければと思います。ただ、先ほども説明の中でお話ししましたが、加入者が減っ

ているというようなこともあって、国保会計自体の事業のやりくりが大変な状態にあると

いうのは私も理解をしておりますし、今後そういう部分を回避していくために国保制度が

どういう方向に行くべきかというところはしっかりと大樹町からも必要な意見については

国保、今度全道一本になりましたので、そちらのほうにもしていく必要があるかといふう

に思っているところでもあります。 

 いずれにしましても、会計自体が円滑に動くということになれば、町の負担も減ってい

くのかなというふうに思っておりますので、円滑な国保事業の運営についても、しっかり

頑張っていければと思っております。 
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○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 十分減免をされている方にも説明をしていただきたいと思うのです。何％の方がおられ

るのかわかりませんが、やはり税の均等から考えると、町の財政の厳しい中で支援をして

いるということは、やっぱり言っていただかないと、半分ぐらいの方は社会保険に入って

いるのだろうと思うのです、大樹の人口の。その方は通常どおり税をきちんと納めている

と。それから、国民健康保険に入っている方は低所得者ですが、現実的には町の助成をい

ただいていると。税からいくと、平等であるべきと僕は思っていますので、十分、下げる

ばかりが能でありません。自分の体を守るということが、まず一つでございますので、町

の財政も、病院にかからなければなくなるわけですから。そうですよね、現実的には。か

からないようにしていただくよう、それから助成を少しでも切り詰めて、町の財政をよく

していくと。個人の体を大事にしていただくよう、保健婦さんもおりますし、いろいろな

方、病院関係者もおります。十分、そういう部分も広報等で言ったほうがいいと思います

よ。大樹町の税は高いと言っている方もいるのです。僕は安いと思いますよ、命守ってく

れて。そうであるのなら、自分の体はしっかり自分で。できないものはありますよ、気を

つければできるものもある。だから、健康でいるために、自分で努力をしていただくよう、

周知徹底をお願い申し上げます。 

 以上。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 ただいま提案されております、国民健康保険税条例の一部改正に反対の討論を行いま

す。 

 国民健康保険税は自営業者、また会社員、公務員の退職者の年金生活者、そして社会

保険に入っていない非正規雇用者、また職業のない方、こういう方が被保険者となって、

またそういう方々は、年齢的にも退職者など病気になりやすい人たちが被保険者になっ

て、国保財政は大変厳しい運営を強いられているということを聞いています。そしてま

た、被保険者の農業者の法人化で被保険者が減っていく、また自営業者も減少、そして、
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年金の減少、年金額の支給額の減少、こういうことで、ますます国民健康保険財政は厳

しい状況に置かれているのが現状でございます。こういうことから、大樹町におかれま

しても、都道府県化になったときに、相当大幅に上がる町村の中の一つに大樹町も入り

ました。４町村で協力して一緒に道庁に出向いたと、こういうことはマスコミにも報道

され、高く評価されているところでございます。しかし、何と言っても、国の支援なく

してこの国保財政を安定させることはできないと私は考えておりますので、国の支援を

増やすよう強く求めて、私の反対討論といたします。 

○議   長 

 次に賛成討論の発言を許します。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 賛成討論なしと認めます。 

 次に反対討論の発言を許します。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 反対討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終了いたします。 

 これより、議案第４３号大樹町国民健康保険税条例等の一部改正についての件を起立に

より採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

       （賛成者起立） 

○議   長 

 起立１０人、起立多数であります。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 休憩します。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

   ◎日程第９ 議案第４４号 

○議   長 

 日程第９ 議案第４４号大樹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定め

る条例の一部改正についての件を議題といたします。 
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 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４４号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、大樹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定める

条例の一部改正についてをお願いするもので、さきの定例第１回町議会において、世帯の

階層区分を国に合わせるとともに、利用者負担額を国の基準の一律４０％とすることにつ

いてお認めをいただいたところですが、その後、国の定める上限額の一部が改正されたた

め、これに合わせて本条例の一部も改正しようとするものであります。 

 内容につきましては、保健福祉課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 それでは、議案第４４号大樹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定め

る条例の一部を改正する条例について、説明をさせていただきます。 

 今回の改正は、国における幼児教育の段階的無償化の平成３０年度分であり、国の平成

３０年度予算措置分として、年収約３６０万円以下の世帯を対象とした利用者負担の軽減

を行うこととしていたものによるものです。 

 それでは、条文に沿いまして説明させていただきます。 

 １ページをお開きください。 

 表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものです。 

 別表第１、第３階層、当該年度分の市町村民税課税世帯であって、その市町村民税所得

割課税額の区分が７万７,１００円以下の世帯につきましては、利用者負担額を月額５,６

００円から４,０００円とするものです。 

 ２ページをお開きください。 

 施行期日ですが、この条例は、本年９月１日から施行いたします。 

 以上で説明を終わります。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 
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 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４４号大樹町子どものための教育・保育に関する利用者負担額を定め

る条例の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１０ 議案第４５号 

○議   長 

 日程第１０ 議案第４５号町道路線の廃止についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、町道路線の廃止についてをお願いするものです。今回、廃止をし

ようとする路線は、現在建替えを進めている町営住宅日方団地内の町道で、町営住宅の解

体により一般交通の要に供する必要がなくなったため、廃止をしようとするものでありま

す。 

 それでは、議案を朗読して、提案理由の説明にかえさせていただきます。 

 議案第４５号町道路線の廃止について。 

 道路法第１０条第３項の規定により、次の町道の路線を廃止する。 

 整理番号６９。路線名、南町２号線。起点、字日方４０１番地、終点、字日方４０１番

地。延長５９.００メートル。 

整理番号７０。路線名、南町３号線。起点、字日方４０１番地、終点、字日方４０１番

地。延長５８.８０メートル。 

 参考といたしまして、次のページに図面を添付しておりますので、ご確認をいただくと

ともに、内容をご審議の上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わ

らせていただきます。 
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○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４５号町道路線の廃止についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１１ 議案第４６号 

○議   長 

 日程第１１ 議案第４６号町道路線の変更についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４６号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、町道路線の変更についてをお願いするもので、町営住宅日方団地

の建替え事業に伴う変更が１路線、今後の町道改良舗装工事の実施計画に伴う変更が１路

線となっています。 

 内容は議案を朗読して、ご説明をいたします。 

 議案第４６号町道路線の変更について。 

 道路法第１０条第３項の規定により、次の町道の路線を変更する。 

 整理番号６６。路線名、麻友２丁目線。起点、字日方４０４番地を４０４番地４４に変

更。終点、字日方４０１番地を字日方４０４番地４３に変更。延長１５８.２０メートルを
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９９.４０メートルに変更。５８.８０メートルの減であります。 

整理番号が６８。路線名、南町１号線。起点、字日方４０１番地、終点、字日方４０１

番地を字日方４００番地９０に変更。延長５７.５０メートルを４５８.０６メートルに変

更。４００.５６メートルの増であります。 

なお、次のページに変更前と変更後の路線の図面を添付していますので、ご審議の上、

議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 杉森俊行君。 

○杉森俊行議員 

 南町１号線の変更前と変更後、青いやつが変更後だと思うのですけれども、新が日方

４０４番地の４３というの、ここのところでは青い線で矢印があるところまであるとい

うことですか。 

○議   長 

 髙橋建設課長。 

○髙橋建設課長 

 このたび変更になる南町１号線ですけれども、南町１号線、もともとその図面で見ま

すと、赤く変更前が。南町１号線、同じ地番なのですけれども、４０１番地から４０１

番地の５７.５０メートルを今までは認定しておりました。 

 今回、その南町１号線をこの鍵の手で延伸いたしまして、日方の２０号線まで延ばす

という、それで、４００.５６メートル延びまして、新しく４５８.０６メートルになる

ものでございます。 

 以上です。 

○議   長 

 杉森俊行君。 

○杉森俊行議員 

 １号線とか、矢印のあるところまであるのかということを聞いているのです。だから、

矢印のところまであると、それでいいのです。それをもう１回聞きたいです。 

 そして、麻友２丁目の変更前で、赤い線で変更前があるのですけれども、変更後は麻

友の途中までしかないのですよ。ということは、ここの南町３号線は残るということな

のでしょうか。 

 そこの２点を聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 髙橋建設課長。 
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○髙橋建設課長 

 済みません。南町１号線は、この青いやつの矢印のあるところまで変更で認定されま

す。それと、麻友２丁目線は、この赤い部分が減りまして、この青い部分で、そして、

日方団地の建替え工事になりまして、この道路上に公住が建つようなことになりますの

で、それで今回変更をしました。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 今、変更後と変更前の町道なのですけれども、これ日方団地の公住、まだずっとこっ

ちの南のほうまで公住が建っているのではないの。今もう道路つけれるように、これ町

道になっているの、町の土地になっているのかな。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 日方の団地内の土地は、全部町有地です。そして逆に下側の道路は、まだ認定になって

いる道路でございます。そして、まだ供用していますので、今からちょっと廃止できる道

路ではございません。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４６号町道路線の変更についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 
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○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１２ 議案第４７号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第４７号平成３０年度大樹町一般会計補正予算（第２号）についての

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４７号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、平成３０年度大樹町一般会計補正予算（第２号）をお願いするも

ので、今回は、歳入歳出それぞれ２８９万４,０００円を追加するものであります。 

 内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 松木総務課長。 

○松木総務課長 

 それでは、議案第４７号平成３０年度大樹町一般会計補正予算（第２号）について、ご

説明を申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ２８９万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ６８億７,５０６万８,０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、資料でご説明申し上げますので、３ページをお開きください。 

 なお、財源の内訳につきまして、特定財源があるもののみ説明をいたしまして、全て一

般財源で措置するものにつきましては、説明を割愛させていただきます。 

 最初に、総務費、企画費、航空宇宙産業基地誘致事業、負担金、補助及び交付金で１６

１万９,０００円の増。 

 インターステラテクノロジズ社のロケット打ち上げに当たりまして、見学者の受け入れ

のため、実行委員会に対しまして補助金を交付してございますが、先日の打ち上げが延期

になりましたことに伴いまして、次の打ち上げ時の体制整備のための補助金を追加補正す

るものでございます。仮設トイレ、音響機器、バリケードなどのレンタル経費並びに消耗

品等の購入費用でございます。 

 次に、賦課徴収費、賦課徴収一般経費、委託料で４７万８,０００円の増。国土交通省が

公表いたしました地価公示で、市街地区の地価の下落が認められたことに伴いまして、土

地の評価額の下落修正のため、市街地区３４地点について、鑑定評価を行うものでござい
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ます。 

 次に民生費、福祉医療諸費、心身障害者医療費助成事業、委託料で４３万２,０００円の

増。財源につきましては、国道支出金、道からの支出金でございますが、１５万円の増。

一般財源が２８万２,０００円の増。北海道医療給付事業乳幼児一人親重度医療等でござい

ますけれども、レセプト併用化に対応するため、電算システムの改修を行うための業務委

託費でございます。 

 次に商工費、商工振興費、商工指導対策事業、負担金、補助及び交付金で２０万円の増。

こちらにつきましては、商工会への運営費の助成金でございますけれども、予算編成の段

階で後継者育成対策事業費分の助成額につきまして、青年部が主体で行う婚活事業と錯誤

してございました。この錯誤分につきまして、減額して計上していたものでございます。

婚活事業費につきましては、まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる取り組みといたし

まして企画費に計上してございますけれども、誤って減額をしておりました後継者育成対

策事業費２０万円につきまして、今回復元をお願いしたいと考えるものでございます。事

務的なミスで大変申しわけございませんが、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、諸支出金、事業会計繰出金、介護保険特別会計繰出金、繰出金で１万５,

０００円の減でございます。後ほど、介護保険特別会計補正予算でもご説明申し上げます

けれども、高齢者や障害者の方を対象とした介護タクシー利用料の助成金の支給につきま

して、当初は社会福祉協議会への委託の中で行うことを想定してございましたが、事務処

理の一層の簡素化を図るため、介護保険会計から直接支給することとしたことに伴いまし

て、地域支援事業費分の一般会計からの繰出分が減額となるものでございます。 

 次に、介護サービス事業特別会計繰出金、繰出金で１８万円の増。こちらにつきまして

も、後ほど介護サービス事業特別会計補正予算で詳細を申し上げますけれども、特別養護

老人ホーム所長の人事異動に伴いまして、後任の所長が社会福祉施設長資格認定講習を受

講するための経費について、一般会計から繰り出すものでございます。 

 以上、合計で補正額２８９万４,０００円の増。財源内訳では、特定財源が国道支出金で

１５万円の増。一般財源が２７４万４,０００円の増でございます。 

 続きまして、第１表、歳入歳出予算の補正の歳出をご説明いたしますので、２ページを

お開きください。 

 歳出合計補正前の額６８億７,２１７万４,０００円。補正額、２款総務費から１３款諸

支出金まで２８９万４,０００円の増。補正後の歳出が６８億７,５０６万８,０００円。 

 続きまして、歳入の１ページをお開きください。歳入合計補正前の額６８億７,２１７万

４,０００円。補正額、１５款道支出金及び１９款繰越金で２８９万４,０００円の増。補

正後の歳入合計につきまして、６８億７,５０６万８,０００円となるものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 
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 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

杉森俊行君。 

○杉森俊行議員 

 商工費の婚活に２０万を上乗せするのを忘れたというのですけれども、こういうのは、

もう少しきちんとしたことをやって、たった２０万かもしれないけれども困ることがある

ので、こういうことをきちんとやってもらいたいと思うのだけれども、いかかですかね。 

○議   長 

松木総務課長。 

○松木総務課長 

おっしゃるとおりでございます。大変申しわけございません。２０万円が昨年から婚活

事業がスタートしているのですけれども、商工会の予算要求の中にぐらいという部分で数

字が入ってございました。それで、別のところに移し替えるために重複計上になるのでは

と考えたのですけれども、最終的には財政当局並びに原課の確認不足でございました。大

変申しわけございません。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 企画費の宇宙まちづくりの経費ですが、１６１万９,０００円ですけれども、音響施設だ

とかいろいろあるのですけれども、これは何日分なのか聞きたいのと、ここには職員の出

た分は入っていないということですね。もしそれも含まれれば、職員分を入れると今回予

算を見る中で、総体でどれくらいの経費がかかるのか知りたいです。 

○議   長 

黒川企画商工課長。 

○黒川企画商工課長 

 ロケット打ち上げに関する事業費でございます。見ている内容としましては、敷き鉄板

のレンタル、あるいは駐車場整備の消耗品、あるいは仮設トイレ２０棟分を見てございま

す。それから、音響設備、会場内の電気設備工事等々でございます。締めて１６１万９,

０００円でございますけれども、おおむね３日分というふうに計画をしてございますけれ

ども、あとは交渉次第ということになりますし、実験の計画次第ということになります。 

 以上でございます。 

 あと、人件費に関しましては総務課長のほうに。 

○議   長 

松木総務課長。 
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○松木総務課長 

 先ほど、職員の時間外についての部分でございます。この１６１万９,０００円の中には、

職員の時間外手当については算入されてございません。職員の時間外手当につきまして、

どの程度という部分でございますが、４月２８日、２９日、中止とはなりましたけれども、

この折、職員を出役させてございます。その段階での執行額約４３万円でございました。

１日目がフルで、２日目がほぼ半分ぐらいということで、そういう金額になったものでご

ざいます。例えば２日間フルに動くとなりますと、６０万円弱くらいの数字が出るのかな

というふうには考えてございますけれども、人数、それから出役する者の月給、そういっ

たものに関して影響がありますので、前回の４３万２,０００円から半日分もしくは１日半

分、その程度が増えるというのが、もし３日間やった場合の時間外の見込み額ということ

でご理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。それで、これ今後も、今回３回目、予算も３回目ですよね。そのたびに

職員が朝の４時から夜の８時までほとんど前半、午前中、午後交代してやっているのです

けれども、こういうことが今後も延々と続くのか。今後は、やっぱりどこかで一回区切り

をつけるのか。民間企業を応援するのはいいのですけれども、例えば民間企業ですから、

また１６１万９,０００円プラス職員の人件費分を上乗せして、あと民間である程度やって

くださいというのも方法だと思うのですよね。毎回毎回、その職員を出役するということ

は、土日ですから結構若い世代もいますので、それぞれ皆さん家庭の事情もあるので、あ

る程度は解放してあげないと大変なことになるのではないかと思うのですけれども。そう

いった将来的にはどういう体制をつくっていくのか、ちょっと聞きたいですけれども。 

○議   長 

黒川企画商工課長。 

○黒川企画商工課長 

 将来的にどうするかというところでございますけれども、まずは今、実行委員会を組ん

で、実行委員会に対して補助金を出して執行していると。人件費の分は直接ですけれども、

経費に関してはそういった形をとっておりまして、これは十勝毎日新聞社さんと、それか

らインターステラテクノロジズと大樹町で実行委員会を組んで、パブリックビューイング

をやろうということで組んでいるものでございます。それぞれの持ち分で経費を負担し、

道の補助金をいただいて実施をしているというところでございまして、今回の経費につき

ましても、希望としては２分の１の道の地域づくり政策補助金をお願いしております。た

だ、道のほうは追加ですので、予算の範囲内でと言われておりますけれども、協力すると

今回も言われておりまして、この事業は３年間できることになっておりまして、仮に来年
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があれば、来年も補助金は見込めるというところでございますけれども、ではパブリック

ビューイングずっとやっていくのかというところは、これは企業さんの考え方もあります

ので、今回についてはまだ上がっていませんし、１回上がるまでやろうというようなこと

での意思は聞いておりますけれども、その次については、そのときの協議ということで、

ずっとやっていくという考えはないということでございますので、私どもではどうしてい

くかというところでは、まずは道路の交通安全を考えて、駐車場は確保しないと道路が渋

滞すると大変なことになるということでの警察の指導もございまして、駐車場の確保、航

空公園を開放するということはやっていかなければならないというふうには思っておりま

すけれども、やり方につきましては、議員言われたように、民間企業を使うとか、そういっ

たことも今後は視野に入れていかなければならないかなと思っております。 

 また、観客の対応については町のほうでできる部分はやっていきたいというふうな大き

な考え方はあります。打ち上げに関しては打ち上げ者側がやる。けれども、観客の誘導と

安全に関しては、町である程度面倒を見ていかなければならないのかなと思っております。

これは、内之浦、種子島にあっても、公園への誘導は職員総出でやっているということも

聞いておりますので、ずっと職員がやるかというと、この職員に関しては可能な人間、支

障のない人に手伝ってもらうことはあると思うのですけれども、その中で足りないときは、

民間の警備会社とか入れていくことも考えなければならないかなと。あるいはレンタル品

につきましても、ずっと使うようなものは、ある程度少しずつ買って持っておくというほ

うが得であれば、そういったこともちょっと来年度以降の予算で考えていきたいなと。バ

リケートとか、そういったもので持っていてもいいかなというものは買っていこうかなと

いうようなことも考えていきたいと思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それで、この事業は３年間続くというということで、また来年もあるのだろうと思うの

ですけれども、民間企業も多分それを当てにしてくると思うのです。それで、特に駐車場

の警備だとか交通警備ですか、ほかの団体ですと、例えば地域に地域安全推進委員だとか

交通安全だとか、そういう団体ありますよね。そういう団体が結構他のイベントとか、そ

ういうのを結構繰り出して、結構ボランティアでやっているのですよ。うちの町はまだそ

ういうところがないので、全部ほとんどが役場職員で対応するというのはどうかなとは思

うのです。やっぱりそういう団体があれば、１回くらいは、１日くらいはボランティアで

入れてもらうという、そういう話をしていくのも一つの方法ではないかと思うのです。そ

うしないと、多分、職員皆さん大変だと。これから夏時期入ると、特に若い世代は、子供

たちの少年団活動とか部活動だって、そっちの応援も行きたいし、協議役員に行かれる方

もおられるので、やっぱりそっちを優先させてあげることも、町としても方法ではないか

と思うのです。ひとつ、その辺をよろしくお願いいたしします。 
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 以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

杉森議員。 

○杉森俊行議員 

 まず、商工会の青年部の話なのですけれども、商工会の青年部はボランティアで入って

いるみたいなのです。それは町で入っているわけではなくて、何かインターステラテクノ

ロジズのやる人たちのあれで入っているみたいなのですけれども、それで何か総会あった

ときに結構もめたという話を聞くのです。片付けがどうのこうのとか、そういうのがどう

のこうのとか、周りの人がどうのこうのとか、それでどういうふうにやるのかというので

結構もめたみたいな話を聞くのですけれども。そういうのはあるので、町でのほうでも、

商工会でやっているのであれば、そういうのに入って指導するなり、何かを考えてもらい

たいと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○議   長 

黒川企画商工課長。 

○黒川企画商工課長 

 議員言われたのは、商工会ではなくてインターステラ後援会かと思います。後援会は本

当に任意団体で、商工会の方もいますけれども、会長が大庭先生だったり、いろんな各種

の方が参加して、私も名を連ねさせていただいておりますけれども、そちらのほうで、イ

ンターステラの活動を応援しようということで設立をされております。今回といいますか、

打ち上げの際には、インターステラが行うところの観覧席のお手伝いをするということで、

出店の関係ですとか駐車場の関係のほうをボランティアで手伝っていただいているという

ふうに認識をしておりまして、私ども、ちょっと自分たちのほうがあるものですから、そ

ちらには参加しておりませんけれども、交通安全、ちょうど国道をまたぐようなところで

すので、そういったところの安全確保などに、大変ありがたい応援をしていただいている

というふうに聞いております。総会でもめたというのは、ちょっと私聞いておりませんけ

れども、やり方とか、そういった手順でいろいろ議論があったのだろうと想像しますけれ

ども、それらも回数重ねるごとに修練されていくのかなということを思いますけれども、

私どもで何か応援できることは、総会とかには私も参加しておりますけれども、できるだ

け協力をしていきたいなと考えているところでございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 
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 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４７号平成３０年度大樹町一般会計補正予算（第２号）についての件

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１３ 議案第４８号 

○議   長 

 日程第１３ 議案第４８号平成３０年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第１号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４８号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、平成３０年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第１号）をお願いするもので、今回は、歳入歳出それぞれ８３万４,０００円を追加

するものであります。 

 内容につきましては、住民課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木住民課長。 

○鈴木住民課長 

 議案第４８号平成３０年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第

１号）について、説明させていただきます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ８３万４,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ７億６,４０３万４,０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、８ページ、９ペー

ジの歳出をお開き願います。 



 

－ 46 － 

 ３、歳出。7款諸支出金、１款償還金及び還付加算金、３目高額医療費共同事業負担金返

還金、補正額３５万円の増。国民健康保険事業の都道府県単位化に伴い、市町村で実施し

ていた高額医療費の共同事業について、２９年度で事業が終了し、国及び道からの負担金

の精算金により返還となることから、増額補正をお願いするものでございます。 

４目、国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金返還金、補正額４８万４,０００円の

増。都道府県単位化に伴うシステム回修費用について、事業が確定し、国庫補助金を返還

するため、増額補正をお願いするものでございます。 

いずれの返還金につきましても、本年６月中旬以降の事業費確定後の返還となるため、

今回の予算計上により還付をお願いするものでございます。 

次に、歳入について説明させていただきますので、６ページ、７ページをお開き願いま

す。 

歳入。６款１項ともに繰越金で、１目前年度繰越金、補正額８３万４,０００円の増。 

次に５ページ、総括の歳出をお開き願います。 

歳出合計、補正前の額７億６,３２０万円、補正額７款諸支出金で８３万４,０００円の

増、補正後の歳出合計７億６,４０３万４,０００円。 

次に、４ページの歳入ですけれども、歳入合計、補正前の額７億６,３２０万円、補正額

６款繰越金で８３万４,０００円の増、補正後の歳入合計７億６,４０３万４,０００円とな

るものでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４８号平成３０年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第１号）についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１４ 議案第４９号 

○議   長 

 日程第１４議案第４９号平成３０年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いての件を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第４９号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、平成３０年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）をお願

いするもので、今回は、歳入歳出それぞれ１万５,０００円を減額するものであります。 

 内容につきましては、保健福祉課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 それでは、議案第４９号平成３０年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて、ご説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１万５,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ７億１,

３８８万５,０００円とするものです。 

 内容につきましては、事項別明細書でご説明いたしますので、８ページ、９ページをお

開きください。 

 歳出です。３款３項３目ともに地域支援事業費、補正額１万５,０００円の減です。１３

節委託料と２０節扶助費で、１５万円の組み替えを行い、社協に委託していたものを地域

包括センタ－直営とするため、委託料諸経費分の１万５,０００円を減額するものです。地

域支援事業費として、１３節委託料で、移送サービスを社会福祉協議会に委託しておりま

す。今回、移送サービスの車両を更新するに当たり、車椅子対応の車を購入し、入退院等

の必要な方に貸し出すこととして準備を進めております。一方、その方の身体の状況から、

ストレッチャーでの対応が望ましい方については、介護タクシーを利用していただき、そ

の費用の半分を助成することとしております。 

 移送サービスにつきましては、従来から社会福祉協議会に委託しており、介護タクシー

の利用についても、当初、社会福祉協議会の委託を予定しておりましたが、移送サービス
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利用の際には、最初に地域包括センターに相談があること、また、病院から在宅へ戻るな

ど、医療機関と家族との連携、介護タクシーの利用は病院から病院、病院から自宅など、

関係機関との調整が必要なことから、地域包括支援センターで全て手続が終わるようにす

ることが利用者やその家族への利便性が高いと考えて、介護タクシーの手続については、

直接地域包括支援センターが直営で行うこととしたものです。 

 介護タクシーについてですが、帯広・大樹間で利用いたしますと、業者によって異なり

ますが、大体２万から３万程度の費用がかかると聞いております。その半額、１万５,００

０円の１０人分として１５万円を組み替えすることとさせていただいております。 

 次に、歳入についてご説明しますので、６ページ、７ページをお開きください。 

 ６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額１万５,０００円の減とな

ります。 

 次に、総括の歳出、５ページをお開きください。 

 歳出です。３款地域支援事業費、歳出合計、補正前の額７億１,３９０万円、補正額１万

５,００円の減、計７億１,３８８万５,０００円でございます。 

 次に４ページの歳入です。 

 ６款繰入金、歳入合計、補正前の額７億１,３９０万円、補正額１万５,０００円の減、

計７億１,３８８万５,０００円でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 一つ確認をしたいのですけれども、現行の社会福祉協議会にある車というのは、車椅

子にも対応するし、ストレッチャーにも対応するという認識でいるのですが、町の補助

があるということなのですが、高齢世帯ですとか、なかなか１万５,０００円とかという

のは、もう大金の部類ですし、今ある枠組みの中で社協のほうの手続上のことだったら、

中でどうにでもなることですし、ちょっと住民の方に酷な行政の提案でないかなという

ふうに思っているのですが、そこら辺はいかがなのでしょうか。 

○議   長 

 村田保険福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

現在使っている移送車、議員ご指摘のストレッチャー対応の車につきましては、老朽化

しておりまして、平成１２年に購入しておりまして、現在１４万４,７００キロほど走って

おります。車の調子も非常に悪いということになっておりまして、今回買い替えををさせ
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ていただくということでございます。また、運転手の確保が非常に難しいということで、

今後はそういったことで、ストレッチャー対応から車椅子対応の車に変えて貸し出しとい

うことにさせていただいております。 

 もう１点、ちょっとこれは関係機関からのご指摘なのですけれども、ストレッチャーの

対応ということで行っているのですが、運転手が行って、家族とも立ち会いなのですけれ

ども、運ぶ際にそういった専門職の方がいらっしゃらないというようなご指摘もありまし

て、やはりそういった場合に対応できないのではないのかというようなご指摘もございま

す。そういった分も含めて家族、あるいは地域包括センターがそこに入ってきちんと対応

ができるような形にするということも含めまして、今回このような提案をさせていただく

ということとともに、そういった、どうしても移動中の見守りが必要な方については、そ

ういった専門職の方が乗っているような介護タクシーを利用していただくという方が、ご

家族にとっても、本人にとっても良いのではないかということで、今回こういう形で進め

させていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 １４万キロということで、大変老朽化も進んでいるということなのですが、車は例えば、

赤い羽募金のそういうふうな応援をいただいて、社協だったら更新できると思うのですよ。

そういうふうなものを利用するとか、それから社協のことですから、町のこととは直接は

なりませんけれども、専門職の人がいないというのだったら、例えば社協にも保健師さん

の資格を持っている人もいるし、そういうふうな、いないというのですから一生懸命探し

てもいないのでしょうけれども、でもまだ有資格の方がいたり、行政のやっぱり優しさと

いうのは例えば病院なり包括支援センタ－の保健婦さんが応援してくれるとか、そういう

ふうな優しさがあっても、一生懸命検討されたことだとは思うのですけれども、少し今ま

でやっていたことができないのだよというのは、ちょっと住民に少し冷たいのではないか

と思うのですが、再度そういうふうな創意工夫で住民の方の幸せが向上していくような負

担がかからなくいくようなことをもう少し考えていただけたらと思うのですが。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま、介護保険特別会計の補正の中身の説明をさせていただいているところであり

ます。今回の予算の組み替え、または減額等の内容については、先ほど担当の課長から説

明をさせていただいたとおりであります。 

 議員のご指摘もありました、利用者にとって、町民にとって優しさがないのではないか

というところ、私どもは全くそういう思いを持って今回のことを取り組んでいるつもりは
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ありません。説明の中でも、車両の老朽化により更新が必要になったということ、また、

帯広等への移動の際の利用者の方の安全、安心な部分を考慮しての今回の判断ということ

でありますので、その点については、ご理解、ご了解をいただけないかなというふうに思っ

ております。今後もこの事業にかかわらず、全ての事業、事務事業において、町民目線に

立った優しさを感じられるような、そういう事務事業の執行については努力をしていきた

いと思っておりますので、ご理解をいただければと思います。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４９号平成３０年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 休憩します。 

 

休憩 午後 １時５０分 

再開 午後 ２時００分 

 

○議   長 

 会議を再開します。 

 

   ◎日程第１５ 議案第５０号 

○議   長 

 日程第１５ 議案第５０号平成３０年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第
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１号）についての件を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第５０号について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、平成３０年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

をお願いするもので、今回は、歳入歳出それぞれ１８万円を追加するものであります。 

 内容につきましては、特別養護老人ホーム所長から説明いたさせますので、ご審議の上、

議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 明日見特別養護老人ホーム所長。 

○明日見特別養護老人ホーム所長 

 それでは、議案第５０号平成３０年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）について、ご説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１８万円を追加し、歳入歳出それぞれ３億７,８２８万

円とするものです。 

 内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、８ページ、９ページ

の歳出をお開き願います。 

 歳出です。２款介護老人福祉施設事業費、１項介護老人福祉施設事業費、１目介護老人

福祉施設費、補正額１８万円の増につきましては、９節旅費、１９節負担金、補助金及び

交付金の増額です。理由としまして、今年度４月の人事異動によります、所長の異動に伴

い、施設長資格認定講習の受講が必要であることから、そのための旅費と受講料を計上さ

せていただきました。 

 次に、６ページ、７ページの歳入をお開きください。 

 歳入です。３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額１８万円の増。 

 次に総括、５ページの歳出をお開きください。 

 歳出です。２款介護老人福祉施設事業費、歳出合計、補正前の額３億７,８１０万円、補

正額１８万円の増、計３億７,８２８万円となります。 

 次に、４ページの歳入をご覧ください。 

 歳入です。３款繰入金、歳入合計補正前の額３億７,８１０万円、補正額１８万円の増、

計３億７,８２８万円となるものです。 

 以上で説明を終わります。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５０号平成３０年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第１

号）についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１６ 議案第５１号 

○議   長 

 日程第１６ 議案第５１号財産の取得についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第５１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、財産の取得についての議決をお願いするものです。 

 取得しようとする財産ですが、種類は物品、名称はスクールバス、数量は１台、取得金

額は９９０万円、取得の方法は指名競争入札による物品売買契約、取得の相手方は広尾郡

大樹町鏡町１番地４２、有限会社三浦自動車工業代表取締役三浦祥嗣、納入期限は平成３

１年２月２８日であります。 

 購入予定車両は２９人乗りで、平成１２年に購入したスクールバスを今回更新するもの

であります。 

 なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上、議決

賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

 



 

－ 53 － 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 名称がスクールバスという車があるのだね。名称、スクールバスという車。どこのも

のですか。 

○議   長 

 和田学校教育課長。 

○和田学校教育課長 

 名称についてですけれども、スクールバスとなっております。実際入れる車なのです

けれども、東日本北海道日野自動車のリエッセという２９人乗りのバスを購入させてい

ただくことになっております。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 現実的には物品購入だからスクールバスという名称ではないのだよ。スクールバスと

勝手につけているのだよ。子供を乗せるからスクールバスなのだよ。名称というのは、

本当は車体番号が入らないと名称にならない、どこどこの車と。こういう車はないのだ

から、ここら辺は訂正をしてください。どこどこの車を買うのですよと、もう買ってい

るのだから。それにけちをつけたわけではないのだけれども、名称というのはどこどこ

の何々の車でございますというのが名称なのですよ。これはちょっと間違いだと思いま

すので。まさか安田清之を名称、きよと言いませんでしょう。やはり、ちゃんと名称を

きちんと言うときには、安田清之さんと、こう言うでしょう。（発言する者あり）いや、

名称を入れている、きちんと、名称だから。スクールバスという名称は本当はないと思

うよ、俺。どこどこの車。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時 ０９分 

再開 午後 ２時 ０９分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 酒森町長。 
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○酒森町長 

 ただいま財産の取得の関係で、購入車両の名称のご質疑をいただきました。今回、入

札の際にスクールバスの入札という形で入札させていただいておりまして、今回、財産

の取得の名称についてもスクールバスとさせていただきました。従前から、この形で財

産の取得の議決をお願いしている経過がございます。ただ先ほど、学校教育課長のほう

から説明をしたとおり、購入車両は日野の２９人乗りの車、リエッセというのでしょう

か、そういう名前の車でありますので、今後財産の取得の議決の書き方についてはご指

摘のところも十分検討した中で、今後議決をお願いする段階で表示をしたいと思います

ので、今回についてはスクールバスでご勘弁ください。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５１号財産の取得についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１７ 議案第５２号 

○議   長 

 日程第１７ 議案第５２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関す

る協定の締結についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第５２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま
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す。 

 本件につきましては、大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協

定の締結についての議決をお願いするものであります。 

 それでは、議案を朗読いたします。 

 議案第５２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協定の締結

について。 

 大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協定について、次のとお

り締結したい。 

 記。 

 １、協定の目的、大樹町下水終末処理場建設工事（機械・電気設備）の委託。 

 ２、施工場所、大樹町暁町７番地。 

 ３、協定事業費、１億１,８８０万円。 

 ４、工事予定期間、平成３０年度から平成３１年度までの２年間。 

 ５、協定方法、随意契約。 

 ６、協定相手方、東京都文京区湯島２丁目３１番２７号、日本下水道事業団、代表者理

事長辻原俊博。 

 この協定は、公共下水道の長寿命化計画に基づき、下水終末処理場の機械設備、電気設

備の整備を行うもので、実施設計も下水道事業団に委託をしております。また、２４年度

から２７年度にかけても、下水道事業団との協定を締結し、施設設備の整備を行った経過

があります。協定は２カ年となりますが、平成３１年度の予算については、債務負担行為

の議決をいただいております。 

 本協定に基づき委託する建設工事は、５,０００万円以上となることから、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定に基づき、ご提案を申し上げ

るところであります。 

 また、後ろに図面も添付させていただきましたので、ご審議の上、議決賜りますようお

願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する

協定の締結についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１８ 議案第５３号 

○議   長 

 日程第１８ 議案第５３号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定についての件を

議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第５３号につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本件につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定についてをお願いす

るもので、対象地区は旭であります。 

 今年度、改良舗装工事を行う旭浜東通線の財源として、財政的に有利な辺地対策事業債

を活用するための辺地計画策定について、知事との協議が整いましたので、今回、ご提案

するものであります。 

議案を朗読いたします。 

 議案第５３号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について。 

 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１

項の規定に基づき、旭辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

 次のページの計画書の内容ですが、計画期間は平成３０年度から３４年度までの５年間、

整備施設は道路１路線であります。 

 次のページに図面を添付しておりますので、ご審議の上、議決賜りますようお願いを申

し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 杉森俊行君。 
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○杉森俊行議員 

 この道路なのですけれども、ここのところに家というのは確か石橋さんしかないような

気がするのですけれども、まだ家があるのでしょうか。 

○議   長 

髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 この旭山東通線には石橋さんがまだ住んでおります。（「石橋さんだけしかない」と呼

ぶ者あり）石橋さんだけです。 

○議   長 

 杉森俊行君。 

○杉森俊行議員 

 石橋さんだと、この赤い旭山東通改良道路とあるでしょう、矢印が。そこのところで、

石橋さんのところが終わってしまうのですよね。こっちのほうは将来的に町のほうで、こっ

ちのほうで住宅が増えるとか、そうしてまた、この建てるほうに道路を、行きどまりでな

くて逃げる道路をつくるために考えているのかということを聞きたいのですけれども、い

かがでしょうか。（発言する者あり）いや、ここの赤い線で矢印があるでしょう。そのと

ころでは石橋さんの家なのだ。ということは、石橋さんの家しかないでしょう。というこ

とは、こっちまでつくる必要があるのか。そうでなかったら、この道路を縦に今度は上がっ

ていって、こういうふうにくっつけてぐるっと回るように道路をするのかということです

よ。（発言する者あり）いや、鍵の手になるけれども。 

○議   長 

髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 旭山東通線、今、町道として認定されているのは、この区間だけなのです。それで、将

来的にはまだ上に上がっていくかどうかというのは、まだそこまでは計画ありませんので、

現段階ではここまで整備したいというふうに思っております。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 
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 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５３号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定についての件を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 陳情第１号から日程第２１ 陳情第３号まで 

○議   長 

 日程第１９ 陳情第１号庁舎改築に対する要望について、日程第２０ 陳情第２号北海

道主要農作物の道条例の制定に関する陳情書について、日程第２１ 陳情第３号義務教育

費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、教職員の超勤解消と「３０人以下学級」

の実現、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障を求める意見書提出に

関する陳情書についてを一括議題といたします。 

 以上３件の陳情の内容については、お手元に配付したとおりであります。本陳情につい

ては、会議規則第９４条の規定に基づき、議長において所管の常任委員会に付託しました

ので、報告いたします。 

 

◎休会の議決 

○議   長 

 お諮りします。 

 議事の都合により、１２日及び１３日は休会にいたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、１２日及び１３日は休会とすることに決しました。 

 

   ◎散会の宣告 

○議   長 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

散会 午後 ２時２２分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ６番 菅   敏 範 君 

 ７番 髙 橋 英 昭 君 

 ８番 安 田 清 之 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 一般質問 

○議   長 

 日程第２ 一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 初めに、５番西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、先に通告してあります１番目の自主防災組織と大規模災害対策について、一般

質問させていただきます。 

 災害は、忘れたころにやって来ると言われております。寺田寅彦なんかの言葉では、災害

ではなくて、天災はという言葉であらわされていたようですけれども。町においても少し前

に断水のときの大変さは、行政の方も我々も本当に大変さを記憶にしているところでござい

ます。 

 その折には、自分が感じたことは地域での助け合いの必要性というのは、本当にもう十分

感じました。それに、学びました。町内会単位の自主防災組織があれば、もっと色々ボラン

ティアさんばかりではなくて、もう少しスムーズにいったのではないかなという考えも持ち

ましたので、その点の町長のお考えをお知らせいただきたいと思います。 

 あわせて災害備蓄品のことですとか、避難所の状況についてもお知らせ願いたいと思いま

す。 
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○議   長  

酒森町長。 

○酒森町長  

それでは、西田議員ご質問の自主防災組織と大規模災害対策について、お答えをいたしま

す。 

 災害対策基本法では、地域の防災計画を定めこれを実施すること、自主防災組織の充実を

図ること、住民の自発的な防災活動の促進を図ることは、市町村の責務であると明記されて

おります。 

 地縁や近所づき合いなどを背景に、従前、自然に根づいていた地域住民相互の助け合いと

しての防災機能は、社会環境や住民意識の変化により低下していると言われてきましたが、

阪神淡路大震災を契機に、その後も頻発する大規模災害への対応を通じて、その重要性が見

直されてきたところであります。 

 現在、町内の自主防災組織としては、浜大樹と旭の自衛消防隊がありますが、議員ご提言

の町内会単位の自主防災組織についても、地域防災計画に「町内会等の組織を生かした自主

防災組織づくり、育成を推進する」ということを明記しており、その一助となるよう地域コ

ミュニティ推進事業のメニューの中に「自主防災活動」を加えたほか、要請に応じて、行政

区などで行われる防災体制強化に関する研修などに職員を派遣しております。 

 住民活動の基本単位となっている行政区ですが、それぞれ人数や環境に違いがあり、自主

防災組織としての基本的機能の保持を図る上では、行政区以外の単位での組織化も必要と考

えていますが、その前提として、何よりも住民の皆様の理解と意識の高揚が不可欠でありま

す。 

 東日本大震災による沿岸住民の避難所生活や一昨年の全町断水、強風や大雪による長時間

の停電、記録的短時間降雨などによる交通障害など様々な災害が発生する中、住民連携によ

る共助の体制づくりは非常に重要な課題であると認識をしておりますので、行政区活動に限

らず、さまざまな機会を利用して意識の醸成に努めてまいります。 

 ご質問の２点目、最初に災害備蓄品の状況ですが、町が備蓄する食糧の備蓄目標は町民の

３割が必要とする量の三日分で、前年度末実績では、食糧が目標１万６,２００食に対しア

ルファー米が７,０００食、缶入りのパンが６,６００食の計１万３,６００食。飲料水が目

標１万６,２００リットルに対し１万４,４００リットルとなっており、今年度購入予定の食

糧３,５００食程度、飲料水３,３００リットル程度を加えると、おおむね目標数量に達しま

すが、消費期限の迫ったものを講習会や訓練などで一部消費をしていきますので、今後も計

画的に補充をしていきたいと考えています。 

 食糧以外の備蓄品としては、避難所配備用の資材として毛布やアルミマット、ストーブ、

照明機器、発電機などを、給水活動用として水袋や給水タンクを、水防用資材として土のう

袋を、生活必需品として歯ブラシや食器、乾電池などを備蓄しておりますが、その内容や数

量については、関係者の意見を聞きながら必要に応じて見直しをしてまいります。 
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 次に、避難所の状況ですが、屋外の一時避難所としては公園や学校等のグラウンド１３カ

所、屋内の避難所としては、津波が想定される場合の指定緊急避難所として歴舟と中島のコ

ミュニティセンターを、津波以外の災害の指定避難所として行政区会館や学校、公共施設な

ど３８施設を、障害などにより避難生活に特別な配慮を必要とされる方のために福祉避難所

については、１カ所を指定しております。 

○議   長  

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、今、お答えいただいた分のことについて順次お伺いしていき、その後時間があ

れば、日ごろ思っているようなこともありますので、そのことをお聞きしたいというふうに

思っています。 

 一つ目、今の備蓄の内容について理解できました。私の今までの中のあれでは、消防庁舎

の中に備蓄されておりますので、消防庁舎は耐震性も高い施設だというふうに思っているの

ですが、そのほかの施設、例えば行政区会館ですとか学校だとか体育館だとか、新しいもの

は耐震度で問題ないと思うのですが、古い耐震関係に問題のあるような施設にも備蓄されて

いるのか、まず１点目お聞きしたいと思います。 

○議   長  

松木総務課長。 

○松木総務課長 

 ただいまのご質問にご説明申し上げます。 

 耐震強度のないところにもあり得るかということなのですけれども、耐震診断を行ってい

ない施設に若干備蓄してございます。 

主な指定避難所の中の備蓄品を置かせていただいているところ、大樹中学校Ｂ＆Ｇ海洋セ

ンターそれから中島・歴舟・尾田の各地域コミュニティセンター、こちらのほうの耐震強度

のほうは確認されているのですけれども、そのほかに行政区会館が何カ所かございます。 

行政区会館のうち、旭行政区と浜大樹行政区会館につきましては、新しいので耐震の部分

は大丈夫なのですが、生花の研修センター、それから晩成の福祉館、それから美成の福祉館、

こちらのほうは耐震診断を行っていない状況でございますので、そこは確定的なお答えはで

きません。 

それともう一つ、今年の春先に雨により融雪が進みまして、相川地区、一部橋が通れない

ということで孤立いたしました。そちらにつきましても、もし帰られない場合どうするのだ

ということで、急遽食糧・毛布等を配備した経過がございます。 

備蓄場所の状況につきましては、以上のとおりでございます。 

○議   長  

西田輝樹君。 

 



 

－ 6 － 

○西田輝樹議員 

 今の耐震診断の分の町の施設、計画的にされているのではないかと思うのですが、通常の

場合には順位は下がってくるのかと思いますけれども、そういうふうな災害備品なんかを収

納しているような場所については、今、総合計画の中で位置付けはどのようになっているの

か、すみません、勉強してきていませんけれども、そういうふうな必要を感じているのです

が、町長なんかは耐震検査を前へ進められるとか、そういうふうなお考えはあるのでしょう

か。 

○議   長  

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今、避難所の施設の耐震の関係のご質疑をいただいております。 

 特に、生花と晩成については、津波に対する避難所という意味合いもありますし、今、行

政区のほうを通じて、どういう形で整備を行っているかというのは行政区のほうとも相談を

させていただいているところです。 

 ただ、今現在、明確に何年度に改修を行う、整備を行うということは、まだ確定をしてお

りませんが、そういうことが目途が立った時点で、予算計上も含めてご提案を申し上げたい

と思っております。 

○議   長  

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それから、次に備品倉庫の次に備品というのでしょうか、避難所の毛布ですとかアルミ

マットというのですか、それからストーブのことや照明機器などの説明されておりまして、

お話の中では関係機関との意見を聞きながらというふうなことで、集約のほうを急いでおら

れると思いますが、これはいつまで意見の集約というか、協議の具体的なスケジュールがあ

るのかどうか、まずお聞きしたいことと、関係しますのでもう一つ、このことでお聞きした

いのは、この町では、冬のことが大変ではないかなというふうに本当に思っているのです。 

それで、冬の対策も色々アルミマットとかストーブのことですとか、冬の対策のことを毛

布ですとかというのは準備されていると思うのですけれども、職員の方なり地域の方なり、

今は夏ですけれども、冬に試験的に宿泊されて、本当に今の備品の中で対応できるのか、そ

ういうふうな試験なんかについてもお考えがおありなのかどうかを追加でお聞きします。 

 あともう一つ、各家庭の自己責任だと言われれば、それまでの話なのですが、町としても

各家庭への備品というか備蓄というのですか、それを促すようなそういうふうなことの活動

は、いかがかなというふうに思っているのですが。具体的な町の行政としての働きかけがあ

るのかとか、なければ今後具体的にどのような方法で備蓄を促すかというようなことを、３

点お聞きしたいと思います。 
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○議   長  

松木総務課長。 

○松木総務課長 

 私のほうから、１点目の備蓄品の関係、関係機関との協議の部分についてご説明を申し上

げます。 

 どの備蓄品が必要かというのは、実はその災害の形態によってかなり異なるものと考えて

ございます。一例といたしまして、寒さ対策も含めてなのですが、以前の一般質問の中で、

冬場でもかなり暖かい眠りを確保できるということで段ボールベッドのご質問をいただい

た経過もございます。もともと、そこにつきましては想定をしてございませんでしたけれど

も、それが新しい防災資機材として普及してきているということで、昨年度試験的に１５基

購入した経過がございます。 

そういった形で、言葉が悪いのですけれども、災害があちこちで頻発するようになりまし

て、そこまで想定していなかったものが、随時これがあったらよかったのだというご意見を

お聞きしています。 

ですから、調整の中で速やかに整備すべきものも当然ございますし、この後、追加でこう

いうのが必要になるのだというものも出てくると思われますので、そこにつきましては、実

は終わりのない調整になるのかなというふうに考えるところもあるものでございます。 

１点目につきましては、以上で説明を終わらせていただきます。 

○議   長  

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ご質問の２点目、３点目について、私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

 冬の対応ということで、備蓄している資材を使っての実際に冬場の避難の状況等について

ということでありますが、私も冬場暖房がないところでの備蓄品を使った避難の状況につい

ては、確認の意味も含めて訓練するというが必要かなというふうに思っているところでもあ

ります。 

 他の自治体を見ても、例えば体育館とかで一晩を過ごしてみるというような体感的な訓練

を行っているという事例もありますので、私どもも津波に対する避難訓練は行っています

が、そういう部分では、市街地等で町民の皆様も参加いただきながら、そういう訓練という

のは必要かなと考えております。 

 また、各家庭の備えということでありますが、災害に対する備えとしては、当然自助とい

う自ら備える、自ら助けるということもありますので、各家庭における備品の備え等につい

ても広報紙等を通じて町民の皆様にこういうことが必要です、こういう備えをしましょうと

いうようなことはお伝えをしたいと、広報させていただきたいと思います。 

○議   長  

西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員 

 冬場対策での試験的なそういうふうな宿泊についても、やっていただけるということで、

本当に必要なことだというふうに思っています。 

 老婆心ですけれども、北見日赤にそのような専門にやっている准教授の先生がいて、テレ

ビでしばしば見ておりますので、そういうふうな先生の専門的知見、見知をぜひご利用いた

だいて、後顧の憂いのないそういうことを実施、予算もいることですけれども、そういうこ

ともぜひご配慮いただければよろしいのではないかということで、大変失礼なことですけれ

ども、老婆心として申し述べさせていただきました。 

 それから、今、町長のお答えの中で、町内会単位では自主防災組織、人数というかスケー

ルが小さくて色々課題もあるのだということは、それは私も感じております。私の住んでい

る寿などでも本当に高齢化が進んでいて、世帯は１００戸なのですけれども、本当に６５歳

以下の方というのは、非常に少ないように感じておりますので、そこで、今そういうふうな

具体的なことがなければあれなのですが、町長お考えの、例えばブロックというのでしょう

か、何町内会か固めてそういうふうな自主防災組織を川南と北ぐらいで分かれてくるのか、

四つ、五つぐらいの行政区の中で、市街地を組織化していくのかというようなことで、何か

お考えがあればそのイメージをお教えいただきたいと思います。 

また、区長会議や色々防災会議とか働きかけできる場があると思われるのですが、そのよ

うな場でのお話ししていただいたことがあるのか、これから予定があるのかもあわせてお答

えいただければと思います。 

あともう一つ、私どもの、自分の属している町内会ではそのようなことをやっておりませ

んので、また区長さんとも相談してですけれども、自主防災活動にコミュニティ推進事業の

予算を使っていただいているのだよということなのですが、そのような事業の実績ないし、

それから職員派遣のこともお話しになっておられましたので、実績についてお伺いしたいと

思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私どもの町内会でも、まだ自主防災組織が実際に組織化されているということは、ありま

せん。町内会活動で、例えば高齢者の見守りの活動であるとか、例えば私の町内会では玄関

先に曜日のプレートを配布して、毎日それを見せて安否を確認するというような活動は行っ

ておりますが、残念ながら自主防災組織という段階までは、まだいっていないというのが実

情であります。 

 私は、まず地域コミュニティを支えていくのは、町内会・行政区がその礎、基礎となるべ

きだなというふうに思っておりますので、今後も行政区単位での防災組織の設置について

は、区長会議または行政区等を通じて、今後も周知並びに情報の提供をしていきたいという

ふうには考えております。 
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 コミュニティ事業につきましても、先ほど答弁の中で申し上げましたが、コミュニティ推

進事業とは別メニューで防災のメニューを設けております。この内容等については、行政区

長会議等を通じて、活用についてお願いをしているところでもあります。事業で取り組んで

いる行政区、結構ありますので、内容等については総務課長のほうから説明を行います。 

○議   長 

 松木総務課長。 

○松木総務課長 

 ただいまの地域コミュニティの自主防災事業についての状況並びに職員の災害対策に対

する派遣状況でございます。 

 職員の派遣と自主防災事業がかぶるところはあるのですけれども、この事業、平成２６年

度からスタートしてございます。今までに約８の行政区にお使いいただいています。ただ、

尾田地域のように一つではなく複数行政区がまとめてやっているところもございますので、

実数としてはもう少し多く感じています。 

内容につきましては、例えばＡＥＤの使い方を学ぶであるとか、防災時の心構えを学ぶで

あるとか、実際に非常食糧を食べて、それで満足できるかどうかも含めまして体験してみる

とか、そういった形が主でございます。特にお使いになられているのが、市街地の行政区が

多くなってございます。 

また、自主防災組織につきまして、取り組みを最初の１歩を進んでいるところはあるので

すけれども、なかなか最終的な組織化、私どもの考える自主防災組織と住民の皆さんが考え

ている自主防災組織に、ちょっと差があるかもしれません。私どもは、その機能の役割分担

も含めた中で、かっちりしたものができているのが自主防災組織という認識になってござい

ますので、それに類似した行動、それから組織づくりをしているところは多分あるのだろう

と思います。 

ですから、私どもが自主防災組織として、今現在、把握しているのは二つということでご

ざいますけれども、それに近い組織づくり、それから行動をしているところもあるのだろう

とは思っています。 

職員の指導派遣につきましては、ほとんどコミュニティ事業のこの自主防災組織、自主防

災メニューの中で派遣しているというのが実態でございまして、今年度につきましては、今

のところ終わっているのが二つ。それから、今お話いただいているところが、今現在お一つ

聞いているところでございます。 

以上です。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 次の福祉避難所の問題は前にも話題になって、非常に大切なことだなというふうにして、

町でも福祉避難所については設置ということでのご答弁いただいております。 



 

－ 10 － 

 そこまで色々価値観の問題もあるからあれなのですが、お聞きしたいのは、一つは福祉避

難所の具体的な内容とかどのようなところまで対応できるのかとか。それから、そのような

具体的な内容についてのお話一つを、このごろテレビで、避難所のあれを見ていますと、ペッ

トなんか今、家族関係で色々、近隣の方とは非常に無縁社会とか何とかと言って、非常に冷

たい社会になっているのですけれども、ペットなんかには特別な思いの方もたくさんいるの

で、そういうふうなペット対策なんかも福祉避難所の範疇に入るのか、そのことをお伺いし

たいと思います。 

○議   長 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 まず、福祉避難所のほうについて、私のほうでお答えさせていただきます。 

 福祉避難所につきましては、らいふ高齢者保健福祉推進センターが指定をされておりま

す。実際どの程度の対応が可能かということですが、基本的には障がいのある方ということ

ですけれども、自立されているような方を基本的には想定をしておりまして、例えば医療行

為が必要だとかそういう方については、多分職員のほうも、らいふのほうから通常の避難所

等への対応も含めて出払うということもありまして、正直難しい部分もあるのではないかと

いうふうに考えております。 

 ただ、らいふの隣には、老人ホームとかデイサービスもありますので、そういった職員の

助けを得ながら、そういった方々をある程度収容してお世話をしていきたいというふうに考

えております。 

 定期的な医療とかそういう部分につきましては、さらに隣の町立病院のほうと、そういう

連携が必要ではないかということで考えております。 

 以上でございます。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２８分 

再開 午前１０時３０分 

 

○議   長 

 再開します。 

 一般質問を続けます。 

 松木総務課長。 

○松木総務課長 

 私のほうからは、後段のペットの関係についてご説明を申し上げます。 

 広報紙に、その避難所でのペットの関係につきまして掲載させていただいた経過もござい
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ますけれども、災害が頻発するようになりまして、ペットを避難所に持ち込む、連れて行く、

それは避難される方の精神的な支えになる部分もございまして、国のほうもそこについて

は、配慮をするようにというような通知が来てございます。ただ、個別具体的に申しますと、

そのペットのサイズ、それから種類、しつけの状況とかにもよりまして、なかなか一律な基

準としての判断は難しいかと思います。 

 私ども、今、ＨＵＧ、避難所運営ゲームという防災に対する知識啓発のための研修等を色々

なところで行っているところもございます。実は、その中では、その避難所を運営する方た

ちが、例えばこの人たちはどういう配慮が必要だからどこの部屋に寝ていただくとか、どう

いった形をとるかとか。その中で、例えば具体的に言うのも変なのですけれども、例えばゴー

ルデンレトリバーが一緒にやってきたよとかシェパードが一緒にやってきたよとか、チワワ

が一緒にやってきたよと、そうした場合に、例えばサイズであるとか鳴き声とか、そういっ

たもので非常に苦慮するところもあるのですけれども、基本的には避難された方が精神的な

支柱にされている部分もございますので、協力という部分は考えるものでございますけれど

も、それはどうしてもケース・バイ・ケースでの判断にならざるを得ないかなと考えるもの

でございます。 

 以上です。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは次、色々配慮いただいているようですので、ただ犬アレルギーだとか猫アレル

ギーとか色々いますので、何ぼ優しくてもそういうふうなことで被害者になっては困ります

ので、そのようなことも色々お考えいただければと思います。 

 耐震関係、もう少しお話いただいて、役場庁舎の防災の指揮所というか、そういうふうな

重要な視点の中で整備が予定されているのですけれども、その他の町の施設でこの問題で考

えたときに、例えば公営住宅だとか、そのほかの先ほどの総務課長のお話の中で、どんどん

耐震も終わっているのもあるのですけれども、あと公営住宅なんかどうかなと思っているの

に、疑問が、相当古いところもあるので。民間の方には、それぞれ補助金というか助成金な

んかも出していただいて、耐震検査をやったらいいですよというお勧めがあるのは十二分に

承知しているのですが、その中で公営住宅なんかどうなっているのかなということが一つ

と、給食センターみたいにして指揮所にはならなくても、食事を出すのに非常に重要な施設

もありますけれども、あれについてはＲＣで相当何というか、備品が移動したりなんかする

ような事故があっても潰れるような心配はないなというふうには思ってはいます。 

 あと、民間施設ではありますけれども、お子さん何百人もおいでな、例えば保育園なんか

の、それは園が経営していることですから、うちが事業主体になることはないというふうに

は、それは共通の認識なのですが、指導なり助成なりそのような多くのお子さんがいる施設

については、あそこもだいぶ古くなったり、特に北保育園なんかは、南も一緒かもしれませ
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んけれども、相当古くなっておりますので、そこら辺の防災対策についてお聞きします。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長 

○髙橋建設水道課長 

 公営住宅の関係につきましては、私のほうから説明させていただきたいと思います。 

 詳しい資料が手元にはありませんけれども、日方団地は、当然古くてもう相当たっており

ます。そこに関しましては、今現在、建て替え事業を進めている段階でありますので、随時

古い公営住宅につきましては、新しい公住に建て替えて進めてまいります。 

 あと、町内会では、町内といたしましては新通、柏木町にも１棟古いものがありますが、

これも随時取り壊しの方向に進んでいるところでございます。 

 公営住宅に関しては、以上でございます。 

○西田輝樹議員 

 耐震検査しているのかと、俺聞いたのだけれども。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長 

○髙橋建設水道課長 

 すみません、古い公営住宅に関しましては、耐震診断は一切しておりません。 

 以上です。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時３６分 

再開 午前１０時３６分 

 

○議   長 

 再開します。 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 保育園についてのご質問についてですけれども、社会福祉事業会のほうで経営していただ

いております北・南の保育園につきましては、その耐震診断等について、今、手元に資料が

ございませんので、後ほどご報告させていただきたいと思います。 

○議   長 

 静粛にしてください。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 せっかく高校生の方もたくさんおいでですので、なるべく短目に終わりたいと思ったので
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すけれども。あと、町長、すごい南海トラフのことをこのごろ随分テレビ・新聞等でなので

すが、政府の発表では何だか起きたら１７０兆円ぐらいの被害ですし、私の手元の資料の土

木学会のあれでは、経済的な損失のことも計算しているのかもしれませんけれども、１兆円

以上の被害が出るということでの新聞や資料で読んできました。 

それで、４００年とか６００年に１回の十勝沖というか、この道東沖の地震のことには、

町長も興味あると思うのですが、津波の高さの何十メートルというような、そういうふうな

ことについては、色々町からのほうの説明も聞いているのですが、町としては、４００年と

か６００年に１回の道東沖の、それによって津波も起きるのですけれども、通常南海トラフ

なんかの住宅の被害のことですとか、そういうことを含めての政府の発表なんかもあるので

すが、資料としては、そのような津波の高さとか被害でなくて、建物被害ですとかそういう

ふうな経済的な損失のことというのは、町のほうでは資料なんかはあるのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま、南海トラフ、関東中京地方で大きな被害が想定されている地震のお話をいただ

きました。 

 私も、確かに金額を見て大変衝撃を受けたということであります。また、この十勝エリア

においても、十勝沖地震が心配をされておりまして、今後大きな地震が３０年か４０年の間

には７％から４０％の確率で起こり得るということでありますし、過去何百年かの地層を調

べた段階では、大きな津波による被害がその中から地層で見受けられるということも聞いて

おります。 

 大樹町も東北の平成２３年の大震災を受けて、ハザードマップの見直しを行ったところで

す。その中で、想定されている津波の高さに応じて、施設等の改修や避難施設の整備を行っ

ているところでもあります。 

 幸い、この十勝沖については、地震が起きてから津波が沿岸部に到達するまでは、３０分

程度の時間があるという予想が成り立っておりますので、まずは人命の被害をなくすという

部分では、沿岸部の皆さんに早急な避難を、避難施設に避難をしていただくということが第

一なのかなというふうに思っております。ただ、大きな地震が来れば施設によっては、被害

がこうむるだろうというのは否めないことかなというふうに思っております。 

 そういう意味では、今、議員からご指摘のある耐震診断をそれぞれ進めて、耐震補強を行っ

ていくということが、公共施設または民間、個人の住宅も含めて必要な対策であろうかなと

いうふうに思っております。 

 想定される地震において、大樹町がどのぐらいの建物も含めて被害が出るかということ

は、厳密には数字は押さえておりませんが、その被害を少しでも少なくする、災害に対して

備えるということは、私ども町の使命でもありますので、今後も町民の皆様が安心して暮ら

せるような、そういう対策については適宜必要なものも含めて対応していきたいと考えてお
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ります。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 これで最後にします。 

 資料を集めている中で、よいことだなと思ったのは、他町村の先進事例のことを僕よく

言ってひんしゅくを買っている面もあるのではないかとは思うのですが、他の町村では、防

災ハンドブックですとか、それからすごく町内会で進んでいるところについては、その町内

会自身が防災のマニュアルというか、そのようなものを防災手引きなんかを、それは芽室町

なのですけれども、そのように防災ハンドブックなんかを豊頃町が出されているようです

が、ハザードマップや何かについては、私も町民の一人としていただいておりますけれども、

そのような町として、町民にわかりやすいハンドブックのようなものを作ったり、町内会に

そのような手引きをつくるのだよというようなことでのお話があったら、積極的な支援をし

ていただけるかどうかを最後の質問としてお願いしたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私どもも災害に備えるという意味では、ハザードマップであるとか防災マップを作成して

住民の皆様にお配りをした経緯があります。ただ、新しいものでも２０１３年ということで

ありますので、５年たっておりますので、また新たなものについては、内容を見直した中で

作成については進めていければなと思います。 

 また、町内会単位でハンドブックであるとか、マニュアルというところも管内でも取り組

んでいる自治体があるということですので、そういう情報については私のほうでも内容を確

認して、必要な部分については対応していければと思います。 

ありがとうございます。 

○西田輝樹議員 

 どうもありがとうございました。 

 終わります。 

○議   長 

 次に、３番齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 よろしくお願いをいたします。 

 さきに通告いたしました高校の配置計画、二間口の存続維持の関係ですけれども、それに

対して町への影響と対策についてお伺いしたいと思います。 

 今現在、大樹高等学校は１９４８年に創立以来、今日まで７０年の歴史を築いてきており

ます。卒業生が延べ７,６１８名の卒業生が社会でそれぞれの立場で活躍をしております。
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また、今年同窓会を中心に７０周年記念事業が秋に予定をされているところです。 

 その中で、なおかつ人口は静かに減少傾向の一途をたどり、小中学校の児童生徒も減少し

つつある中、本町もそうですし、南十勝の実態がそういう実態となっております。 

 そうしたことから、大樹町では通学の補助、下宿補助、検定合格補助制度、また学校給食

の提供など支援の取り組みで現在二間口を維持している実態から、今後について何点かお聞

きしたいと思います。 

 １点目ですけれども、平成３０年度は新入学生４８名でしたが、南十勝、広尾から中札内

までの中学生の卒業生のこの先３年間での生徒数はどれぐらい推移しているのか、お聞きし

たいと思います。 

 ２番目ですけれども、今現在の十勝管内の大樹高等学校は適正配置計画の枠に入っていま

すので、その実態についてを知りたいと思います。 

 ３番目ですけれども、特に過去に特例二間口の時期もあったのですが、配置計画の中で、

二間口と一間口の大きな違い、例えば教務課程だとか教員の配置、あと部活動等、それと町

への経済的な影響はどれくらい出るのかということを知りたいと思います。 

 ４点目ですけれども、小・中・高連携教育の実態、今の実態と今後への新たな取り組み、

特に今３部門あるのですけれども、特にどの部門を強化していくのかについてお聞きしたい

と思います。 

 ５点目ですけれども、生徒数が減少する中で、二間口維持に向けて新たな支援とか取り組

み、例えばハード面やソフト面において、どういった考えをお持ちなのか聞きたいのと、最

後に、今、傍聴されています大樹高校生に特に期待することをお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 齋藤議員の高校配置計画（二間口維持）の町への影響と対策についてお答えいたします。 

 １点目の南十勝（広尾・大樹・忠類・更別・中札内）の中学卒業生の動向についてですが、

平成３０年度の卒業見込み者数は１７５名、３１年度は１９０名、３２年度は１６８名と

なっております。 

 ２点目の十勝管内の適正配置計画の状況についてですが、道教委では、十勝学区内におけ

る中学校卒業見込み者数が平成３０年度で３,０６５名、平成３７年度では２,７５６名で３

０９名の卒業見込み者数の減になると推計されており、平成３３年度では１学級の減、平成

３４年から３７年度までの４年間で１から２学級の調整が必要と示されております。 

 ３点目の配置計画の二間口と一間口の大きな違いと町への経済的影響についてですが、二

間口から一間口になることにより、年々教員の数も減少し、一間口が３年間続けば、現在、

加配教員を含めて２０名いる教員が１２名となります。そうなれば、現在、１３教科４７課

程の教務課程を実施しておりますが、現状の教務課程を維持することは難しくなります。 

また、部活動についても指導を行う教員の数が減りますので、廃部や休部もしくは他の町
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村との合同チームでの出場という部もあるものと予測しております。 

 次に、町への経済的影響についてですが、町民税や生活費などを考慮して約２,０００万

円程度の影響が出ると考えます。 

 ４点目の小・中・高連携教育の実態と今後への新たな取り組み、特に強化する部門の考え

についてですが、大樹町では子どもの成長・発達段階を考慮し、小中高１２年間の学びを見

据えて系統的に推進できるよう、平成２７年６月に「大樹町小中高連携教育推進委員会」を

設置し、教育内容の計画・実施・評価などについて研究と実践を行っています。 

 具体的な事業推進のために３つの部会を構成し、各教頭先生をチーフにそれぞれ小中高か

ら担当教諭が参加して推進しております。 

 第１部会では、大樹町の特色を活かした教育内容の創造、すなわち「大樹学」に関する研

究・推進をテーマに取り組み、小中校生を対象に星空観察会、夏・冬休みにおける小学校で

のチャレンジスクールに高校生が補助教員役で参加するミドルティーチャー事業、大樹学Ｎ

ＥＷＳの発行などを実施しています。 

 第２部会では、生徒指導や課外活動に関する研究・推進をテーマに取り組み、夏・冬休み

の暮らし方リーフレットの作成、スクールカウンセラー講演会、中高バスケット部による小

学生バスケット教室などを実施しています。 

 第３部会では、学習・進路・特別支援教育などの学習指導に関する研究・推進をテーマに

取り組み、特別支援教育について児童生徒の指導計画のスムーズな引き継ぎ、研修会などへ

の相互参加、職場体験学習の方法やキャリア教育にかかわる情報の交流などを実施していま

す。 

 今後の新たな取り組みにつきましては、小中高連携教育活動の取り組みを町民の方にも

知っていただけるように、児童・生徒の手づくりによるポスターを作成し、町内の施設など

に掲示していくことと、町のホームページなどを利用して小中高連携教育活動の取り組みの

広報活動を強化していきたいと考えております。また、児童・生徒及び教職員の連携は当然

のことですが、今まで以上に教育委員会を窓口に「地域とともにある学校づくり」コミュニ

ティ・スクールを推進することが、より実効性のある小中高連携教育につながり、大樹町の

未来を担う人づくりに貢献できると考えております。 

 ５点目の生徒数の減少傾向の中で、二間口維持に向けての新たな支援・取り組み（ハード

面・ソフト面）の考えと大樹高校生徒に期待することについてですが、社会の急速なグロー

バル化の進展の中で、英語力の一層の充実は極めて重要であると考えております。 

 学習指導要領が改訂され、小学３年生からは外国語活動の早期化、５年生から外国語の教

科化が実施されることとなり、大樹町では昨年度からＡＬＴを２名配置し、小中学校のほか

に町立及び法人の認定こども園にも派遣し、幼児期からの英語学習機会の充実を図っており

ます。新しい支援・取り組みとして、本年度からは大樹高校へもＡＬＴを派遣し、英語力の

一層の充実を図りたいと考えております。 

 また、今年度より、大樹町との友好都市台湾高雄市大樹區への見学旅行を実施し、実体験
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をもとに視野を広げる好機とします。 

 次に、大樹高校生徒に期待することについてですが、高校の３年間は、思春期の混乱から

脱しつつ、大人の社会を展望し、自分は社会でどのように生きるかという課題に出会い、進

学や就職といったそれぞれの人生の岐路に立って、葛藤の中で将来を描いていく時期です。

先生方のチーム力と先輩方のご努力で、今、大樹高校はとても評判のよい学校になっていま

す。失敗を恐れず積極的に学び、自分のよさや持ち味を伸ばし自他を尊重しつつ、社会的な

自立を果たして、大人として社会的な貢献を自覚し、信用される行動がとれるような生徒に

なることを期待しております。 

 生き生きと学び合い、爽やかな振る舞いができる大樹高校生が通う魅力と信頼のある大樹

高校づくりを応援してまいります。 

○議   長 

 それでは、暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時０５分 

 

○議   長 

 それでは、会議を再開いたします。 

 一般質問を続けます。 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 先ほどの説明で大体今の現状と、今、委員会でこれから何をしようと、どういうところに

手をつけようというのは理解できました。 

 それで、先ほども言いましたけれども、大樹高校は適正配置計画に該当している中で二間

口から一間口になると、より年々教員数も減少し、一間口が３年続けば２０名いる教員が１

２名となるのですけれども、そういった答弁をいただきました。 

 それで、一番大事なのは、一間口が１年目なったとき、それで２年目に経過していく中で、

特に必須教務課程、主要５教科や体育科、芸術科、家庭科等に教員に結構影響が出てくるの

ですけれども、具体的に生徒への影響についてどれぐらい出るのか、お聞きしたいのですけ

れども。 

○議   長 

 和田学校教育課長。 

○和田学校教育課長 

 生徒への影響についてですが、一間口が続けば教員の数が減りますので、地域連携特例校

として指定、位置付けられる可能性が高くなります。 

 地域連携特例校に位置付けられれば、協力校からの出張授業や遠隔授業などによって授業
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を行うこととなりますが、出張授業は週当たり８時間程度と決められておりますので、教員

数がどのくらい減るかによって教務課程の見直しをすることになりますので、現段階では教

務課程にどのくらいの影響が出るか予測は、現段階ではできないと考えております。生徒へ

の影響が出るのは、間違いないと考えております。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 確か、例えば今現在ですと、主要５教科ですと、各教科に２名の教員がいるのですよね。

それが１年経過すると、１年目５月１日付での生徒数でいきますので、教員は二間口でいる

のです。２年目が、それが二間口に戻れば先生が維持されるのですけれども、一間口が２年

目続くと４名減るということで、一番手をつけやすいのが、例えば体育科、芸術科、家庭科。

特に、期限付きの先生とか講師となりますと、講師は特に部活動を持てませんので、そうす

ると子ども達に、先ほど答弁もありましたように、芸術とかそうなりますと吹奏楽だとか体

育系の部活動に影響する実態となるのですよね。 

それで特に、今、学校現場においては働き方改革と色々見直し等が国も道も提案しつつあ

りますが、例えば体育の児童や生徒、過去の流れからも現在も、保護者を含めてですけれど

も、大変南十勝全体で少年団・部活動が盛んな地域なのです。 

現在、大樹高校の部活の加入率と、できれば大樹中学校を含め南十勝、中札内・更別・広

尾・幕別・忠類、各学校の部活の加入率について、もし、わかればお知らせをいただきたい

と思います。 

○議   長 

 和田学校教育課長。 

○和田学校教育課長 

 大樹高校の部活加入率と各中学校の部活率についてですが、大樹高校の部活加入率は８

５.８％となっております。 

 次に、南十勝各中学校の部活率についてですが、大樹町が９１.９％、中札内村が８２.

５％、更別村が９５.９％、広尾町が８７.６％、幕別町忠類が８９.１％となっております。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 今の説明の中の、大変、南十勝全体的に少年団・部活動が盛んな地域でありまして、そう

いったところから、結構南十勝から色々な選手が全国大会、インターハイということで、生

み出せる地域なのですけれども。 

 それと、次に、大樹高校への町からの補助金の関係でお聞きしたいのですけれども、今の

実態についてお伺いいたします。 

 平成３０年度予算において、通学費等の補助金、検定受験料の補助金、振興会の補助金、
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海外見学旅行費補助金と全て内訳とどれぐらいの予算を組まれているのか。また、教育予算

に対して、どれぐらいの程度の割合が占めているのか、お聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 和田学校教育課長。 

○和田学校教育課長 

 大樹高校への町からの補助金の内訳についてですが、通学費等補助金が２,３７１万１,

０００円、検定受験料が２３万５,０００円、振興会補助金が２８０万円、海外見学旅行費

補助金が１１２万円となっております。 

 次に、教育予算に対しての割合についてですが、本年度の教育費予算が６億７６０万円、

補助金の合計が２,７８７万６,０００円となっており、約４.６％の割合となっております。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 それは町として、南十勝の子ども全体ですけれども、かけるお金が予算で約２,７８０万

と結構いい金額になるのですよね、教育予算の約５％弱なのですけれども。今後、大樹高校

の存続に向けて二間口を続けていく中で、また新たな補助金の新設だとか、また今の補助金

に対する増額だとか、二間口に向けての考えはあるのかどうか、お聞きしたいのですけれど

も。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 厳しい町の財政が続いている中で、最大限の努力をさせていただいていると考えておりま

すので、新たな補助の創設や、また現補助金の増額等は、現時点には考えておりません。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 恐らく、今の２,７８０万という金額を維持することが今の最大限の数字なのだと思いま

す。ひょっとしたら場合によっては、減らせる可能性もあるのですけれども、あるのかどう

かわかりませんけれども、ただ、補助金は当てにならないと、そうしたらあとはどうするか

と言ったら、あとは教育の内容充実ですよね。具体的にどう取り組んで行くか、教育委員会

として。答弁の中で、「生き生きと学び合い、爽やかな振る舞いができる大樹高校生が通う

魅力と信頼のある大樹高校づくりを応援していきます」というのですけれども、私は応援で

はなくて、もう大樹高校づくりは実践していくことが大切でないかと思うのです。小中高の

連携教育、２７年から始まったのですけれども、１２年間の学びを見据えた具体的に大樹町

の特色ある教育内容の計画実践が小中高、特に高校の二間口を含めて、現段階で新たな取り

組みが本当に必要ではないかと聞いておるのですけれども、それについてお考えをお聞きし
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たいのですけれども。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 １２年間の学びを見据えた小中高連携教育は、これからの大樹高校づくりにとても大切な

ものと考えております。本町の強みを活かしながら、今後も風通しのよい小中高連携教育に

力を入れ、活力と魅力のある大樹高校づくりを推進したいと考えております。 

 具体的には、小中高の丁寧な情報交換による生徒指導の充実で、より個の特性に応じたサ

ポートに努めます。現在、授業のユニバーサル化でわかる喜びを味わうことができている授

業づくりのさらなる浸透を図ります。大樹学の学習やふるさとキャリア教育の実践で学んだ

成果を高校生議会で発信し、まちづくりに貢献します。ＪＡＸＡやインターステラテクノロ

ジズ社、大樹町ならではの貴重な教育資源の有効活用の充実に努めます。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 今の小中高連携の中で、もっと具体的に個を大切にしていくことがわかりました。 

それで、一つの考えといたしまして、来年度から小中学校、道教委が計画実践に取り組も

うとしているコミュニティ・スクール、ＣＳというのですけれども、今の段階では道として

は小中学校に予算付けをして、来年度から実施したいという傾向なのですね。その後、まと

まれば高校にも着手をするというのですけれども、コミュニティ・スクール「地域とともに

ある学校づくり」をもとに色々と課題があります。 

例えば高校ですと、地域運営委員会ということで、色々な地域の方に、南十勝の地域の方

を入れてやらなければならない課題はあるのですけれども、小中高連携の中で大樹町独自の

大樹高校を巻き込んだより実効性のあるコミュニティ・スクール事業を展開できないのか、

それについて、お伺いをしたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 齋藤議員ご指摘のとおり、教育委員会としても「地域とともにある学校」コミュニティ・

スクールはとても有意義なものであると考えております。将来的には、小中高連携教育の成

果を活かし、大樹高校を含めたコミュニティ・スクールを導入したいと考えております。コ

ミュニティ・スクールの先進地で実践されている中身の大部分の素地は、既に本町でも形づ

くられております。 

 しかし、学校設置者の違いや、齋藤議員ご指摘のとおり対象区域の違いがありますので、

まずは、小中で立ち上げさせていただきます。 
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○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 それは、わかりました。 

 でもやはり、これから先ほど言いましたように、子どもは減っていく、小学校も減ってい

く中で、やはりまずは小中学校もいいのですけれども、３年先、５年先を見据えた中で、そ

ういうこともコミュニティ・スクールの実践として取り組んでいくことが大切ではないかな

と思っております。 

 それと先ほどの、部活動・少年団の話が出て、南十勝は全体的に加入率が高いのですけれ

ども、高い中で、減少していく中で部活動が成り立たない、例えば指導者不足も色々成り立っ

ていくということで、先ほど話しされたように、色々できたくても部活に入りたくても入れ

ない。それとまた、他町村との合同チームでされるということなのですけれども、今後そう

いった現状を考えると、小中高のある程度の少年団・部活動の中で、子ども達が１２年間通

えるような、できれば統一した種目を……。今の状況ですと、高校も中学校もどこかでやは

り部活動を整理していかなければならないのですけれども、どこかで統一の種目を整理しな

がら、これやはり町全体として、特に社会体育を中心に、こういったコミュニティ・スクー

ルを活用しながら地域の人を、指導者をうまく巻き込んで、南十勝の子ども達を大樹町で育

成していくのだということも大切ではないかと思うのですけれども、そういう考えはないで

しょうか。 

○議   長 

 和田学校教育課長。 

○和田学校教育課長 

 十勝全体で中学校の部活の数が年々減少していく中で、平成３０年度から南十勝の中体連

大会開催することができなくなっております。西部と南部の合同の中体連大会となってお

り、教育委員会としても大変深刻に受けとめております。 

 今後は、コミュニティ・スクールを活用しながら地域人材を発掘しながら指導者の育成、

外部指導者の導入、中高での連携協力、少年団・部活の種目の整理などの検討をしていきた

いと考えております。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 最後になりますけれども、ぜひ、これは学校管理課だけではもう駄目なのです。隣町の社

会教育課も一緒に交えて社会体育全体で、やはり小中高で通して、例えば今でしたら、文化

系であれば吹奏楽とか、例えば体育系であれば、今、高校は１０名が全道大会に行くという

ことで、そういった個人種目を整理するとか、そういったことを小中高連携の中で、うまく

コミュニティ・スクールを活用しながら、やっていただきたいなと思います。 
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 それで最後なのですけれども、行政地域が高校二間口維持存続に向けて、色々な場面で計

画を立てながら、今日までやってきています。ただ、自分の母校が廃校や統合になるという

ことは大変寂しいことです。本当でしたら、高校生が傍聴の席でお話したかったのですけれ

どもいませんので、高校生自身にも存続に向けた活動、例えば生徒会を中心に色々な活動の

場があると思うのです。そういったことを、私はお願いしたいと思っています、高校に。行

政からも、特に最後ですけれども、今の大樹高校生に存続に向けて期待することを聞いて終

わりたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 大樹高校生に存続に向けて期待することですが、金田校長先生のリーダーシップのもと、

先生方のご努力や町民の大きな支えに応えるように、大樹高校生自らの頑張っている姿が町

内外の方から認められるようになり、「いい高校ですね」とお褒めの言葉も届いております。

これからも、町民はもとより十勝管内からも通わせたい大樹高校、そして中学生はもちろん

小学生・幼児からも憧れの高校生が生き生きと学び、活躍する通いたい大樹高校として自発

的に地域貢献し、パワーアップされることを切に願っております。 

そのためには、目的意識をしっかり持ち、「今から・ここから・自分から」をモットーに

行動を起こし、ふるさと大樹に愛着と誇りを持ち、自分磨きをし続けるすてきな大人になっ

てくれることを期待しております。 

ともに、頑張りましょう。 

○議   長 

 齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 それで最後に、少子化・高齢化が進む中で、厳しい町の財政からも補助金支援も限界状態

です。また、先ほどの新聞によりますと、平成３３年には十勝管内においても進学校の間口

が一間口減ということが、新聞で報道されています。大樹高校も決して油断できない状況が

現実ですので、高校を核として教育委員会もそうですけれども、今から３年先、５年先、１

０年先を見据えた小中高連携教育を強化し、大樹町で南十勝の子ども達は大樹で育てるとい

う、そういったふるさと大樹と愛着を誇りを持てる生徒となることを期待いたしまして、一

般質問を終わります。 

○議   長 

 次に、４番松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 それでは、一般質問を行います。 

 質問事項としては、高齢者ドライバーの運転免許証の返納後の対応について、町長にお伺

いいたします。 



 

－ 23 － 

 近年、高齢者ドライバーによるアクセル、ブレーキの踏み違い、高速道路の逆走等事故が

増加しております。 

こういったことから、高齢者ドライバーに免許の返納を勧めていますが、返納後、タクシー

の割引券を支給する町村もありますが、大樹町としてはどのような対応をしているでしょう

か。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 松本議員ご質問の高齢者ドライバーの運転免許証返納後の対応について、お答えをいたし

ます。 

 最近、高齢ドライバーによる運転操作ミスによる事故が後を絶ちません。５月２８日、神

奈川県で９０歳の女性が運転する乗用車が交差点に突っ込んだ後、歩道に乗り上げ、通行し

ていた４人をはね、そのうちの一人がお亡くなり、３名が怪我をされるという悲惨な事故が

発生しております。大樹町でも３月３０日、高齢の女性が運転する乗用車が店舗に突っ込む

という事故も発生しています。 

高齢ドライバーの増加に伴い、運転免許証の自主返納件数は、全国で平成２４年１１万７,

０００件が、平成２９年４２万４,０００件と激増しており、大樹町でも平成２６年度５件

が、平成２９年度は１９件と年々増加しております。 

運転経歴証明書発行には、交付手数料が１,１００円、３０年の３月までは１,０００円で

ありましたが、今は１,１００円が必要となります。町では６５歳以上の方が運転経歴証明

書の交付を受け、町に申請があった場合に交付手数料を助成することとしております。平成

２９年度の運転経歴証明書の交付数は１４件、そのうち助成金を申請されたのは９件、６４.

２％でした。 

運転免許証自主返納者のメリットとしては、６０歳以上で運転経歴証明書を所持している

方に対し、十勝バスと拓殖バスの運賃を半額にする優遇制度があります。管内ではコミュニ

ティバスの料金割引や、タクシー乗車券の交付などの措置を講じている町村もあります。 

当町においては、病気の治療等のため医療機関に通院する高齢者に対し、自主返納にかか

わらず年間１万５,０００円分のタクシーチケットを交付しております。また、社会福祉法

人光寿会においては、他人の介助なしでは公共交通機関を利用することが困難な高齢者など

を福祉有償運送による移送サービスを提供しております。 

今後は、他町村の例や町の施策を考慮した上で、運転免許証自主返納者への施策を検討し

てまいりたいと考えております。 

○議   長 

 松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 現在、町で行われている助成は、治療と通院されている方の特定の高齢者が対象でありま
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す。これでは、大樹町のように面積が広い町等で遠隔地に住んでいる高齢者は、車など生活

に必要な必需品です。遠隔地に住んでいる人たちのことを町長はどのように考えているか、

質問させていただきます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 議員もご承知のとおり、大樹町、広大な面積の中に住民の方がお住まいでありますので、

生活には車は非常に重要な役割があるというふうには思っております。 

 ただ、残念ながら高齢等により車の免許を自主返納された場合に、日常生活、生活用品の

購買にもお困りの方が今後発生するということは、想定されるというふうに思っております

ので、交通弱者、お足のそういう部分で手段がなくなった方に対する日常生活の支援につい

ては、商工業者等、また商工会等通じながら、どういう対応ができるかは、今現在も検討し

ておりますが、今後もしっかりと考えて対応していきたいというふうに思っております。 

 また、病院等への通院の足の確保についても、今現在、ふれあいバス等活用していただい

ておりますが、今後そういう部分では年間１万５,０００円ですが、タクシーチケット等の

交付も行っておりますので、ぜひ町のほうにもご相談をいただければと思います。 

○議   長 

 松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 今、町長がお答えになっている、私も調べた結果、平成２９年の３月に定例会で交通弱者

の救済策を質問している、その中で、その後支援策が進んでいるとは、私はちょっとされて

いないのではないかなという考えもあるのですけれども、今後の大樹町としての高齢者の運

転免許証の返納に対して、住民が安心して生活できるかどうかという結果的なことを、私は、

今後大樹町としては、どのような方向で行きたいかということをもう一度質問させていただ

きます。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 職員の中で、一昨年だったと思うのですけれども、交通弱者対策検討委員会ということで、

検討している組織が今あるわけなのですけれども、そこで町内に今おっしゃられるような足

の確保についてどのような方策があるだろうかということを、何度か会議を持って検討して

おりました。ちょうどそのころ、昨年の自動運転の関係とかということがございまして、そ

ういったものの推移を見ながら、将来例えば市街地の買い物難民とか、そういった足の確保

をするためにはどういうルートがいいとかということ、あるいは郊外なども含めて、その後

のそれを見て、例えばアンケート調査をするとかということをして、そこの対策を検討して

いこうということで今のところは終わっておりまして、今のところ具体的な何かこうしよ
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う、ああしようというのはないですけれども、町長が先ほど申したとおり、今後はそういう

高齢者の足の確保については喫緊の課題ではあるかなというふうに思っておりますので、ま

た我々の委員会、そこを通じながら検討を深めてまいりたいなというふうに思っているとこ

ろであります。 

○議   長 

 松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 以上で、このような住民が安心して暮らせる町の一層の積極的な施策実施をお願いして、

一般質問を終わらせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議   長 

 それでは次に、１０番福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 それでは、さきに通告どおり第５期総合計画と所信表明について、酒森町長にお尋ねした

いと思います。 

 今年は第５期大樹町総合計画１０年の半ば５年目、酒森町政は任期の最終年となりまし

た。就任直後の所信表明では「人と自然に優しいまちづくり」を初めとして、５点を掲げま

した。 

 その具体的な中身として、施設整備について「憩いと交流の場として公園施設などの整備

充実」、「自然エネルギーやバイオマスエネルギーの利用」とあります。また、「市街地で

の認定こども園開設に向けた支援や協議を進めるとともに、学童保育について、土曜保育の

早期実施と新築を含めた施設についての検討」、「知の拠点としての図書館や老朽化の著し

いプール新築に向けた検討」とあります。 

 そこで、第５期総合計画と所信表明について、何点か質問させていただきます。 

 １点目として、総合計画の実施計画で予定されていた木質ボイラーの導入・整備、図書館

の整備、役場庁舎改築事業はどのような理由で未着手になっているのか。 

 ２点目、総合計画では学童保育所・児童館施設建設の総事業費として平成２７年度から総

工費１億４,２００万円が計画されておりましたが、実際には事業費８億円を超える額にな

りました。どうして総合計画から事業費が５倍以上にもなったのか、経緯を説明願いたいと

思います。 

 ３点目として、一つの事業で計画を大幅に上回る予算となると、町民が切に要望している

事業が次々先々に延ばされ、「安心と支え合いのまちづくり」にはならないと思われます。

今回、この金額で学童保育所・児童館を新築することにより、他の事業が先送りになるなど

の影響はないかどうか。 

 ４点目として、住民要望では南北保育所１カ所にし、より質の高い認定こども園の改築や

福祉センターの改築があります。また、町長も所信表明で「憩いと交流の場として、公園施
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設などの整備充実を図ります」と述べておられます。現在、学童保育所・児童館の新築工事

の入札は１回目が中止となっており、これを機に学童保育所・児童館は設計から見直し、総

工費を下げ、要望の多い他の施設を早期に新築する考えはないかどうかお伺いします。 

 ５点目として、所信表明「交流と協働で進めるまちづくり」の中で、「行政運営等の点検

評価と改革を進め、信頼される行政運営と健全な財政基盤の確立を図ります」と表明してお

りますが、このことについて現在どのように考えているか。 

 以上、５点をお伺いしたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 福岡議員ご質問の第５期総合計画と所信表明について、お答えをいたします。 

 第５期大樹町総合計画は、今年で５年目を迎えており、これまで五つの基本目標に向かっ

て施策を講じてまいりました。 

 ご質問１点目の「総合計画実施計画で予定されていた、木質ボイラーの導入整備、図書館

の整備、役場庁舎改築事業は、どのような理由で未着手になっているのか」につきましては、

町の公共施設全般の執行計画について、職員で構成する第５期大樹町総合計画執行計画プロ

ジェクトチームで検討を進めており、昨年４月に議員協議会において第３回目の報告を行わ

せていただいたところです。木質ボイラーの導入につきましては、晩成温泉の導入以降は、

対象施設の改修・改築にあわせて導入を図るよう検討しているところであります。 

 図書館の整備と役場庁舎の改築につきましては、まず役場庁舎の耐震化の検討を行い、昨

年１１月、住民で組織した庁舎改築検討委員会の報告及び１２月大樹町議会による役場庁舎

検討に関する報告を受け、現在、職員による庁舎改築検討チームにより内容の検討を行って

いるところであります。 

庁舎は、他の施設の検討に大きな影響があるため、庁舎の位置、他の施設との合築検討な

どの結果を踏まえて、図書館等他の施設の整備を考えることとしているため、庁舎の検討を

最優先としているところであります。 

 ご質問２点目の「総合計画から事業費が５倍以上になった経緯について」でありますが、

総合計画策定時、学童保育所につきましては、現在利用している武道館を改修することで調

整を行っておりました。これは、小学校を建築したときに想定していた小学校の空き教室が

当面発生しないことや雨天時や、冬期間の運動場の確保として武道館が適していたとして、

その改修費として１億４,２００万円を見込んだところであります。 

 その後、教育委員会との協議において、武道館の学童保育所利用は暫定措置であり、体育

施設等の利用調整会議でもそのように説明していることや、トレーニングルームに対する要

望などを踏まえて、武道館を学童保育所として改修することを見直し、新たな施設として建

設することとなったため、事業費が増加したところであります。 
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 ご質問の３点目、「大幅に上回る予算となると、町民が切に要望している事業が次々先に

延ばされる、「安心と支え合いのまちづくり」にはならない。学童保育所・児童館を新築す

ることにより、他の事業が先送りになるなどの影響はないか」につきましては、当然大きな

予算を伴う事業を行う場合は、財政的に慎重に検討をし、無理のない中で次の施策を実施す

ることとなります。 

 町民が切に要望している事業、喫緊の課題を最優先に事業を計画するため、整備の順番を

検討し実施しているところであり、「安心と支え合いのまちづくり」のために学童保育所・

児童館の整備が急がれるということで、着手に踏み切ったところであります。他の事業につ

きましては、役場庁舎の改築に向け取り進めており、大きな影響はないものと考えておりま

す。 

 ご質問４点目の「学童保育所・児童館は、設計から見直し総工事費を下げ、要望の多い他

の施設を早急に新築する考えはないか」についてでありますが、学童保育所・児童館につき

ましては、現在、設計事務所において町が指名業者から聞き取りを行った内容を検討してい

るところであります。設計事務所からは、６月末を目途に検討内容について報告をするとの

申し出があり、その検討した結果を受け内容を精査の上、他の施設を早期に新築とのご指摘

ではありますが、今後については議会そして住民の皆様とご相談をさせていただきたいと考

えております。 

 ご質問の５点目の「行財政運営について」ですが、第５期総合計画を策定した平成２５年

度と直近の平成２８年度の決算を比較すると、実質公債比率は３.５ポイント改善し９.５ポ

イント、将来負担比率は３９.６ポイント改善し２２.９ポイントであります。 

 町債残高は４億７,３３８万円の増ではありますが、基金残高は１１億２,７０８万円の増

となっており、地方交付税が減少する中で、財政の健全性を高めてきたものと考えておりま

す。 

 行政組織については、平成２７年度に業務分担の見直しと課の統廃合を行っております。 

 行政運営の信頼度については、客観的な尺度を持ち合わせてはおりませんが、町長と語る

会やブロック別懇談会の開催、パブリックコメントの実施などを通じて、住民の皆様との対

話の拡大と行政情報の発信、町政に対する意見・要望の把握に今後も努めてまいりたいと考

えております。 

○議   長 

 休憩します。 

 

 休憩 午前１１時４５分 

 再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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 一般質問を続けます。 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 それでは、先ほどの町長のご答弁いただいたことにつきましても、もう少しお聞きしたい

と思います。 

 まず１点目、総合計画では木質ボイラーを２６年に晩成温泉、それから２８年に海洋セン

ター、２９年度、特別養護老人ホーム、３０年には学習センターに設置するとなっておりま

すけれども、答弁では「晩成温泉の導入以降は対象施設の改修・改築にあわせて導入を図る」

とお答えいただきました。 

 それでは、木質ボイラーの対象施設に上がっている特別養護老人ホームと学習センター

は、今後近々、改修・改築の予定があるのかどうか。それから、さきの晩成温泉にボイラー

を設置したとき、ボイラーの計画、色々議員等々見てきたり、町側の説明では海洋センター

のプール、あの辺が耐用年数もかなり過ぎていて、近々のボイラーを取り替える必要がある

というような説明がありましたけれども、この点、現在使われているボイラーは当面替える

必要はないのかどうか。この点まずお伺いしたいと思います。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 今、特別養護老人ホームとそれから学習センターの木質ボイラー化の目途といいますか、

予定はということのご質問でございますけれども、両施設とも約２０年もう経過しておりま

して、設備もかなり古くなっているかなということで認識はしておりますけれども。この導

入計画のときには、それぞれのそういう暖房設備が更新する時期にあわせて導入をしていこ

うということで、ここの施設以外も含めてですけれども、そういう予定で検討している経過

でございます。 

○議   長 

 井上社会教育課長。 

○井上社会教育課長 

 プールのボイラーにつきましては、議員おしゃるとおり、プールのかなり老朽化はしてお

ります。設置当時のボイラーをそのまま使っているところでございます。プールに改修にあ

わせてボイラーもということで、今検討はしているところでございます。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 これからその建物の改修にあわせるということでありますけれども、それまで今のボイ

ラーはもつ予定ですか。もつ見込みでありますか。 
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○議   長 

 井上社会教育課長。 

○井上社会教育課長 

 毎年、ボイラーについては点検等を行っており、必要な部分の修理等はその都度行ってお

ります。 

ただ、先ほど申したとおり、設置当時からのものを使っております。かなり部品の供給も

できなくなってくるということも業者からは言われておりますが、まだ使えるところまで

使っていきたいということで考えております。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 ボイラーのことは、了解いたしました。 

 それで昨年、私、財政についても質問いたしました。このご答弁で、建物の新改築は財政

が破綻しないようにローリングしながら進めていくとお答えありましたけれども、ローリン

グについては理解できるのですけれども、今の状態では先ほどの年度計画から大幅に狂って

いるというか。それで、ローリングではなくて全てが、先へと延ばされているように思うの

ですけれども、第５期総合計画が計画どおりに進んでいないように見えるのですけれども、

その理由はどんなようなことなのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま、施設の整備・建築の関係で総合計画との差異があるのではないかというご指摘

をいただいております。 

 今回の学童保育の建設に至った経過については、先ほど答弁で申し上げさせていただきま

した。また、総合計画については大樹町の一番上位の計画でありますが、今、第５期１０年

間の計画をもって、施設整備または各種事務事業を行うという内容で計画のほうが策定をさ

れているところです。 

ただ、いかんせん、諸事情色々な事情も含めて、その計画の中身については建物の建設も

含めてローリングをしていくというのは、ご理解をいただけるかなというふうに思っており

まして、今現在、役場内で検討した結果、最優先であった学童保育の施設を建設をするとい

うことで計画を進めていたところでもあります。 

今後、それぞれの総合計画の中で計画している施設等々がありますので、そういう部分に

ついても逐一色々な課題をクリアしていかなければならない部分がありますが、優先順位と

またはその施設を建築するに当たっての諸課題がクリアできたものから、順にやっていきた

いというふうに思っているところでもあります。 

１０年間で全ての計画ができるかどうかというのは、財政的な部分、またはその時々に応
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じた喫緊の事業等が出てきた場合については、計画したものがずれ込むということも当然あ

ろうかと思いますが、総合計画の中で計画したものについては、極力その計画の期間内に終

わらせていきたいというのは町の思いでもありますので、そういう部分で計画に盛り込んだ

内容については、実施に向けて鋭意取り組んでいるということについてはご理解をいただき

たいと思います。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 その総合計画の進め方なのですけれども、その策定に当たりましては、町内の４０名にも

上る学識経験者で構成された委員会で策定され、また答申された計画でありますので、極力

それに沿った形をとっていただきたいなと思っております。 

 続いて、学童保育の建設費が５倍以上になった経緯は、武道館を改修して使う予定が使え

なくなり、新たな施設として建設することになったためとお答えいただきましたけれども、

当初改修費で１億２,０００万円を計上したのですけれども、この１億２,０００万円の根拠

はどういう根拠なのですか。例えば、中だけの改修で１億２,０００万円かかる予定だった

のですか。それとも増設する予定か、または横に何かつくるか。どのような根拠から、１億

２,０００万円の数字が出ていたのかお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 村田保健福祉課長。 

○村田保健福祉課長 

 詳細な部分は、今、手元にはございませんが、武道館を改修するということで、今まで１

階で使っている部分の部屋等をまず改修するということ、新たな玄関、トイレを、子ども用

のです、玄関を設置すること。あとは子ども達の更衣室、そういった部分での部屋の改修、

あとは１階部分なのですけれども、そういった木質の関係の部分もある程度想定した形で部

屋を直すということで、想定しての１億４,２００万円ということでした。 

 以上でございます。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 それでは改修という形で１億４,２００万円ですか、これがかかるということで、このた

び新規に建てることによって大幅に増額したということで理解はいたしますけれども、町民

が切に要望している事業を優先的に進めた結果、学童保育の改築を決めた、このことも理解

はできます。 

 ただ、そのほかにも町民の望む公園や南北の認定保育園の改築ができなかったという、こ

の先に認定保育園のほうが、優先順位が高かったということなのですか。この辺は、どうい

うふうにお考えなのですか。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私どもの総合計画に基づいて、なおかつ町民の要望の強い施設については、整備または

色々な各種事業を行っているというつもりでおります。南北の保育所の認定こども園になる

という部分についてのご支援については、大樹町しっかりと務めさせていただき、今現在の

認定こども園化になっているというふうに思っております。 

 また、南北の保育所の施設の整備の関係も、私どもは法人と協議をしているつもりでおり

ます。ただ、あくまでも法人の施設でありますので、法人が理事会等でその整備の内容等に

ついて検討し、決定した内容については大樹町もしっかりご支援をしていきたいと考えてお

りますが、法人のほうから具体的なその南北の保育所、認定こども園の施設のあり方につい

ての方向性が示されていない段階では、今現在、そういう部分ではその施設の整備の部分に

ついての作業は進捗していないということでありますので、今後、法人のほうで、ご意向で

町内の保育所の施設整備、認定こども園の施設整備のご要望があれば、町としては積極的に

かかわっていきたいと思っております。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 もう１点なのですけれども、学童保育が非常に高額な建設費になった、この経緯というか、

これは高額になるまで町長は幾らぐらいの建設費になるかということを把握していなかっ

たのか。それとも、高額になるのは見えていても、なぜ決意したというか、仮に学童保育が

必要だとしても、ほかの例を見ますと、大樹町の半分とかそれ以下で建っているところもた

くさんあるわけですよね。そこまで使わないで、ほかの施設、今、プールとかそういった公

園とか町民が切に要望しているところを、その予算の半分でも振り分けて、そちらも同時に

進めるというそのような考えはお持ちではなかったのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 学童保育施設の建設に当たっては、当初は武道館を改修して行うというもくろみでありま

したが、大樹小学校の空き教室が期待できないとか、基本的には武道館は体育施設でありま

すので、体育関係団体の要望があったりとかということも含めて、それを改修しないで学童

保育施設については建設を進めたいということ、または、その建設に当たっては、例えば木

材を活用していきたいとか、どういうところに設計をお願いしたいとかということについて

は、逐一議会や町民の皆様に私どもは説明をしてまいりました。その段階、段階においてご

理解をいただいた上で、基本設計、実施設計、そして建築に至ったということであります。 

 そのご了解をいただいた中には、私は金額の部分についてもご了解をいただいて進めてき
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たというふうには考えております。ただ、残念ながら私が思っていたよりも高額になってき

たということではありますが、今回、平成３０年度のご予算においてその部分についての予

算も認めていただいたところであります。 

 そういう課程は踏んできたということでありますので、その学童施設が建設するに至った

という経緯については、ご理解をいただけているというふうには判断しております。 

○議   長 

 福岡孝道君。 

○福岡孝道議員 

 色々経緯があり、議会もその都度認めてきた経緯もあるのですけれども、現在、学童保育

所の開設は多くの町民が望んでいるところでもありますけれども、一方で高額な建設費に町

民の多くが疑念を抱いているのは現状ではないかと思います。将来の財政を不安視する声や

学童保育所利用者数の減少が予測される中で、なぜそこまで高額な児童館が必要なのか、町

民の望む施設など先延ばしにならないか、不安な声が多く聞かされております。 

さきの入札では、建設費が折り合わず中止になりましたけれども、また６月末には再度設

計事務所から新たな設計図も出されるとお聞きしておりますけれども、内容によっては本年

度、学童保育所の開設には至らない可能性も多分にあるのかなと思っております。 

 議会も含め、一度はこれ、承認した件でもありますけれども、本当にこの責任はかなり大

きなものがあるのかと思っております。その後の町民の声を聞くに当たり、一旦白紙に戻す

ことも必要でないのかなというふうに、私も最近は考えております。 

 まだ設計変更の内容が詳細にわからない時点で、町長もご答弁は難しいのかなと思うので

すけれども、ここで一度立ちどまって、もう一度お互いの責任のもとで検討すべき事項でな

いのかなということも、ちょっと私は思いますので、その点を私の考えを述べさせていただ

いて、質問は終わらせていただきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○議   長 

 次に、９番志民和義君。 

○志民和義議員 

 さきに３点通告しましたが、その１点目、生活保護費削減の影響について町長に質問をい

たします。 

 国は、生活保護費のうち生活扶助費を２０１８年１０月から最大５％削減する方向で検討

しているとお聞きをしております。保護基準の見直しで、影響し得るほかの制度はどのよう

な項目があるかお伺いをいたします。 

 そして、また保護費の削減は生活保護世帯以外にも及ぶので、削減を行わないよう国に求

めてはどうかをお伺いいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 
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○酒森町長 

 それでは、志民議員ご質問の生活保護費削減の影響について、お答えをいたします。 

 今回、生活保護基準の見直しで予定されているのは、主に食事など日常生活に必要な生活

扶助と児童養育加算、母子加算と聞いております。 

 生活保護費の支給額は、居住地によって基準が変わるほか、年齢や世帯構成、扶養児童の

有無によって各世帯の金額が異なります。今回の見直しでは、新たに高校生までが児童養育

加算の対象となる一方で、母子加算や基本となる生活扶助が段階的に減額される予定です。 

 生活保護費の算定は、北海道十勝総合振興局において行っており、影響額についてはその

世帯の状況から単純には積算できませんが、居住地等の点から都市部より影響は少ないと聞

いております。生活保護制度では、生活保護を受けていない一般の低所得者との公平性を確

保するため、日常生活に充てる生活扶助の基準額を５年ごとに検証しており、今回の見直し

はこの検証を受けて行われるものであり、当面はその推移を見守ってまいりたいと考えてお

ります。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 私の求めていた、まず、生活保護基準の見直しによって、ほかに影響してくる制度はどん

なものがあるかお聞きしたところなのですが、医療費の問題とか住民税の課税限度の引き下

げとか、そういう問題があるのです。そのほかに、どんなものがあるかお伺いいたします。 

 それと、今、町長の答弁いただいたのですが、この見直しになっている高校生についての

新たに加わると、児童養育加算の対象ですね、これは大変新たになってくるということで、

これはいいことなのですが、母子加算とかそれから児童扶養加算という、これは本当に子育

ての真っ最中ですよね。こういうときに、非常に影響を受けるというふうに私は考えている

のです。確かに、比べれば都市部よりはいいということも、そういうレベルの問題では私は

ないというふうに考えているのです。確かに、田舎だから影響は少ないとは私もわかります

けれども。５年ごとに検証を行っているという、この検証自体が、やはり私は今回引き下げ

の予定という、その検証を見直してほしいというこういう私の要望なのですけれども。 

 その点について、お伺いをいたします。 

○議   長 

 村田保健福祉課長 

○村田保健福祉課長 

 生活保護の基準の見直し、これに伴い、他制度に生じるということの影響なのですけれど

も、大樹町では準要保護等の基準が生活保護の基準を使っているということですけれども、

ただ大樹町におきましては、準要保護につきましては、影響がないようにということで、従

来、確か平成２６年か７年の基準を固定したままにしてありまして、そこで動かさないとい

うふうにしておりますので、今回の改正に伴って直ちにその制度に影響が出るというような
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ことは聞いてはおりません。ほかの住民税等につきましても、その基準が変わったからと

いって生活保護の方が対象ではなくなるということだと思っておりますので、直接的な影響

で生じるというふうなところでは、今の時点では聞いてはおらないところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 生活保護が下がったからといって住民税がどうなるというのではなくて、住民税の算定、

課税基準が生活保護などを参考にして勘案して決めるという、こういうふうになっているわ

けです。そうすると、影響がないということにならない。影響はそのときは出ないかもしれ

ないけれども、１年後に出るかもしれないし、そういう問題が、私はあるからこれは大きな

問題だというふうに考えているのです。 

そもそも、生活保護基準という生活保護制度、これは憲法で認められた２５条で、全ての

国民は健康で文化的な最低限度のということで定めているわけです。それが基準になって、

ほかの制度もあるわけですから。確かに、低所得者との公平性と、この公平性とかそういう

ことをバランスとかと言ってしまうと、いわゆる負の連鎖ということが今まで問題になって

きたわけですから、ここのところを上げないとほかも上がってこないと。こういう重大な問

題になってくるわけです。 

それで全体に、そのことばかりでなくて、大樹は就学援助の関係はその平成２５年に下げ

られたそれ以前の基準ということですから、２５年に下げられたときの１０％下げられた影

響は受けてないわけですね、今。だから、大変大いに配慮していただいていると。今回も前

回の議会のときに、教育長からも１０月の削減についてはそういうことは考えていないとい

うふうな答弁をいただいたので、それは大変ほっとしているのですけれども。そこの見直し、

検証、これはそこのところ私は見直しを見直してくれというのです。そうしないと、本当に

負の連鎖が起こるというふうに考えています。 

いかがですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私、先ほどの答弁の中でも申し上げさせていただきましたが、今回の見直しについては、

生活保護を受けていない一般の低所得者の方々との公平性を確保するためということであ

りますし、そういう意味では物価も上がったり下がったりしますので、その時期時期に応じ

た中身を検証して見直すという作業は必要だというふうに思っておりますし、その中で新た

に高校生までの児童養育加算を対象とするという追加項目が出てきているということも考

えれば、必ずしもその５年ごとの検証が削減ありきではないというふうに思いますので、国

が進める生活保護費の５年ごとの検証という作業は、私は大切だというふうに思っておりま
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すし、その中で、どういう形になって見直されていくかというところについては、今後もそ

の推移を見守ってまいりたいと思っております。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 全くそのとおりなので、もちろん見直しは大事なので、削減ばかりではなくて上のほうに

見直しということで、これは一部入っていますけれども。しかし、本体のところがそういう

ことで見直しされていますし、子育て世代の厳しさというのは、これはもう連日言われてい

ることなので、ぜひそのことは国に伝えていっていただきたいというふうに私は考えており

ますので、そのことをお願いして質問を終わります。 

○議   長 

 次に、６番菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 さきに通告してありました公園の整備計画について、町長の考え方を伺いたいというふう

に思います。 

 以前から、子ども達や若いお母さん方から、安全で楽しく遊べる遊園地が欲しいという声

が数多くあります。町内には数カ所の遊園地・公園がありますが、遊具も少なく喜んで子ど

も達が遊ばないという状況であるということがあります。昨年の高校生議会でも柏林公園の

整備を求める声がありました。近隣の町村の公園では、休日等には家族連れで賑わいをみせ

ているところもあります。 

将来的には、町外からも人が集まるような公園の整備を進める考えはないか、伺います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 菅議員ご質問の公園の整備計画について、お答えをいたします。 

 現在、町内には都市公園が８カ所、その他の公園が８カ所整備されおり、そのうち８カ所

の公園に遊具等が設置されております。その遊具につきましては、滑り台、ブランコ、シー

ソー等の一般的な公園に設置してある遊具であり、公園全体から見ると設置数も少ない状況

にあります。 

最近では、近隣の町村で公園等が整備され遊具等も充実し、他町村の家族連れも利用され

ているとお聞きしており、本町では小さな子どものいるお母さん方から子ども達が色々な遊

具で楽しく遊べる公園の整備を求める一方、近隣の公園と同じ遊具であればそちらを利用し

ますといったご意見もお聞きをしております。 

 公園は、子どもから大人までの幅広い世代の利用を考えると、遊具の設置から原っぱのよ

うな芝生のみの公園など多種多様なものがありますので、今後も利用者の皆さんの声をお聞

きしながら、町の財政状況や他の公共施設の優先順位等も踏まえ、公園整備については検討



 

－ 36 － 

してまいりたいと考えております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 私も、町内に小規模の公園が数多くあることは承知をしているところであります。町長の

答弁にもありました町内にある１６カ所の公園が整備をされ、そのうちの８カ所に遊具が設

置されているということでありますが、公園が数多くあって、そして遊具が整備されていれ

ばいいということではなく、町内の家族連れまたは子ども達が、どの程度この整備されてい

る１６カ所の公園をここ数年間等で利用されているか、その整備をしている状況から見て把

握をしているとすれば、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 公園の利用状況だと思いますけれども、公園を利用している人は自由に公園を利用できま

すので、公園の利用状況につきましては特に調査しておりません。把握していない状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 調査をしていないという回答なのですが、公園を設置して整備をするからには、町民にど

の程度利用されているか、正確な数字でなくても大くくりでも把握をしていなければ、目的

が達成されないし、もし利用されなければ整備する必要があるかどうかの問題になるわけで

あります。 

 ですから、全く調査もしないで、整備はするけれども、どの程度利用されているか把握さ

れないで、毎年毎年経過をしているのであれば、本当にこれはどういうことなのかなと疑問

になるわけであります。多分、個別の箇所でいいますと、そんなに利用している状況はない

というふうに思います。 

 ですが、全く把握していないで、状況をほとんど認識していないという理解をしておいて

よろしいのですか。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 数字とかそういうのは、全く押さえてはおりませんけれども、私自身も例えば柏林公園の

子ども達が遊んでいる状況ですとか、そういうのは目に見て確認しております。また、少な

い公園も確かにあると思いますけれども、現実的には結構家族連れで賑わっている公園もあ
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るかと思います。中にはそういうところも見受けられますので。まず数的には把握はしてお

りません。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 揚げ足を取るつもりはないのですが、大樹の公園で家族連れで賑わっているという状況が

あるというのは、ちょっと理解しがたいのであります、残念ながら。 

 僕は、その数はあるのだけれども、これは無駄遣いと言ったら語弊がありますけれども、

本当に必要かどうかということであって、今のニーズに対して全く目的が達成されていない

というふうに理解をするのです。 

 それで、例えば昨年近隣の町村でオープンしたところもあります。今年も５月か６月に、

例えば隣の町の公園で家族連れで賑わっているところ、ちょっと顔を出してきました。大体

肌寒い日でも１００人ぐらい、おばあちゃんに連れられた孫とか、若い家族連れが遊んでい

る姿があります。やはり、３桁の数字の人たちが集まっていると賑わっているなという感じ

がありますし、やはり遊具も整備されている状況にありますので、実際には大樹の若い家族

も、それからおじいちゃんおばあちゃんに連れられている孫も、そういうところにやはり行

くと思うのです。ですから、例えばお母さんお父さん休みだから公園に行こうというときに、

例えば子どもに大樹の公園に行くぞと言えば、嫌だと絶対言うと思うのです。現実は、そう

いう状況でないかというふうに思います。 

 これは、現実から見たら致し方ないのです。なぜかというと、子どもが悪いのではなくて

遊園地なり公園に行こうと言えば、やはり遊びの遊具が色々種類があって、例えば水場があ

るとか、それから周辺に例えば芝生があるとか、お弁当を食べてとか買い物ができるとか、

そういう色々な周辺環境の状況もありますから。そういう意味で言うと、今、大樹町に設置

をされている１６カ所の公園というのは、例えば町民に、そして子ども達の求めているニー

ズに対して全く適していないというふうに僕は残念ながら言わざるを得ないと思います。 

 その辺の理解について、町長に見解を伺って、今後のあり方について再度お聞きをしたい

と思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私も菅議員と同じ町内会におりまして、同じ町内会に児童公園、団地の中に公園がありま

す。土日も含めて、遊んでいる子どもが１日通してゼロということはありませんが、賑わっ

ているという状況にはないというのは、私は理解をしているところであります。 

 町内に、先ほど答弁の中でも申し上げましたが、都合１６カ所の公園がありますが、いわ

ゆる昔のタイプの公園でありますので、今の子ども達がそこで賑わうほど遊んでいるかとい

うような状況にはないというのは、私も理解をしているところでもあります。 



 

－ 38 － 

 近年、近隣の町においてそれぞれ特色ある児童・子ども向けの公園が整備をされておりま

す。そういったところに大樹町からも多くの子ども達が、お母さんや祖父母と一緒に遊びに

行っているというのも承知をしておりますし、そういう状況にあるというふうに聞いており

ます。  

 大樹町の公園の整備の方向としては、高校生議会でもご指摘がありましたとおり、柏林公

園を活用してはというご意見をいただいているところでもありますし、子ども・子育て支援

会議等々の会議の中でも、近隣と同じものを大樹町はつくる必要はないのではないかという

ご意見をいただいております。大樹町、もし公園をつくるとしたら、フィールドアスレチッ

クのような体をああいう形で動かせるような、そして高学年も、小学生も高学年ですが、そ

ういう子ども達も遊べるような公園が欲しいというようなご意見もいただいているところ

でもありますし、また冬場、子ども達の居場所がないというようなことも含めて、子ども達

が冬場安心して遊べるようなそういう空間が欲しいというご意見もいただいているところ

でもあります。 

 公園の整備の関係につきましては、近隣の状況も含めて大樹町はちょっと遅れているとい

うのは、私も感じているところでもあります。議員からご指摘の部分については、最もだと

いうところが多々ありますので、今後、まちづくりにおいて公園をどういうふうに整備して

いくかについては、保護者または子ども達、生徒からも意見を聞きながら進めていければな

というふうに思っております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今の答え、この次に聞こうと思っていたことが入ってきたのですが、私もこれから大樹で

公園を整備するとなれば、やはり中途半端なものでは、これは宝の持ち腐れになっていけな

いのではないかというふうに思います。だから、やはりどうあるべきかは難しいのかなと認

識はしています。というのは、それと町長の回答にもありましたように現在の財政状況、そ

して公共施設の優先順位を踏まえて検討していきたいとなれば、そうするとそちらのほうの

優先順位を押されると、ひょっとしたら公園の整備というのは子ども達が楽しく遊べる場所

のセッティングはぜひやりたいけれども、どんどん先送りをされて、これはどこまで先送り

にされてしまうのかなと危惧する面もあります。 

何となくこちらのほうが結構早目に優先順位が来るのではなくて、例えば今話題になって

います、話題というか建設予定の学童の問題、それは完成すると庁舎の問題も議論になって

いますし、図書館・プール等々が議論としてあります。そうすると、公園の問題は置き去り

にされるのではないかということもありますが、その辺をどうあるべきか、本当に真剣に検

討しなければいけないのではないかというふうに思っています。 

大樹は、色々な環境的にはものがあるのです。キャンプ場もありますし、パークゴルフ場

も人が集まるし。ただ、複合的に集中されていなくて、単発的にばらけているのです。そう
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すると、どうしても他町村からとかそういう遊びに来る、観光に来る人たちがゆっくりくつ

ろぐような状況になっていないという問題点を抱えていると思うので、町長の考えとして、

いつの時期とは別にして、今後、公園整備をすることになれば、例えば現状にある柏林公園

とかを一つのスペースとして整備をすると考えを持っているのか、複合的に新たな公園施設

を検討していくという方向なのか、その辺をちょっとお伺いたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 前談、優先順位等も踏まえ公園整備については、優先順から行くと遅れてしまうのではな

いかというご指摘をいただいたところですが、まずはどういう公園が必要かというところを

ニーズも含めて、全体を確認するということが必要かなというふうに思いますし、何も単年

度で全てを賄うということもないかなというふうに思っております。 

 全体を見つめた中で、どういう公園が必要かというのがみんなの総意で固まれば、それを

ある程度、例えば２年とか３年分けて整備をしていくという方法もあろうかと思いますの

で、町民の皆様のニーズも含めて検討した上で、どういう形で早期に実施できるかというこ

とは、皆さんと一緒に知恵を出していければなというふうに思っているところです。 

 公園の候補地としては、先ほどの答弁の中で申し上げたとおり柏林公園があるかなという

ふうに思っておりますし、また前談、同僚の議員からご質問がありましたが、南北の保育所、

認定こども園の施設整備の方向が今後示されるかなというふうに思っているところです。大

樹町の町有地として南保育園の下段に雑種地的な土地があるのですが、そこを保育所と一体

化して公園化できないかということのもくろみも持って土地を今、用意しているところでも

ありますので、そこの部分で保育所との協議もありますが、いわゆる遊園地的なものとして

整備ができればなという思いもしておりますので、候補地についても利便性のある使い勝手

のいい公園になるような、そういう適地を検討した上で整備については進めていければなと

思っております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今の答弁でいうと、どうしてもかなり遅れるのかなというなるわけです。というのは、町

長言われたように完成は１年間でなくても２年、３年かかっても僕はいいと思うのですが、

町として公園の整備をどういう構想で検討していくのかと、１０カ年の基本計画があるわけ

ですから。それを、こういう構想を持っていますということを町民に提示をして、それの理

解を得られたら着工して完成させるというようなペースで行くと若干早いのですが、これか

ら町民にどんなものがいいか聞いて、それをまとめて構想をつくっていくとなれば、その間

のスパンがかなり時間かかるわけです。その把握の仕方、どんなものがいいのかと。町民の

子ども達もどういうニーズを持っているのかということの意見を聞いてまとめて、構想を検
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討して構想を練って、それを実現させるとなると、かなりこれは遅いなと思わざるを得ない

のです。 

そこのところ、僕は順序として、先ほど回答にあったように、公共施設の優先順位等を指

定するわけではありません。ただ、その中で町民が理解していただけるように、こういうこ

とがあるのでこういうものをつくりたいが、もうちょっと待っていただけませんかというの

だったらわかるのですが、これから話を聞いてやるとなれば、本当にやる気あるのかという

ふうになっていくから、その辺は町長、もっとそこの話を本当に早く進めていただきたいと

思うのですが、その辺は早急に取り組むということでよろしいですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 先ほども説明の中で、答弁の中で申し上げさせていただきましたが、子ども・子育て支援

会議等の中でも、どういう公園が望ましいか等のご意見をいただいているところでもありま

す。ただ、保護者の皆様の世代によって求められる公園のニーズ、形というのは、おのずと

変わってくるということでありますので、どういう形の公園を整備していくか、遊具をそろ

えていくかというところも含めて、やはりニーズの調査というのは重要かなというふうに思

います。 

そういう意味では、今後そういう組織がありますので、そういう場でこちらから話題とし

て投げかけさせていただいた中で、早期にニーズの調査を行ってどういう公園をつくってい

くかというところの構想が見えてくるような、スピード感を持った取り扱いをしていきたい

というふうに思います。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 スピード感を持ってやっていただきたいというのは、私が声を大きくして言いたいのであ

ります。１０年間の計画の中に公園の整備も基本構想にあるわけですから、もう既にどうい

うものがいいのか色々な意見を聞く場があって、もう既に構想がまとまっていて、これをど

う実現させていくのかという検討に入っているような状況でなければいけないと思うので、

それがない状況で今、小さな公園の整備をしながら対応している状況でありますから、ぜひ

そこは本当に町民が安心して家族連れで遊べる、そしてほかの町からも足を運んでもらえる

ような公園整備を進めていただきたいという要望がたくさんある中で、実現性を持っていた

だきたいということでありますから、ぜひ、ここで堂々めぐりしても仕方ありませんので、

町長が言われたようにスピード感を持って町民の声を把握して、早い時期に公園整備が実現

するように、検討、検討で長引くのではなくて、実現に向けた検討を取り組んでいただきた

いことを強く最後にお願いをして質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 
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○議   長 

 次に、８番安田清之君。 

○安田清之議員 

 さきに質問を出しております学童保育・児童館について、町長のお考えをお聞かせいただ

きたいというふうに思います。 

２問ほどございますので、学童保育・児童館建設について、５月に我々に説明をいただき、

入札をその後されております。協議会で色々な状況については、説明を今までもいただきま

した。しっかり耳の中には、心の中にも入れてあります。 

 しかしながら、１点目でありますが、学童保育所建設、児童館の工事が入札に至らなかっ

たと、この理由がまだはっきりわかりません、我々も。そこをまず一つ心を開いて、お聞か

せをいただきたい。聞く耳を持っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 また、学童保育・児童館建設工事、今後のスケジュールがどのようになっていくのかをお

聞かせをいただきたいというふうに思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、安田議員ご質問の学童保育所・児童館についてお答えをいたします。 

 最初に、入札の取りやめまでの経過をご説明させていただきます。 

 ５月１６日に学童保育所・児童館建設の関連工事として、建築主体・機械設備・電気設備

の３本の入札を予定しておりましたが、入札の前日までに入札辞退の届け出があり、前日の

１５日に入札の執行を取りやめる通知を発したところであります。 

 建築主体工事については、２社を指名いたしましたが、その２社から辞退の届け出があり

ました。１社からは「都合により入札をできなくなった」ため。もう１社からは「当企業体

の都合により辞退します」という理由を付した辞退届け出がありました。 

 機械設備工事については、４社を指名いたしましたが、５月１４日と１５日に３社から辞

退の届け出がありました。１社からは「積算の結果、公示比較価格よりも工事原価が上回っ

た」こと及び「質疑回答が十分な積算のできる回答になっていないが、さらなる原価の増額

が想定される」こと。もう１社からは、「積算の結果、公示比較価格では施工できない」こ

と。さらにもう１社は「積算の結果、公示予定価格の範囲内で入札できない」ためというこ

とでありました。 

 電気設備工事については、２社を指名いたしましたが、辞退の届け出はありませんでした。 

 建築主体工事では、２社がともに辞退をしたため入札が成立せず、建築主体工事本体の入

札が執行できない以上、他の入札の執行は適当ではないと判断をして入札の執行の取りやめ

を行いました。 

 ご質問１点目の、学童保育所・児童館建設工事が入札に至らなかった理由及び質問２点目

の今後の対応についてでありますが、現在、委託先の設計事務所において、町が指名業者か
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ら聞き取りを行った内容を検討しているところであります。設計事務所からは、６月末を目

途に検討内容について報告したいとの申し出があり、その検討した結果を受け、内容を精査

してから、今後については議会、住民の皆様ともご相談をさせていただきたいと考えており

ます。 

○議   長 

 休憩します。 

 

休憩 午後 １時５５分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議   長 

 会議を再開いたします。 

 一般質問を続けます。 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 今、町長から答弁をいただきました。中身について、若干お聞かせいただきたいというふ

うに思います。 

 企業体が機械設備等々、それから町側も業者から聞き取りをされたという話でございま

す。しかしながら、ここで一つは機械設備の４社指名いたしましたがというこの文言の中に、

町長が言われたように「試算のできる回答になっていないが」と、これどういう意味なのか

僕ちょっとわからないのです、現実的に。「質疑回答が十分な積算のできる回答でない」と

いうようなお言葉があったように思うのでありますが、この文面がなかなかわかりません。 

それから、設計をする上で隈研吾事務所というのですか、世界的な有名な方が設計をされ

ました。すばらしいものを描いていただいて、我々もいいなと思って認めもいたしました。

しかしながら、現実的にご回答いただいたら、積算、今の提示された金額よりも高くなるの

ですというご回答でございます。そうであれば、なぜこんなことになったのかなと。普通か

らいくと町サイドは、どれだけこの中身について協議をしてきたのか。それが悪い、いいで

はないのです。子ども達も本当に喜んでいるのだろうと思います。立派なものができるので

すという話も聞いていますから。これができなかった理由がわからない、現実的に。 

あとは「内容については報告申し上げましたが」なんていうことがありましたが、町サイ

ドとしては、どのようなお考えをお持ちなのか、今後。今、入札ができなかったことは、町

としてどう思っているのか。町が入札を執行者でありますから、何か世界的な有名な事務所

が積算検討しないと我々にお教えをいただけないのかどうか、お聞かせをください。 

○議   長 

 酒森町長。 
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○酒森町長 

 ただいまご質疑、２点いただきました。 

機械設備工事の辞退届けの中に記載をされております「質疑回答が十分な積算ができる回

答になっていない」というコメントについては、企業体のほうから出されたことでありまし

て、その内容が私はちょっと答えられる内容を持っていないのですが、後ほど、答えられれ

ば担当のほうから説明させていただきたいと思います。 

もう１点、設計に基づいた設計金額と業者さんが施工するに当たって、これを積算した結

果、自分たちではこの工事は価格内ではできないと言ったところについては、私も建築に関

しては素人でありますが、どうしてこういうことが起きるのかなというのは、正直疑問に

思っております。そういう意味も含めて、今回企業体として入札に参加をいただいた企業体

のほうのご理解とご協力をいただき、私どものほうで内容等の聞き取りをさせていただいた

ところでもあります。その内容を設計事務所のほうに情報としてお渡しをして、今現在、内

容の精査・検討が行われているということであります。 

説明の中でも申し上げましたが、その検討内容についての報告については６月末になると

いうことでありますので、今現在、私どものほうで情報を持ち得てないということについて

は、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

では、１問目については、担当のほうから説明を行います。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１５分 

再開 午後 ２時１５分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

布目副町長。 

○布目副町長 

 「質疑回答が十分な積算のできる回答になっていない」という、ここの内容がちょっと不

明瞭だという、こういう質疑だと思うのですけれども。これは入札通知を出して、入札を執

行するまで工事縦覧書類に対して閲覧、公告しているわけですけれども、それに対して設計

図ですとか仕様書等について質疑があれば出してくださいというに対する業者さんのほう

からの質問ということなのですけれども。 

それに対して、何点か質問があって町のほうから回答をその質問者に出しているわけなの

ですけれども、その回答は回答で出してはいるのですけれども、質問者が意図とした質問に

対して納得といいますか十分わかり得るような回答がそこではなっていなかったのかなと

いうふうに推測できるような文面でございます。 
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質問を出されたら、うちも答えられるものはそのままストレートに出せるものもあります

けれども、また委託の設計業者、隈設計事務所でありますけれども、担当の方に質問を出し

て、そこからまた答えを報告してもらって、それに対して回答をするという一つの流れに

なっているのですけれども、そのことが、質問者にとっても十分な理解できるといいますか、

回答は回答としているわけなのですけれども、得られなかったのかなということで、それに

よってはさらなる工事価格が増嵩されるということが想定されるというのが、この辞退の２

点目の理由でございました。 

以上です。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 ボタンのかけ違いなのか、聞き間違いなのかということだろうと思うのです。聞いている

ほうと聞かれているほうが、マッチングができてなかったということなのだろうというふう

に思います。 

しかしながら、やはりこれだけの大工事をやる上で、ミスマッチングが起きては駄目なの

です。７億も８億もかけて子ども達のためにということで、マッチングができない。それか

ら回答するほうも、きちんと問題集を読んでいなかったと。これは隈研吾事務所の不手際で

もある。なっていない部分、上目線で大樹の業者を見ていたのではないかと、立派な方だか

ら。このぐらいのことはできるでしょうと、思ってやったのかもしれない。 

それがどうかは別にして、今後、町長、このまま走るべきなのか走らないべきなのかとい

う問題がやはり目の前に来ているのだろうと。ここに僕も聞いているのですが、今後これを

やっていくと６月に回答が来て、内部で協議をして７月ぐらいまでかかるのか。そうすると、

８月になってしまうと。我々にもご説明をいただけるのだろうというふうには思うのです

が、そうすると今後９月になるのかと。９月に了解をとって、もう一回議案なのか、そのま

ま了解をとれたら行くのかという問題になるのだろうというふうに思うのです。 

僕は、これは入札が現実的にできなかった理由は、やはり何らかの問題があったからでき

なかったと、これは認めます。そこは言いません。何でできなかったのだとは、言いません。

なぜなら、これ水かけ論になるのです、お互いに。我々も認めたのですし、いいものだと思っ

てやったわけですし、それから、工事をやる方が結局はこの予算ではできないということに

なってくると。そうすると、町の考えることは現実的に７億数千万という予算は、もう手の

中に持っているわけです、認めているわけですから、我々は。建てることも認めている。だ

から、今後どういうふうにしていこうという考えをお持ちなのか。このまま、隈研吾事務所

で図面を引き直すのか、書き直すというのですか、何というのですかね。もう一回、引き直

すのでしょう。重量計算から全部変わるのでしょう、現実的には。 

そうすると、これは仕切り直しと同じなのです。だから、もう一回どういう形が１番ベター

なのか。我々も認めていますし、責任もあります。今後、これをどうやって町民がよく頑張っ
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たね、町長と、議会もよく頑張ったねと言われるような形に持っていくのかというのが、我々

の務めだろうと。お互いに足の引っ張り合いをしている時期ではないというふうに思ってい

ますから、若干きついお言葉も出ますので、お許しをいただきながら、今後本当にどうした

らいいのだと、町サイドの思いが僕らにまだ見えていない、みんな。不落になりました、入

札ができませんでしたということは、お聞かせも協議会でいただきましたし、この色々な諸

事情についてもご説明をいただきました。 

しかしながら、今後、それは認めたことだけれども、図面が変わるということは新たにな

るのか、どうなのかというこれは見解が分かれるのかもしれない。しかしながら、色々な意

見が出ているのであれば、どういう形を今後、町サイドとしては今のまま行きたいのか。も

う一回同僚議員が言っていたように、一回立ちどまってというようなご意見もあった。それ

から、隈研吾事務所でつくっていただいて、小さくするということになるのだろうと。そう

すると、坪単価がどうなるのかという問題も出てくるのでしょう、要は。それから、工事費

の中に、我々は認めましたから余り言いませんけれども、備品関係も全部入っているのです、

これ。これを、今後外してオープンにしたような形で指名をしないで、こういう類似のもの

でやれるのだ、そうすると下がるのだというような形ができるのかどうか。そこら辺の中身

をもう少しゆっくりみんなで心を開いて、子ども達のためですから、開いて論議をいたしま

せんか、町長どうですか。今聞いたことを、ゆっくりとお願いをいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回、５月に予定しておりました入札が執行できなかったということについて、私は非常

に残念だというふうに思っておりますし、その至った原因または設計事務所からの報告を

待って、内容等を確認したいというふうに思っております。その回答が６月末ということで

ありますので、今しばらくお待ちをいただければなというふうに思っております。 

 今回、平成３０年度の予算において、学童施設の建設にかかる工事関係または備品も含め

ても予算を認めていただきました。そのお認めいただいた金額については１,４０５平米の

学童保育を建てるための予算だというふうに思っておりまして、お金ありき、事業費ありき

というふうには、私も考えておりません。 

 今後、内容等を見直していくというようなことになれば、その建設ありきではなくて、タ

イミングも含めて、本当にこの時期に工事を発注することがいいかどうかということも含め

て、そこは慎重に丁寧に考えていきたいなというふうに思っているところです。 

 当初の目論みでありました５月の入札が無事に執行され、その後の臨時会等で契約がお認

めいただければ、工事が発注できて、年度内の完成ができたという工期も含めてのスケ

ジュールでありました。今現在に至っては、今年度末までの建物の竣工というのはもうかな

わないというふうに思っており、この遅れたことに対して学童保育で新年度からそこで保育

をしてあげられた子ども達には申しわけないという思いでいっぱいでありますが、今後６月
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末の回答をもって、その内容等を十分精査した中で、また改めて内容等については議会、そ

して住民の皆様にも報告をしていきたいというふうに思っております。 

 備品についても、予算のときに議員各位からご意見をいただいておりますので、その思い

のことについては、私、今も全く変わっていない思いで受けとめておりますので、備品等の

手配についても、施設が決まらないと備品だけ買うということはあり得ませんけれども、施

設の建築にあわせて備品の購入等についても、再度見直すものについては見直し、余分な経

費がかからないような、そういう対応はしていきたいと考えております。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 現実的には、町長の今、本当に精査ができないだろうと察するところであります。お腹の

中では持っているものがあるのだろうと、あってもしゃべられないこともあるわけですか

ら、これは僕が飲み込んでおきます。いつもの調子でいけば、もう少し噛みつくところであ

りますけれども、我々も認めた以上、不落になった理由は我々にも若干はあるのだろうとい

うふうに思っていますから、これ以上は余りいきませんけれども、現実的にもう工期、万が

一、年内に発注してもまた冬工事でしょう。そうすると、単価がまた上がりますよね。だか

ら、現実的に今後どうやってやるのか。そうすると、スケジュール的に行くと、もう年内は

無理だろうと僕は思っています。議会を了承させるということは、町長も大変だろうという

ふうに思いますから、もう一回論議をしっかりと議会と町民とさせていただいて、３月、４

月選挙になりますので、補正予算になるのだろうけれども、予算は持っていますから、繰越

明許費にでも置けるわけですし、色々な面でやはりきちんとした対応をしていただくという

のが、僕は１番のベターだと思います、町長。多分、冬になると養生するのに少なくても１

割なり２割なり上がるのです、要は。そうすると、今の単価ではできない。そうすると、平

米数を減らすかといったら、今度は馬小屋がうさぎ小屋になってしまう。これでは、駄目な

ので。少しでもいいものができて、それから僕は隈先生という立派な方だろうというふうに

思いますけれども、そこだけにこだわる必要もないだろうと。３,６００万ぐらいですか、

設計費含めて出していますけれども。改めて公募してみると、もう駄目だったのだから白だ

というような気持ちも持っていただきたいなと、そういう気持ちもありきでいいのではない

かと。町長、そういう気持ちも持ちながら、隈先生、立派なものを、僕も賛成をいたしまし

た。なぜなら、そういう立派な方がつくっていただくのだから、すばらしいものだろうとい

うふうに思っていますし、多分そうだろうというふうには認識していますが、できた後、町

民から不平が出るような建物ではあってはいけないというふうに思っていますから。十分そ

こら辺は、親心だと思って聞いていただきたいと思います。町長よりは、十四、五個上なの

で、時代は甘いもしょっぱいも知って、相当こらえてしゃべっていますので、いつもの調子

ではないだろうと。普通であればもう少しがんがん行くのですが、これはやはり町長のため

でもありではないのですよ。子どものためなのですから、我々は認めたの。 
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だから、子どものことを思って、町長も心広くして立ちどまるものは立ちどまる、もう一

回検討して議会の了承をとって進みたいのだというような意向を、ちょっと言っていただく

と。先ほどちらっとは言っているような気はしたのです。町長は、年内には難しいかなとい

うお言葉をちらっと入れていたような気がするのですが、今日は一般質問をさせていただい

て、私はこれ約５年振りぐらいだと思うのです。思いもありますので、現実的にはもう年内

はちょっと難しいかな、できても３月に発注ができればなというぐらいの気持ちで行くの

か。ゆっくりもう一度、職員の方も大変だと思うのですよね、また出てきてから色々精査す

るわけでしょう、要は。どういうものが出てくるか知りません。だけれども、１回出された

ものとだいぶ変わるのだろうという認識はしています。それであれば、もう一回議会とも十

分議論をしていただいて、立ちどまって町民の皆さんにご理解をいただいて、町長も選挙、

我々も選挙ですから。執行は３月、４月までは予算も暫定予算までは責任がありますが、確

定ではありませんので、町長も落ちるかもわからないし、我々も落ちるかもわかりません。 

ということですから、十分時間をかけて立ちどまって、庁舎もある、色々なものをもう一

回みんなで議論をしながら、考えていただきたいというふうに思うのですが、町長一言だけ

そういう思いを、私の思いですから嫌だったら嫌でいい。やるというならやるでもいい。だ

けれども、立ちどまる勇気も町長の器の広さかなと。直球ばかりでは、町長、生きていけな

いから、たまには落ちる球だとか横へ流れる球とかというのも必要なので、心広くしてご答

弁をお願いしたい。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 何度も繰り返しますけれども、今現在、設計事務所からの報告待ちということであります

ので、その報告を待って、あらゆる方策について検討させていただきたいというふうに思っ

ております。その中には、議員ご指摘の方向もあるかなというふうに思っておりますが、ま

だ報告の内容が私どもは把握していないということでありますので、明確な方向性について

は答弁を差し控えたいなというふうに思います。ただ、あらゆる方向で検討させていただき

たいということは、お伝えをしたいというふうに思います。 

今回の学童施設、子ども達にとって必要な施設であるということ、そして今現在、３学年

までしか学童保育を実施できないという事態、状況にありまして、それを高学年になるとど

のくらい人数が増えるかどうかわかりませんけれども、６学年までやってあげたいという思

いも込めて検討したということについては、議員各位もご理解をいただいているかなという

ふうに思っているところであります。 

町としても大きな事務事業、建設工事になりますので子ども達はもちろん、町民の多くの

皆様が建ててよかったと思えるような、そういう施設を目指していきたいというふうに思っ

ております。その方法として、方向を定めるに当たって、私も、議員もご指摘がありました

が、来年の約束をするわけにはまいりませんので、今年度どういう判断をすることが一番ベ
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ストなのかというところについては、しっかりと考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議   長 

 安田清之君。 

○安田清之議員 

 やはり町長、自分ではなかなか言いづらい。心の中には、色々あるのでしょうから。それ

以上は、聞きません。現実的には、子どものためですから、いいものを我々も子どものため

と、それから６年生ということも協議会等で聞いていますから、十分認識をしているところ

であります。ですから、町長よく頑張ったねと、議会もよく理解してやったねというような

ことが、そして、町民の皆さんもよかったねと言われるような協議をしながら、前に進めて

いくことを願って、一般質問を終わります。 

○議   長 

 次に、５番西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは２番目に通告してございます、学校における働き方改革について、教育長に質問

させていただきます。 

 今日、社会における大きな関心の一つに働き方改革のことが課題となっております。これ

は、単に労働時間だけの問題でなく、教育のことでいえば、地域における学校のあり方にも

かかわる重要なことだというふうに認識しております。矛盾するようなことかもしれません

けれども、児童・生徒の学力等の担保や心豊かな子どもの育成と学校における働き方改革と

いうのは、単に工場での機械を動かすわけにはいきませんので、非常に難しいものがあると

は思いますが、具体的には４点について町内の現行の状況といいますか、学力の水準や運動

能力の評価について、現状をお知らせいただきたいと思います。 

 それから、２番目は色々後ほどお話申し上げますけれども、部活動ですとか、休養日とい

うのでしょうか、そういうふうなことの現行の取り組みと、これからお考えのことがありま

したら、そのことを。 

 それから、同じく長期休業中の閉庁日という言葉がいいのかどうかちょっと自信がないの

ですが、俗に言うその閉庁日の考え方。 

 それから４番目、教員の勤務状況と実態についての把握を大樹町の教育委員会として実施

されているのか、されていないのかを含めて、実態についてお知らせいただきたいと思いま

す。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 西田議員の学校における働き方改革関連のご質問にお答えいたします。 

 １点目の町内の学力水準及び運動能力の評価についてですが、全国学力・学習状況調査及
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びＣＲＴ検査（標準学力検査）を実施し、その調査結果を各学校及び大樹町教育研究所で分

析及び改善方策を検討し、今後の学力水準の向上に役立てております。 

 全国学力・学習状況調査結果では、小・中学校ともに年度のばらつきはありますが、年々、

全国・全道との差を縮めており、平成２９年度の調査結果では、小学校の算数で全国平均を

上回り、基礎・基本の定着に重点を置いた指導の成果があらわれてきていると考えておりま

す。 

 ただし、特に中学校では、国語の調査結果が全国・全道平均を大きく下回っており、教育

委員会では国語力をつけることが必要と考えております。対策といたしましては、昨年度か

ら、小・中学校に週２回ずつ図書館司書を派遣し、日本十進分類法に基づく図書の並びかえ、

展示場所の工夫、朝読書の実施など図書に親しむ環境づくりに努めているところでありま

す。 

 次に、運動能力についてですが、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の項目と同様の種

目を小・中学校ともに全学年で年２回実施しております。 

 調査結果から、年度のばらつきはありますが、５０メートル走・２０メートルシャトルラ

ンと走力が低い値となっております。また、全国平均と比べて小学校より中学校のほうで高

い値が出ており、部活動への入部率の高いことが要因と考えております。 

 対策といたしまして、中・高生バスケットボール顧問・部員によるバスケットボール教室、

中・高教諭による走り方教室、ヤマダ電機やホクレン女子陸上部による走り方教室、休み時

間の体育館及び校庭での運動などの取り組みを行っているところであります。 

 ２点目の部活動休養日の取り組みについてですが、部活動休養日を週１日以上、定期テス

ト前３日間の部活動を休止しております。また、文部科学省から学校における働き方改革に

ついての通知などが多数出されている中、道教委は本年３月に「学校における働き方改革北

海道アクション・プラン」を策定いたしました。 

この中で、平成２８年度に行った教職員の時間外勤務等にかかわる実態調査の結果で、１

週間当たりの勤務時間が６０時間を超える者の割合が、教諭については小学校で２割、中学

校で４割を超えており、教頭に至っては小・中学校とも７割を超えているなどの課題が明ら

かになっております。 

大樹町教育委員会としましては、学校における働き方改革は必要であると考えております

ので、道教委のアクション・プランを参考に部活動の休養日等の完全実施、学校閉庁日の設

定、勤務時間を意識した働き方の推進などを盛り込んだ「学校における働き方改革大樹町ア

クション・プラン」を６月中に策定すべく準備を進めております。 

３点目の学校閉庁日の取り組みについてですが、今年度から始め、今年は夏期休業中に８

月１３日から１５日の３日間、冬期休業中は年末年始休暇の１２月２９日から１月３日まで

の６日間を学校閉庁日として設定いたします。 

 ４点目の教員の勤務状況と実態についてですが、小・中学校の教員は少年団や部活動を指

導している教員が多く、指導後に各種報告書の作成、事務処理、児童・生徒の日記・提出物
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の添削、授業の準備などの業務処理、また新学習指導要領の移行期にあり、授業改善、自己

研修、校内研修の推進・充実に努めており、定時で退勤することが難しい勤務状況となって

いるのが実態でございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 本論の前に若干の確認事項をよろしくお願いいたします。 

 先ほど、平成２９年度の学力テストと言わないのか、すみません、僕古い言葉で申しわ

けありませんけれども、色々改善されているようなこともわかりました。 

そこで確認したいのは、十勝管内なんかでは、例えば全国・道内何とかというような結

構統計資料が出ているのですけれども、大樹町教育委員会の中では、この管内での学力の

関係ではどのような位置といいますか、状況なのか、まず一つ教えていただきたいと思い

ます。 

あわせて、文部省がやっているような授業以外に、何かその他教科で大樹町の子どもさ

ん方の学力状況などというのは、わかるようなものというはあるのでしょうか。例えば、

興味があるのは英語だとか理科だとか社会だとかです。他のものの、そのような比較する

ような資料があるのかなというようなことを教えていただきたいと思います。 

あと、高校についてもずっと興味のあることなのですが、特に英語なんかでいけば３年

間で英検なんかどれくらい３級取得しているかなというのも一つの学力の目安になるの

ではないかなと思って、素人目にはそういうふうなものというのは、高校生には色々受験

料的なことも応援しながらしているのですが、中学生なんかに対してはそういうことも学

力アップの一つの手段かなと思っているのですが。 

まず、この３点についてお答えいただければ、お答えいただきたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 １点目の全国学力・学習調査の管内の結果でございます。道教委のホームページに全て

出ております。町村ごとにも出てございます。小学校については、かなり成果が上がって

おりますし、注目されている状況でございます。ただ、残念ながら中学校については、ま

だまだこれから伸びしろがたくさんあるという状況でございます。 

 ２点目は、町のほうでお金を出していただいてＣＲＴという標準検査、西田議員が教育

委員会にいたころから行ってくださっていますが、その結果はまあまあということです。 

そして、理科だとか英語については、全国平均の上を行くようなよい状況も出てございま

す。 

 ３点目の英検は、本当にこれから大いに利用しなければいけないものでございますし、

道教委も力を入れて、中学校３年生卒業程度の英検３級の合格率を５０％にしようとか、
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そういう目標も出ている状況です。ただ、英検会場が結構、都市部に限られているもので

すから、その部分を少し考慮していかないといけないなと考えております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 大変安心、安心とは一部安心してですね、成果が上がっているのだなということも理解

できましたので、今後もたゆまぬ全力を教育委員会として進んでいただければというふう

にして思っております。 

 次、北海道のアクション・プランとか中教審のものですとか、僕は自民党の教育に関す

る働き方改革の資料を少し読んできたのですけれども、その中で、今は大樹町教育委員会

では部活なんかの休養日というのは、週１回というようなことで、何か言葉の端々からそ

れを感じているのですけれども、現資料は見ておりませんので新聞のものですけれども、

帯広市あたりは週２回、そのような休養日を設定すると報道で知り得ているのですけれど

も、６月末までに教育委員会としての姿勢なり大樹町アクション・プランというか、その

ようなものを樹立いただくような準備をしていますし、道教委のアクション・プランの中

では、市町村教育委員会に求めているのは各町村のアクション・プランをつくりなさいと

いうことと、それから、地域に即した教育課題という言葉であったか、そこら辺も済みま

せん、専門用語で失念しておりますけれども、そのような地域に合った教育のアクション

・プランというか、その働き方や中身のことを含めて計画を樹立するのだということが、

うたわれていると思います。 

 それで、ぜひここでお話したいのは、こちらが１で向こうが２だから、２より３がいい

とかそのようなこと決して言うつもりはございませんけれども、ぜひ同じ生身の先生が同

じような授業されて、同じような働き方をされているので、ぜひ教育長部会なり教育委員

長さんのそのような会合なのか校長会なのか、そこら辺よくわかりませんけれども、大樹

が遅れをとるというのは、何か言葉がちょっと変ですけれども、大樹の先生も他町村の先

生と同じような余裕まではできないかもしれませんけれども、決して大樹の先生が過労死

になるような、そういうことのないような十勝水準といいますか、そういうふうなことも

考えていただきたいなと思うのですが。 

まず、ちょっと今のこと、何点かこれからお聞きしますけれども、１点目、十勝水準の

そのようなアクション・プランができるとは思うのですけれども、そこら辺、今日なり自

分の資料の中ででも、日数が少ないのではないかなと思われるような心配事もあるもので

すから、教育長のお考えをまず、全体的なアクション・プランのお考えを聞かせてくださ

い。 

○議   長 

 板谷教育長。 
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○板谷教育長 

 午前中の齋藤議員のご質問にもありましたが、地域柄で大変部活動の盛んな地域でござ

います。北海道もそうでございます。そして、北海道のアクション・プランのほうが、ス

ポーツ庁で出しているガイドラインよりもかなり緩いのは事実です。 

 今、西田議員ご指摘のように、北海道アクション・プランは、毎週１日以上の休養日を

とりましょうです。スポーツ庁のほうは、週当たり２日以上ということになっています。

あと、休日の練習時間についても、スポーツ庁のほうは３時間程度と、北海道のほうは半

日程度というふうになっています。 

やはり急激に変えるのはどうかなということで、先般十勝管内の教育長部会があって情

報交換をしました。まずは、北海道アクション・プランでいきましょうということです。

ただ、いずれは国としてということですから、スポーツ庁が言っているほうにスライドす

る。帯広市は学校教育部長、かなり頭の固い人なものですから、途中で変えるの嫌だから

最初からこちらで行くと。現場はかなり反対があったのですが、それで押し切っているよ

うでございます。 

以上です。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 あと、それぞれの資料の中で週６時間以上の、今のお答えの中でも小学校では２割とか

中学校では４割とか、教頭先生に至ってはもう７割以上の方が非常に多い時間お仕事をさ

れているというふうなことですが、後から自分の考え方とかこういうことはどうなのです

かということは聞くのですけれども、もう少し現況で、この時間外の業務で、想像つくの

は部活だとか色々少年団のことだとか、そういうことが大きな過重がかかっているのでは

ないかなというふうには思っているのですけれども、何か教育委員会として独自で分析さ

れるなり、またはそのような今の過重がどの部分に学校の先生にかかっているのだという

ような資料なり統計なりがお持ちでしたら、教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 私、まず西田議員の一般質問通告書を見て、さすが昔、教育委員会におられた方だなと

思いました。単に労働時間だけでなく、地域における学校のあり方にもかかわる重要な課

題というこの認識、すばらしいなと思っています。私もそのとおりだと思っています。 

 アクション・プランとなると、当然数字が出てきますので、こういう細かいところになっ

てしまいますが、学校現場の教員は子ども達のためなら、何ぼでも頑張りたいという気持

ちを持っている人間がほとんどでございます。それで一番疲れるのが、前回の町議会でも

申し上げましたが、子どもに事件・事故があるときでございます。荒れた中学校で、その
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対策でほとんど連日のように長時間の会議となって、なかなか収まらないと。そこで、仲

間で話し合ったのが、会議は３０分以内にしようと。そのかわり、わかる授業をしようと

いうことでやったら、学校が落ちついていったという事例がかなりあります。 

 そこで、先般全国の教育長の会議に出席させていただいたのですが、その中で忘れては

いけないのは、何のための学校の働き方改革なのかということで、これは教員が子どもと

向き合う時間を確保し、教育の質を高めるための働き方改革であると、これを見失わない

で、そのためには、午前中、齋藤議員からもありましたが、「地域とともにある学校づく

り」コミュニティ・スクールを進めることによって、課題を保護者・家庭・地域と共有し

て、そのためにこうやってやっていこうと、ベクトルがそろうと子どもも安心しますし、

教師も頑張れるのだということで、単なる時間だけではないということで、ご理解いただ

ければありがたいと思います。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 全国的な傾向としては、運動会を午前中に終わらせてしまうとか、実際的には行事の後

片付けの時間も授業の一環で、そういうふうなことで全体的な授業数をそれで確保したり

カットしたりとか、そういうふうなこともあってどうなのかなと。確かに、全体の時間外

だとか何とかという働き方の実際の時間は減るかもしれませんけれども、そういうふうな

お父さんお母さんがお弁当つくって、みんなで楽しむとか、それは田舎の山の学校ではな

いのだぞと言われれば、また時代もそうなのかもしれませんけれども、でもやはり、今教

育長おっしゃられた、工場ではなくて、我々は学校の支援の仕事や関心のことを持ってい

ますので、大きな世の中のことではそのような色々先ほどおっしゃられたことも、むげに

ならないことも出てくるかもしれません。 

多分、少年団や部活動や、今の問題のようなとんでもないことが起きたときに、学校の

先生、時間外も関係なくお持ちでないかなというようなそういうふうな認識を持っている

のですけれども、一方、先ほど教育委員会にいたのでしょうとおっしゃられたので、関係

することを言おうと思っていたことをありますので。例えば学校には、教育委員会は例え

ば報告書を求めたりとか、それから僕なんかは今、瞬間的に思っているのは、例えば家庭

教育学級なんかの補助金などというのは、今も多分２万円か３万円だと思いますし、ＰＴ

Ａの補助金なんかも、多分２万円か３万円かの小さな補助金ですけれども、学校には必ず

別々に補助申請を求めているのですよね。教育委員会でできる全国的なルール以外にも、

教育委員会でできることというのは、色々あるような気するのです。 

その中の一つに、事務のそのような学校にお願いするようなものとか、学校に課せるよ

うな伝票の支出の方法もまた改善したら、もう少し学校も楽になるのかもしれませんし、

色々ここでは僕、もう大分現職から離れておりますけれども、思いついたのはそのような

補助金をばらばらでなくて、教育委員会が一つで必ずコアでこれとこれは事業実施して欲
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しいとか、そういうことなんかも具体的に大樹町教育委員会ができる具体的なことでない

かなと思うのですよね。一時期、生涯学習社会をつくるのだということで、人材登録です

とかそういうことも、このごろ教育委員会として、何か少し体温が下がっているように自

分は勝手に思っているのですけれども。そういうふうなことを頑張っていけば、学校さん

のほうも教頭先生や事務の先生かもしれませんけれども、行く行くはその方が校務で楽に

なれば、先生方の応援も事務職の方なんかもとか事務補助員の方も、なかなかそういうふ

うにしてできるのではないかなというような僕は考え方を持っております。 

もちろん校務支援システムなんかが、実際に本当に動いているのかいとか、役に立って

いるのかいというようなことも、教育委員会としてチェック入れていただきたいと思うの

です。流れはそのようなコンピューターを利用して、もっともっと事務が楽になるような

そういうふうな方向性なんかも一つの方法でないかなと思っているのです。 

これで、この部分は１回とめて、あと事業の縦とか横とか気になっていることがありま

すので、それはご答弁いただいてから、次に話をさせていただきます。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 今、盛んに言われているのがチーム学校です。大樹町の大樹小学校の場合は、平成２４

年度から道教委の学校力指定を受けていますので、加配事務職が配置されていまして、事

務職２名で今まで教頭がやっているような仕事も分担してやってくれている状況になっ

ております。いかに事務効率を上げるかというところ、西田議員の指摘いいなと思ってい

るのですが、委員会事務局のスタッフほど、また大変なものはないのです。本当に、行革

で人数減らされている中、毎日超勤やりながら頑張ってくれているという状況でございま

す。それで、その部分をまた教育委員会でかぶれというのは、無理かなと思っています。 

 校務運営支援システムですが、これは道立校を対象につくったものです。なかなか義務

教育学校には合わないもので大分改善されていますが。そして使え使えと言っているので

すけれども、使うとお金が取られて、そのお金が今年また倍ぐらいに上がってしまったも

のですから、小学校は辞退しているという状況になっています、厳しい財政ですから。そ

うやって機械に頼らないで、仲間で頑張ろうという状況です。 

 以上です。 

○議   長 

 西田議員、質問を簡潔にしていただければ、助かります。 

西田議員。 

○西田輝樹議員 

 あとそれから、先生方の実際的な負担が、例えば今の部活のこととか少年団とかの中で、

多分教育委員会で総合スポーツクラブなどというのも手がけている教育委員会も田舎で

は、非常に難しいということはわかるのですけれども、そういうふうな何かかんかしない
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限りは、子どものためというその純粋なお気持ちも本当にありがたく思っていますけれど

も。何かかんかしなければ、重さは軽くならないのではないかなというふうに思っており

ますので……。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０２分 

再開 午後 ３時０２分 

 

○議   長 

 再開します。 

○西田輝樹議員 

 具体的にはそのようなことですとか、あと俗に言うソフト面での教育の再構築なんかも

この際、お考えいただいて、何と言ったらまた元教育委員会職員ですので、何と言えばこ

んなこともありますよねということは、十二分にお話も色々頑張れるのではないかなとい

うふうに思っております。 

 今、教育長おっしゃられたように「「先生が忙しすぎる」をあきらめない」という本の

中にも、それと同じことが面々と書いてありましたので。けれども、例えばタイムカード

で時間を管理していくとか、やはり今までにないようなことも色々、この際ですので、頑

張っていただきたいなというふうに思っております。 

 そういうことで、やめますので。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時０３分 

再開 午後 ３時０３分 

 

○議   長 

 再開します。 

板谷教育長。 

○板谷教育長 

 地域人材も活用ということで齋藤議員からも言われましたけれども、社会体育との連携

とか外部から本当に技術を持っている人もいるわけですから、そういう人材を発掘しなが

ら地域でやっていくということを大事にしていきたいと思っています。それを進めるのも

コミュニティ・スクールの一つの役割だと思っております。 

 そして、西田議員が言われた時間の客観的な把握というのでしょうか、タイムカードだ
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とか、今パソコンを起動するとその時間が出るという、実際に士幌町やなんかは活用して

いるみたいなのですけれども、そういう動きがありますので、ちょっとお金がかかるので

すけれども、やっていきたいなと考えております。 

 以上です。 

○西田輝樹議員 

 どうもありがとうございました。 

 

   ◎延会の宣告 

○議   長 

 お諮りします。 

 本日はこれにて延会とし、明日１５日、午前１０時から再開したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会とし、明日午前１０時より開催いたします。 

 

延会 午後 ３時０５分 
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開議 午前１０時００分 

 

    ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ９番 志 民 和 義 君 

１０番 福 岡 孝 道 君 

１１番 柚 原 千 秋 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 一般質問 

○議   長 

 日程第２ 昨日に引き続き一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、これより発言を許します。 

 まず初めに、９番志民和義君。 

○志民和義議員 

 先に通告してありました質問について、質問を行います。 

 森林環境税について、町長に質問いたします。 

 国は、森林環境税導入を決めたとお聞きしております。第１次産業の重要な税源だと聞い

ております。その内容はどのような税制か、大樹町にはどのくらい森林対策として交付され

るのか、お伺いをいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、志民議員の森林環境税についてお答えをいたします。 

 平成３０年度税制改正において議論が進められました森林環境税は、市町村が行う森林整

備の財源として、個人住民税を納める約６,２００万人を対象に１人当たり年１,０００円を

住民税に上乗せして徴収し、私有林の面積に応じて市町村や都道府県に配分しようとするも

のであります。 
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 土砂災害や地球温暖化の防止、国土保全、水源涵養など、森林の持つ公益的機能の保全を

目的に平成２５年度から本格的な議論がスタートし、平成３１年度税制改正おいて創設され

る予定となっております。 

 個人住民税には現在、東日本大震災後の防災対策に充てる費用として１,０００円が上乗

せされているため、森林環境税の賦課はこれが終了する平成３６年度からとなりますが、こ

れに先行して平成３１年度から森林環境譲与税を創設、配分することとし、先行実施する財

源は交付税及び譲与税配分金特別会計の借入金で賄うこととされております。 

 地方公共団体への配分総額は、平成３１年度からの３年間は２００億円、平成３４年度か

ら平成３６年度が３００億円、平成３７年度からは特別会計借入金の返済が始まるため４０

０億円から５００億円、返済が完了する平成４５年度以降は６００億円程度と見込まれてお

り、配分割合は都道府県が１０から２０％、市町村が８０から９０％とされております。 

 使途につきましては、間伐や人材育成、担い手確保、木材利用の促進や普及啓発などに充

てることとされており、その使途はインターネットなどにより公表が義務づけられる見込み

であります。 

 地方公共団体への配分は、私有林、人工林面積、林業就業者数、人口を基準に算定されま

すが、林野率などによる補正などもあることから、配分額の試算は行っていませんのでご了

承願います。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 森林環境税の財源は、復興特別税の終了をもってということですね。６,２００万人の住

民税対象者ということになって、１,０００円ずついくと６００億円ということになって、

最終年度からはほぼ全額回ってくるということで、第１次産業の農林水産業も林業も貴重な

財源として、これから活用されていくというふうに考えております。 

 そこで、総務省とか林野庁との連携と役割分担とか、それから、全体の今後のスケジュー

ルなど、どういうふうになっているかお伺いをいたします。 

○議   長 

 松木総務課長。 

○松木総務課長 

 森林環境税のスケジュールということでございますけれども、今現在、当然、法制化はな

されてございません。平成３１年度からは、とりあえず森林環境譲与税という形で配分して

いくと。ただし、それの担保をとるために、平成３１年の税制改正において森林環境税に関

する法の関係の整備が始まるというふうに聞いてございます。 

 とりあえず、交付税及び譲与税の関係の特別会計の借入金で当初は賄うと、平成３５年度

までですね。平成３５年度で東日本大震災後の復興対策に充てる住民税に上乗せされていま

すので、平成３６年度から賦課されてくると。ただし、そこまで待てないということで、平
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成３１年度からは交付税関係の特別会計の借入金、先行で借り入れした上で事前配分かけて

いくという形になります。 

 また、配分率の問題なのですけれども、都道府県、当然私有林という私の持っている林と

いう部分はないのですけれども、市町村の私有林を、森を育てるためには道の役割、都道府

県の役割もあるということで、当初は２０％ぐらいの配分が見込まれておりまして、市町村

に直接来るのは８０％と。順次役割が、市町村が主体的に進めていけるということで、道に

対する、都道府県に対する配分が漸減していきまして、市町村に対する配分が増えてくる、

そういう流れとなっています。 

 また、関連法案といたしましては、所有者の不明な山林、そういったものも私有林として

自治体で管理していかなければならないという部分の絡みも含めまして、森林経営管理法と

いう法律が成立してございます。要は、持ち主が判明しないとか手をかけられない、そういっ

たものを市町村が代理で森林管理を行っていくと。その法律が可決成立してございまして、

この法律につきましては来年の４月から施行されるという流れになっています。具体的に

は、細かいスケジュールという部分ではございませんが、おおむねの概要としてご理解をい

ただければと思います。 

 以上です。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 これは、復興特別税と違って、時限立法ではなくて、これから恒久的な財限というふうに

理解してよろしいのですか。 

○議   長 

 松木総務課長。 

○松木総務課長 

 とりあえず、時限措置の法律という形には、まだそこまでの煮詰めも入っていないのです

けれども、聞いてございませんが、少なくとも平成３１年度から譲与税の形でスタートして、

それ以降、実際に平準化されてくる交付時期が平成４５年度以降に満度になるようなところ

まで見越しているものですから、ほぼ恒久化するというふうに私どもは理解してございま

す。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 わかりました。木の年齢というのは人間の年齢と違って長いので、こういう時限でなくて、

本当に恒久的な財源で保障されるということは、計画的に整備されていく上で大変期待大き

いなというふうに思っております。細かいところはまだだということなので、また詳しいこ

とが他にわかりましたら、よろしくお願いいたします。 
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 そのことをお願いして、質問を終わります。 

○議   長 

 次に、２番齋藤徹君。 

○齋藤 徹議員 

 先に通告いたしました２項目めの学童保育所児童館建設の見直しと町財政の今後の影響

について町長にお伺いをいたします。 

 学童保育所・児童館の本体と一部外構工事が特定共同体による公募型指名競争入札で公告

されましたが、入札が相次いで辞退されたことから、関係する機械、電気、設備工事等３件

の入札中止が新聞等で明らかになりました。今後の学童保育所・児童館建設の見直しの考え

と平成３２年度着工目標の庁舎改築への影響と、それと、町財政の運営等についてお聞きし

たいと思います。 

 １点目ですけれども、昨年一般町民を対象に２００分の１の建築模型を展示し、また、１

週間、１０日にわたってパブリックコメントを実施しましたが、入札中止から１カ月が経過

しており、住民町民への説明が必要ではないかと思うのですけれども、それについてお伺い

をいたします。 

 ２点目ですけれども、入札中止となったが、それぞれ建築主体、電気、機械等の予定価格

で指名競争入札されたのかをお聞きしたいと思います。 

 ３点目ですけれども、設計事務所と協議し、今後は辞退した業者にも事情を聞いて原因を

調査し、施工内容の変更など対策をとると新聞等でそういうふうに報道されていますが、現

時点での検討状況についてお伺いしたいと思います。 

 ４点目ですけれども、入札着工工事が遅れることによって学童保育所・児童館の開設への

影響と、今後予定されている庁舎への影響、また将来への町の財政運営、償還期日の変更、

また財政指標の悪化、起債の変更等に影響は出ないのかについてお聞きいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 齊藤議員ご質問の学童保育所・児童館建設の見直しと町財政の今後への影響についてお答

えをいたします。 

 ご質問１点目の町民住民への説明及びご質問３問目の現時点での検討状況についてであ

りますが、子ども・子育て支援会議委員に対しては、先月末に会議を開催し、入札が取りや

めになった経過について報告をいたしました。町民への説明、現時点での検討状況につきま

しては、現在、設計事務所において、町が指名業者から聞き取りを行った内容の検討を進め

ているところであります。設計事務所からは、６月末を目途に検討内容について報告したい

とのお申し出があり、その検討した結果を受け、内容を精査してから、今後のことについて

は、議会、そして住民の方々にご相談をさせていただきたいと考えております。 

 ご質問２点目の入札中止となったが、それぞれ建築主体、電気設備、機械設備の予定価格
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で指名競争入札されたかについてでありますが、予定価格については制令及び町の契約規則

において取り引きの実例価格、需給の状況、履行の難易、数量の多寡、履行期間の長短等を

考慮して適正に定めなければならないとされており、今回、入札に付した建築主体工事外の

予定価格については、その考えに基づき積算を行い、予定価格に決定し、指名競争入札の執

行を行ったところであります。 

 また、公募型指名競争入札は、従来の指名競争入札と同様に、予定価格の事前公表を実施

し、指名業者に送付する入札への参加案内に記載をしております。 

 ご質問４点目の学童保育所・児童館の開設への影響と、今後予定されている庁舎改築への

影響、将来の町財政運営の影響についてでありますが、まず、最初に開設への影響ですが、

入札ができなかったため工事着工も遅れるということとなり、当初予定しておりました平成

３１年４月の学童保育所・児童館施設の開設は難しく、入所を心待ちにしていた児童、保護

者の方には申し訳ないと思っております。 

庁舎改築への影響についてですが、庁舎改築工事の着工は、財源措置の関係から平成３２

年度を目標としているところであり、現段階で影響があるとは考えておりません。 

財政運営の影響ですが、本事業の財源としては、国庫補助金の他に過疎対策事業債を見込

んでおり、現在の借入利率で算定すると、平年時の償還額は年７,４８４万円、交付税措置

を除く実質負担率が年２,２４５万円となり、実質負担額の総額は２億２１７万円程度とな

ります。低金利政策や地方交付税の将来見通しに不透明な部分はありますが、交付税措置の

少ない町債の償還が進んでいることや、経常的経費の抑制を図ることにより、財政指標の急

激な悪化を招く可能性は低いと考えております。 

 また、事業が遅れた場合の起債の取り扱いについては、今後、関係機関と協議を進めてま

いります。 

○議   長 

齋藤徹君。 

○齋藤徹議員 

 それでは、何点かお聞きしますけれども、まず、子ども・子育て支援会議の関係について

聞きたいのですけれども、この支援会議、５月末ということなのですけれども、５月３０日

に開催されていると記憶しております。そのときは、酒森町長はニュージーランドに射場視

察でいませんでしたので、副町長が説明されたと思うのですけれども、経過説明の中で、こ

れは町長が２０名を任命していますので、各委員からはどのような意見が出されたのか、そ

れについてお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 それでは、子ども・子育て支援会議での報告ということで、５月３０日に招集させていた

だいて会議を開催したところでございます。 
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冒頭、私のほうから、今回の学童保育の入札が取りやめになった経過について挨拶含めて

報告をしたところであります。５月１７日に議員協議会で説明をさせていただいたものと内

容的には同じ報告をさせていただきました。 

その中で、どういう質問ということでございますので、主だった質問としましては、すぐ

にやってもらえる別な業者でも探したらどうかと、こういうご意見もございました。今、入

札が取りやめになったので、今は原因を究明している最中ですと、こういう話をさせていた

だきました。その後また、どんな状況というか、いつごろまでかかるかと、こういうお話も

ございましたので、期間としては、その後委託先のしておりました設計会社のほうから大体

一月ぐらいかかると、今回も質疑の中で６月末ということで説明をしておりますので、おお

むねそのぐらいという話も出ていましたので、一月ぐらい、そのぐらいかかるかなと、こう

いうお話もさせていただきました。 

それからもう１点は、調査で、今、原因究明している最中と、こういう話もしましたので、

その内容について子育て支援会議に対しても報告をしてもらいたいと、説明をしてもらいた

いと、こういう話が要望としては出ておりましたので、原因が明らかになった段階で、会議

をまた開催させてもらって報告させてもらうと、こういうお約束といいますか、しました。

主立った内容というのは、このような内容でございました。 

 以上であります。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今の説明の中で、町長の諮問機関ですから、課題が出ているのでその辺は十分やっていた

だきたいのですけれども、今の副町長の説明の中で、入札が不調になったので、別な業者と

いうか、私もそんなふうに思うのですけれども、例えば昨年、一般町民を対象に、先ほどお

話ししましたように、建築の模型を展示して、パブリックコメントの実施の中でそれを見た

町民や住民、特にそれを利用する子供たちは、確かに４月からこの新しい施設に通えるのだ

と、そういう夢を持って、多分、毎日古い学童保育所に通っていたと思うのですよね。 

当初の予算、予定していた４月の開設は難しく、入所を心待ちにしている児童、保護者に

は申し訳ないと思っていますと、今、町長から答弁いただいたのですけれども、それで、町

のリーダーとして、今回は公募型指命競争入札をしたのですけれども、この金額で、このデ

ザインで、この設備でやってくれる業者が、十勝管内、道内、ひょっとしたら町内にいるか

もしれないし、一般平屋の木造一部鉄筋づくりですから、そういったことで公募型から一般

競争入札に切り替えて、切り替えた中でもしかしたら受けてくれる業者がいるかもしれな

い。ひょっとしたら町内で、町長のためなら町内で事業を組んでやろうと、そういうところ

がいるかもしれないし、そうすると、子供たちの夢がかなうのですよ。４月開設は。 

そういった入札方法とか入札条件を変えることも、政治的とかいろいろあるのですけれど

も、そういうことは考えられなかったのかを聞きたいのですけれども。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 先ほど答弁の中でも申し上げさせていただきましたが、当初のもくろみであった平成３１

年４月の開設がかなわないという状況にあるということについては、申し訳なく思っている

ところです。入札を中止にさせていただいたというところで、まず、その要因がどこにある

のかというのは、きちんと私どもとしては把握すべきことが必要だということで、今現在の

手続を踏んでいるところであります。 

今後、その要因が明らかになって方向性が定まった段階では、今、議員がご指摘の方法に

ついても、入札を新たにやるという部分が生じれば、そういう可能性も検討の中には当然出

てくるかなというふうに思っておりますが、今現在は、今回の入札が中止に至った内容につ

いて私どものほうから設計を委託した相手方に対して検討を求めているという段階であり

ますので、その検討が出てきた段階で、そういうことも含めて検討していきたいというふう

には考えております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 そういう入札方法もあるというのはわかりました。ただ、いまだにわからないのは、町が

業者に聞き取りをして、それを設計業者にお願いしていると。そこはいまだにグレーなので

すよね。それはまた後でお聞きします。 

 それで、今回入札となった、できれば金額を知りたいのですけれども、建築、電気、設備、

それぞれの入札価格というのは幾らぐらいなのでしょうか。 

○議   長 

 暫時休憩。 

 

休憩 午前１０時２５分 

再開 午前１０時２５分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 それでは、各工事の予定価格ですけれども、消費税相当額を含んだ予定額で申し上げたい

と思います。建築主体工事で５億３,６１９万５,１６０円でございます。電気設備工事で６,

７４９万２８０円でございます。機械設備工事で７,６４９万８,５６０円となっておりま

す。 
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 以上であります。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ありがとうございます。 

 それで、今の三つの合計を足すと６億８,０１８万４,０００円になるのですよね。それで、

これは議員協議会で聞いているのですけれども、一般町民は知りませんので聞きたいのです

けれども、平成３０年度の当初予算額は７億９６９万１,０００円でした。この差額２,９５

０万７,０００円の詳細について聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 当初予算と予定価格の差額でありますけれども、建築主体工事の当初予算額が５億５,３

６３万２,０００円、電気設備工事で７,４４２万５,０００円、機械設備工事で８,１６３万

４,０００円、合計といたしまして７億９６９万１,０００円の当初予算を計上しておりまし

た。それで、今回、工事の見直しということで４月の議員協議会でもお伝えしたのですけれ

ども、見直しを行った結果、建築主体工事では、遊戯室のクライミングウオールの中止、ま

たは太陽光発電設備の中止等を行いまして、今回１,７４３万６,８４０円の減となりまし

た。設計の工事金額では、５億３,６１９万５,１６０円の設計額です。電気設備工事では、

太陽光発電設備の中止、また防犯カメラの見直し等で６９３万４,７２０円の減となってお

ります。それで設計金額が６,７４９万２８０円となりました。機械設備工事では、空調換

気設備の見直し等で５１３万５,４４０円の減となりました。設計金額７,６４９万８,５６

０円となり、工事費の合計では６億８,０１８万４,０００円となり、全体では２,９５０万

７,０００円となっております。この見直しを行った工事価格を予定価格といたしました。 

 以上でございます。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それで、当初予算から２,９５０万７,０００円下げた中で入札をしたけれども、各業者は

辞退をしたというのは、これは現実ですよね。それで、入札中止、不調になると一般的には

金額は折り合わないのですよね。通常はね。それで、増額補正が通常の形だと思うのですけ

れども、今の段階では増額の補正は行わない方向なのか、それについて確認をいたします。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 入札不調になった場合には、金額の差異があるということで、そのことも要因として一つ
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はあるのかなと思いますけれども、今の段階としては、昨日のご答弁でもさせていただきま

したけれども、原因の調査中ということでございますので、そこの中身をきちっと見て、内

容かつ精査をして、その後どうするのかということが出てこないとなかなか一足飛びにそこ

のところの増額といった話には今の段階ではならないのかなというふうに思っていますの

で、ご理解をいただきたいなというふうに思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ということは、場合によっては、増額補正もあり得るという捉え方でよろしいのでしょう

か。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私もこの学童からの関係では、他の議員からのご質問もいただいておりまして、その中で

ご答弁を申し上げたところですが、今月末に上がってくる報告の内容を検討した中で、あら

ゆる方向を含めて検討させていただくということでありますので、特定の部分について、こ

れについては仮にこうですというようなことは、この場ではご答弁は差し控えさせていただ

きたいなというふうに思います。いろいろな部分含めて検討を進めたいという思いではおり

ますので、その点については、現状でそういう答弁になるということについてはご理解をい

ただけないかなと思います。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。場合によっては、ひょっとしたら増額補正もあるということもゼロではな

いということですね。可能性はゼロではないということですね。わかりました。 

 それで、ちょっと気になっているのは、議会とか子育て支援会議等では調査中、原因不明

とかで、それは明らかにせず後から説明するというのですけれども、５月２３日に開催され

た区長会議において町側からは学童の説明はされなかったのですけれども、一部の区長から

学童保育所の不調になった件について多分聞かれたと思います。そのときに、副町長は設計

事務所が業者を検討するとかいろいろ経過を説明したのです。その後、町長が、今後につい

て設計事務所、指名業者と検討する、北海道の設計単価については部材単価、労務単価等乱

高下している状況であり、実態に合わない状況になっていると説明しているのですよね。そ

ういうふうに聞いています、私。 

そうしたら、当初予算より労務単価を含め約２,９５０万円を下げた入札価格を提示した

状況の中で、特別委員会から約１カ月間経過しているのですけれども、そんなに激しく部材

単価、労務単価で、そんなに上下しているのでしょうか。乱高下というのは、証券取引所の
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専門用語なのですよね。本当に激しくそんなに上下しているのか、その辺ちょっとお聞きし

たいのですけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今、議員ご指摘のとおり、区長会議の質疑の中で区長から学童保育の関係のご質疑があっ

たので、その中で私のほうで答弁をさせていただきました。 

道単価の乱高下というのは、私の説明不足であれば、それは申し訳ないなというふうに思

うのですが、私も今回の入札がかなわなかったということも含めて、地元の業者の方とも

ちょっといろいろ情報のやりとりをさせていただいたところがあるのですが、私は建築の専

門家ではありませんので、その辺については教えていただいた内容についてお話ししたつも

りなのですが、道単価で定められている各種のいろいろな積算の項目においても、実際の実

勢単価との価格差というのがあるのだよというのを改めて教えていただきました。その中

で、道単価よりも安く手に入る部分、部材も含めてありますが、例えば労務賃等で、道単価

で定められている労務賃よりも実際の工事現場での労務単価というのは、いろいろな労務に

よっては高かったり安かったりするというところの乱高下という、上下の価格差があるとい

う意味での私の発言でありましたので、設計段階から道単価が大きく動いているという説明

をさせていただいたつもりはありませんので、その部分については、私の言葉足らずであれ

ば訂正をさせていただきたいと思います。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 やっぱり今、町長言ったように、道単価と実勢単価、そこは差があるのだと、高いものも

あると。そうしたら、当初予算７億円で、２,９５０万円をいじらないでそのままやれば、

ひょっとしたらその範囲で入札も可能性はあったということですよね。成立も。それは

ちょっとわからないですけれども。 

次に行きます。仮に６月末で設計事務所の目途が立ち、それを進めていった場合、いつご

ろ開設予定になるのか。もし６月に目途が立った場合、それと庁舎の改築工事、平成３２年

を目標にしているのですけれども、建設の遅れですから、事業が遅れた場合、庁舎の基本設

計とか実施設計などで結構原課の負担が大きいと思うのですけれども、その辺は大丈夫なの

かということを聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 ２点ほど内容的にはありますけれども、開設の目途の話がまず１点目ありますけれども、

６月末を目途に原因がわかったとしてということなのですけれども、それから検討内容をも
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らって、内容を精査して、方向付けをどうするかという大きな方向性の検討をしていかなけ

ればならないというのが１点あろうかと思います。 

一つとしては、例えば設計をもう一回多少修正をするとかという方法もあるかもしれませ

ん。そうすると、やはり結構な期間が、これだけの施設でもありますし、直す場所にもより

ますけれども、相当な時間もかかると。かつ例えば修正するにしても、今の設計業者の今の

業務の状況もあろうかと思います。これは相手のことでありますけれども、そういったこと

もろもろ考えると、スケジュールはわかりませんけれども、結構かかるのかなというふうに、

私自身は今思っています。 

そうすると、先ほども補正予算という話もありましたけれども、そういったこともあれば

またさらにコンセンサスを得て、そこの議論というのはかなり相当なエネルギー、時間もか

かるのかなと思っています。そうすると、やはり今度は発注時期が遅れて、工期も冬にかか

ると、昨日もお話ししましたけれども、冬にかかったりすると施工の難しさとかやりづらい

というものも出てきますし、養生もまた出てくると。さらに経費もかかってくる。冬期発注

になると設計の金額も変わって、その分だけでも増嵩するということがありますので、そう

すると来年の４月は今の段階ではもうまず無理だなというふうに思っていますから、それが

どのくらい延びるかというのは、正直そこまでは予測はまだついておりません。このままい

けば、例えば今、半年遅れれば少なくとも半年以上は遅れていくのかなということになりま

す。また、今度は手続だとか財源の関係もありますから、そちらのほうの起債の関係ですと

か他官庁との調整もどうなるのかと、そこもありますので、そういった６月末に出たときに

並行して、そのことも含めて検討していくと、こういう状況になります。 

あともう１点、庁舎の関係でありますけれども、この後、庁舎の関係でまた近々ご相談を

させていただくという、こういう機会をお願いしておりますけれども、役場庁舎も防災の拠

点ということであります。これまた、国からの財政支援も受けられる時期にということを大

きな目標の時期にも設定しておりますので、これまた猶予ならないというのが正直なところ

であります。ですので、昨日も答弁させていただきましたけれども、現段階では、学童と重

なる部分はありますけれども、今のところ、これはきちっと庁舎のほうはやっていかなけれ

ばならないということでありますので、影響がないのかと言われればないとは言い切れませ

んけれども、これはこれでやっていかなければならないと思っています。 

あと、職員に対する負担、これも議員のほうからのご心配ということで、今お声がけいた

だきましたけれども、そういったことも努めて、ないような形で執行していきたいなという

ふうに思っております。 

以上であります。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 このままでは黙って半年遅れるのですけれども、開設は未定だと。庁舎の改築は防災拠点
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なので予定どおり平成３２年着工するのかなと思うのですけれども、開設が未定でしたら、

優先順位をここで、学童保育所より先に防災拠点の庁舎を優先的にやると。その後、学童を

ゆっくりやるという、そういう優先順位も考えていかなければならないような気がするので

すね。そうでないと、原課の建設水道課、水道もあれば上水道下水道、公営住宅、建設道路、

かなり膨大な量を抱えているのですけれども、かなり職員の負担になるのですけれども、そ

ういった優先順位を変える必要も今後出るのではないかと思うのですけれども、それについ

てどう思いますか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 昨日の同僚議員のご質疑の中でも答弁をさせていただいたつもりではおりますが、あらゆ

る可能性について検討したいというところには、当然、今、議員がご指摘のことも含んでい

るというふうにご理解いただいて構わないかなと思います。あらゆる方向で検討させていた

だきたいというふうに思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今、６月に目途が立った場合、その逆のパターンの場合、町長が一旦ここで立ちどまり設

計から見直しをした場合に、そうすると年々地方交付税も減額されていっていますから、人

口減少、事業が遅れると起債の取り扱い等も変わっていくのですけれども、次の事業に本当

に影響が出ないのかということを聞きたいのですけれども。 

 もう一つ気になるのは、過去の一般質問の中で、外壁等に町産材を使いたいと。また部材

で森林認証材に類似した道産材という過去の答弁もいただいております。そういった中で、

特に木の関係ですけれども、伐採、製材、加工といった過程の中で、ある程度の下準備、あ

る程度木材というのは乾燥期間が必要なのだと思うのです。そうすると、この事業が遅れる

ことによって、そういう材に対して材の伐採、製材、加工等に相手の企業に対して影響が出

てこないのかについてお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 一般論の話になるかなと思いますけれども、学童保育所の中に町産材、あるいは道産材、

認証材と同等といいますか、それに見合うものということで使う予定をしておりますが、そ

ういったことはいろいろな私どものほうから、あるいは報道関係の中で知り得て、そういっ

たものを一般的に準備するというか、商売といいますか経済行為でありますので、そういっ

たことは市場の中で準備をしていくということが一般の中ではやっていくことなのだろう

なと思っていますけれども、私どものほうからこういったことをするのに、例えば何立米ど
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ういった材料が幾らかかるということを、例えば注文しているとか何とかしているというこ

とは当然ないわけでありまして、影響がないかといったら、そのものが予定としては当然遅

れたりとかということがあって、多少のそういう影響はあると思いますけれども、それ以上

のことはちょっと私の認識の中ではないものですから、そういう影響はないかなと、懸念さ

れる部分はないかなとは思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ないだろうということなのですけれども、年度内に着工ができなかったら、今そういう木

の関係ですけれども、決して相手が企業ですから、平成３０年でもって、これに関しての予

算への影響は出てこないということで認識してよろしいのでしょうか。 

○議   長 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４５分 

再開 午前１０時４６分 

 

○議   長 

 再開します。 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 それは、例えば一つの工事の中で、そういった材料が将来使われるという特定の企業が見

込んで、例えば注文なり製造なりをしていたということに対する、一方、私どものほうの工

事を中止したと、あるいは延期したといったことに対して、補償というか補塡なのかあれで

すけれども、そこの部分は契約とか何とかというのは当然なされているものでもありません

ので、発生はしないというふうに思っております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。それで、一番最初の根本に戻りたいのですけれども、大体の内容、仮にやっ

た場合、やらない場合との経過がわかりました。 

それで、学童を建てるときに、当初、業者のいろいろ聞き取りをして、それを設計業者に

お願いしているという、その根本的な考えをもう一回確認したいのですけれども、当初の登

録児童数が学童保育所登録数１０５名、通所予定者が９０名、児童館の登録数が９０名、通

所予定者が３０名ですが、今回の設計の見直しによって、登録人数だとか、福祉サイドです

けれども、そういった変更もあり得るのか、そういうことも視野に入れて相手側にお願いし
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ているのか、ちょっとそこを聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

利用者、学童部分、あるいは児童館分の９０人、３０人の定員の関係でありますけれども、

そこの部分については、今の段階で原因を究明するということでありますので、そこまでに

は、今は至っておりません。そこは、例えば９０人を小さくする、３０人をもうちょっと小

さくして建物をコンパクトにするとかという、そういう話までは現段階ではいっておりませ

ん。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それで、福祉サイドで定数はいじらないのだということになれば、床面積の関係ですけれ

ども、子供の床面積、多分最低基準が１.６平米だったような気がするのですけれども、そ

れを計算すると、おのずと床面積も変わらないという条件、そういうことも相手側に伝えて

いるということですね。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 今の段階では事業費ありきということで、この事業費で例えば収まるにはどうしたらいい

かといえば、今後の話をしたらそういうことも出てくるかもしれませんけれども、あくまで

も今回は協力を願った業者からの原因を究明するというのが今やっている最中であります

ので、全体の１,４０５平米を、例えばもう少し小さくしてということは、これからの話の

中に出てくるかもしれませんけれども、この間の段階では、そこを小さくするとかというこ

とは考えておりません。もともとやっぱり１,４０５平米でこういった機能が必要なのだと、

そういう定員に基づいてのそういう建物の大きさが必要だということできたものでありま

すので、いまいまの段階でそこをまだ原因がわからないうちに一足飛びに事業費に合わせた

ような形というのは、今のところ指示はしておりません。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 なぜこんなことを言ったかというと、基本的なことが変わってしまうと、定員が変わる、

募集が変わる、１人当たりの面積が変わるとなると、最初の思いが変わってしまうのですね。

そうするとそれは、一番最初の子育て支援会議の中でいろいろ出されているのですが、そこ

は絶対崩せないと思うのです。そこを崩してしまったら、学童保育所をやる最初からやる意

味がなくなってしまうのですね。それをもとにして設計をしているのですから、そこは変え
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てはいけないと思うのです。そうしたら、あとは、形をどうするか部材をどうするかしかな

いと思うのですよね。 

それで、答弁の中で、現在、設計事務所において町が指名業者から聞き取りを行ってその

内容を検討しているところであり、設計事務所からは６月末に目途をと、検討内容について

報告したいとの申し出があったというのですけれども、それで一番わからないのは、最初か

ら聞いているのですけれども、町が指名業者から内容の何を聞き取っているのか、そして、

その内容を設計事務所に何を伝えて、何をお願いしているのか。これは昨日の２名の議員の

一般質問からでもそこが不透明なのですよ。グレーの状態なのですよ。やっぱり皆さん一番

知りたいのは、何で、町がどうして、どういうことを業者から聞き取ったのか、それを受け

て内部会議でそれを次の設計事務所に何をお願いして、どういう形でお願いしているのか。

今の話の流れていくと、面積は変えないと、定員も変えないとなると、あとは部材とか構造

計算とか、あるものをなくすとか、そのぐらいしかもう思いつかないのかなと思うのですけ

れども、それで再度そのグレーの部分をお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 布目副町長。 

○布目副町長 

 具体的なそこの部分でありますけれども、指名業者といいますか、指名していた業者とい

うのはあくまでも私どもがお願いをして、その内容について聞かせてもらえないでしょうか

と、こういうことでお願いをして聞いたということでございます。何点かありますけれども、

そこの部分は相手もあることですから、全て例えば、それが私ども言われたことに疑義とい

いますか、質問に対してのそれもやっぱり中身を検証して、例えばそうですねと、言われた

とおりのことですねということがある程度こちらも納得した形でないとまずいものですか

ら、そのことを委託の当初の設計会社のほうにお願いしているという段階でありますので、

そこが全体的に明るみにといいますか正確に出てこないと、ある部分だけを切り取って説明

をするというのはまた不足になったりとかということが出てくるという懸念がありますの

で、今の段階ではもう少しお待ちいただきたいというのが内容でありますので、ぜひご理解

いただきたいというふうに思います。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 そうしたらわかりました。町が業者から聞き取ったことはいろいろあるので、表に出せな

いこともあるのですけれども、そこで内部会議を開いたのでしょう。その内容について、そ

れを設計業者にお願いしているのです。そこは明らかにしてくれないと、何を、一つでいい

ですよ、今のところ何も出てこない。何一つ。この部分はお願いしているとか、例えば面積

１,４０５平米だよと、もし予算が足りないのであれば、共有する部分の廊下とかそれは多

少減らしてもいいよとか、例えばエコボックス四つあるけれども、四つ全部取っ払ってしま



 

－ 18 － 

うとか、そういったことを具体的に一つでもやっぱり町民に示していかないと、みんな受け

取ることもグレー、出すこともグレーといったら、誰も町民納得してくれないと思うのです

よね。そのことを、例えば町民も議会も皆さん知りたいのですよ。そうでないと、１カ月も

１カ月半も投げておいたら、みんなそれぞれ思い思いに思ってしまうので、そこははっきり

しなければ駄目だと思うのですけれども、それについてを最後にします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 昨日の同僚議員のご質疑の中で、それぞれの公示について指名業者、共同企業体のほうか

ら辞退の届け出がありましたので、その辞退の理由については答弁をさせていただきまし

た。その中で、例えば機械設備であれば、こちらが公示した価格よりも自分たちの積算で原

価が上回っているのだと。なので、入札できないというような辞退の届け出がありましたの

で、実際に相手方のご協力を得ながら、どういうところが違うのかというところをいろいろ

情報として教えていただきました。それについては、そういうことだよということも含めて、

設計を委託した設計事務所のほうにお伝えをしました。 

もう１点は、こういう段階であるということも含めて、今、議員がご指摘のとおり、意匠

について、構造体ではなくて、そういう部分について本当にこれが必要かどうかというとこ

ろも、私どものほうから設計事務所のほうに問いかけております。それの結果を待って、今

後検討していきたいというところもありますので、今回の聞き取りを含めた分をお伝えした

分、または私どものほうから、この場で今申し上げたとおり、デザインとか、そういうとこ

ろで本当にこれが必要なのかどうか、削減できないかどうかというところも問い合わせてい

るという段階であります。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今、町長が言ってくれたとおり、そういうことをもっと早いうちに町民や子育て支援会議

に、こういうことをお願いしているのだと。単純に皆さんは価格が合わなかった、だから不

調に終わったと思っているのですよ。それだったら価格を合わせればいいだけだから、そう

いうことをもっと早いうちに。だから今までは、昨日もそうですし、今日もそうですけれど

も、聞くほうもグレー、出すほうもグレーで、町民はやっぱり納得できないのですよ、そこ

は。我々も納得できない。そこはやっぱりきちんと明らかにしてほしいのです。きょうは今、

町長の答弁である程度は理解できたのかなと思います。 

 それで、あと二つで終わりにしますけれども、もう一つ気になるのは、今回の基本設計の

締結ですけれども、平成２８年第４回定例会の行政の報告において、町長から世界的建築家

である隈研吾氏の設計事務所と契約を締結しましたのでご報告申し上げますと、そういった

随意契約の報告なのですよね。これだけ大きな事業をやるということは、町民からしたら、
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はっきり言ってしまうと、トップダウンの締結なのですよね。なぜそこまでして、町長、副

町長はその設計事務所との契約にこだわるのか。そこをもう一回聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今、議員からご指摘のとおり、今回の学童施設の建築に当たって、隈設計事務所と随意契

約により基本設計を結んだということであります。その経緯については、その段階において

議員協議会等で私のほうからもご説明をさせていただいたということであります。その経緯

については、大樹町と隈先生とのご縁があったということ、または子供たちの学童保育所・

児童館を建設するに当たって、子供たちに夢と希望が持てるような、そういう施設づくりを

行いたいという思いも込めて基本設計を隈先生のところにお願いをしたという経緯があり

ます。 

 その契約に至る内容等については、私は私なりに議会、または町民の皆様にご説明をし、

ご理解をいただき進めてきたということでありますので、その点についてはご理解をいただ

きたいと思います。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 子供たちに夢と希望を与えるために、町としてもその設計事務所との今までのつながりが

あるのでお願いをしたというのですけれども、それは町長と町側と設計事務所のつながりで

あって、町民にしては何もわからないことなのですよ。私はそう思うのです。 

それで、最後ですけれども、この床面積で、このデザインで、このレイアウト、２００分

の１の模型で議会や一般町民もそういった形で認めたのですよね。議会もそれで基本設計も

認めたのです。それが大きく変更されるということは、予算を認めているので、地方自治法

では何の問題もないのです、デザイン変えても、形変えても。予算は通っているのですから。

ただ、社会的背景だとか町民感情とか町民目線で考えた場合、なかなか物ががらっと変わっ

てしまうと、理解を得られないのかなと思います。 

先ほど言いましたように、これから庁舎もやるということになると、やっぱりもう一回優

先順位を変えながらやっていかないと、役場全体の職員の負担もかかるし、大変な思いをす

ると思うのです。やっぱりまだ業者から聞き取ったこと、何を設計事務所に相談したかとい

うのはある程度わかったのですけれども、まだはっきり明らかにされていないことです。そ

んな状態の中では、これ以後の建設は、私は認めることはできないのです。議会も基本設計、

実施設計を認めたのですから、お互いに責任を持ちながらここは一度立ちどまって、今度庁

舎の改築も目の前にしていますから、十分に町民の意見を聞きながら、今の設計事務所も含

め設計からきちんと見直して、再度そういうことを一からやるというのも一つの方法ではな

いかと、私はそう思うのです。 
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昨日も同僚議員、先輩議員もお話ししました。再度立ちどまって見直すのが必要でないか

と。町長の答弁もそれに近いような、匂わせたような発言、明言はできないと言ったのです

けれども、それから１日が経っていますので、この辺について再度最後にお聞きします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回の学童保育所の建設に向けては、私なりに議会、そして住民の皆様に丁寧な説明をさ

せていただき、その段階段階においてご了解を得ながらお認めを得ながら進めてきたという

思いでおります。ただ、残念ながら今回入札が執行できなかったという事態を招いておりま

すので、その部分については、今現在、聞き取りを行っているということであります。 

 議員ご指摘のとおり、この施設を建築するかどうかというところも当然検討しなければな

らないかなというふうに思っているところでもあります。ただ、報告を待って、どういう形

の予算でお認めいただいたものを執行できるかという判断は当然しなければなりませんし、

それがこの段階としては非常に難しいというような状況があれば、それは立ち止まるなり、

予算をお認めいただいたものを執行できない理由を町民、または議会の皆様にご説明をした

上でご了解を得るというような作業も出てくるかなというふうに思っております。 

 答弁としては、ご納得なかなかいただけないかなというふうに思いますが、全ての可能性

を含めて、あらゆる方向を含めて今後検討していくという段階で、今の時間的な状況として

はご理解をいただけないかなと思います。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、結果６月目途に至ってはどういう報告をされるかわかりませんけれども、具体的に

どういう報告をしたかも私たちはわからない状況なのですよね。知っているのは、町長ない

し副町長しかいないのですよね。原課はそれを言われたとおりに仕事をしているだけであっ

て。ということで、今回、昨日の先輩議員、同僚議員２名も学童保育所に向けてそれぞれ質

問されましたが、今後、設計事務所からどのような返答があるかわかりませんが、建てるこ

とは認めます。国も推奨していますし、大樹町も議会で３,６００万円の設計を認めながら、

建設費約６億８,０００万円ですか、認めたのですから、認めますけれども、やっぱりこれ

だけ長く置くということはいろいろな住民感情も出ますので、もう一回住民周知をして、き

ちんとパブリックコメントをしながら、期待している子供たちに建物の夢と希望を持たせる

ように、やっぱり子供たちはあの建物であのデザインで学童保育所の夢を見ていますので、

もう一度原点に返って、もう一回物を変えるのであれば設計から何から一から前から戻っ

て、子育て支援会議や地域懇談会を通してやるというのもやっぱり優先順位を考えながらこ

こは一度立ち止まるということを町長にお願いをいたしまして、一般質問を終わります。 

 



 

－ 21 － 

○議   長 

 休憩します。 

 

休憩 午前１１時０６分 

再開 午前１１時１５分 

 

○議   長 

 会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。 

 次に、６番菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 それでは、さきに通告してありました２点目の流木対策にスリットダムの建設をというこ

とで、町長の考えを伺いたいと思います。 

 近年は、異常気象による大型台風の連続上陸や集中豪雨などで河川の上流域で発生した林

地の崩壊や強風などで倒木となった樹木が予想外の増水で大量の流木となることが多い現

実があります。海上を漂流したり、海底に沈下した流木は、漁業被害の発生だけでなく、処

理事業には多額の経費が必要であること、流木を河川の途中で完全に捕捉することは困難で

あるが、ユニット構造のスリットダムは有効な手段だと考えるので、関係町村及び関係機関

と連携して、国や北海道に早期の建設普及を要望することが大切だと考えるので、町長の考

え方を伺います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 菅議員ご質問の流木対策にスリットダムの建設についてお答えをいたします。 

 議員ご指摘のとおり、近年、これまでの観測記録を上回る異常気象による豪雨が毎年のよ

うに発生をしており、河川の増水により、河岸の浸食や渓流沿いの斜面の崩壊などにより、

土砂とともに流木が流出するなど、流木の発生が顕在化しております。特に、平成２８年８

月に発生した台風では、海岸まで樹木が流出し、漁業に大きな被害をもたらしております。  

流木災害は森林資源の滅失につながるとともに、人的被害や漁業等の産業活動への被害と

いった河川上流から下流域全体への悪影響が懸念されています。 

 ご提案のスリットダムは、上・下流の水、土砂の流れを遮断しない構造となっており、豪

雨等により土石流が起きた場合に土砂や流木を食い止める働きを持っており、流木捕捉には

有効な施設と言われております。 

 一方で、捕捉した流木や堆積した土砂を定期的に除去するなど、空き容量を確保しなけれ

ばならないなど、適切な維持管理が求められます。大変効果的な施設と認識をしております

ので、関係機関と連携しながら、国や道に対して要望してまいりたいというふうに考えてお
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ります。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 町で、町の予算でもって建設をするというものではありませんので、町長が最後にお答え

になりました国や道に要請をしていくというのが大原則になると思うのですが、今回この話

をする目的は、実は放置されている漁業被害対策として、新年度予算の策定に向けて国や道

に早いスピードある動きでもって流木対策を進めていただきたいということが本意であり

ます。 

釈迦に説法になりますが、異常気象による豪雨の発生によって、予測を上回る河川の増水

で上流域の流木が海に流れ出ると。こういう状況が大なり小なり長い期間繰り返されてきて

いました。そういう状況の中で、僕は現状として言われているのは、豊かな漁場を維持する

には、豊かな森林との相互関係が非常に大切であるということは言うまでもないというふう

に思っています。特に、歴舟川流域は広葉樹林でありますので、豊富な栄養が供給源となる

と言われています。しかしながら、森林から流出する流木が漁業被害を引き起こすという皮

肉な状況もまた一方であるわけであります。 

これは、今、日本の第１次産業、農業、漁業、林業等中心でありますが、この第１次産業

の振興に対する国や道の考え方は、うがった見方をするわけではありませんが、どうも農業

に対して非常に厚いというのは、これは紛れもない事実ではないかというふうに思います。

ただ、漁業、林業に対しては冷遇とは言いませんが、二歩三歩後ろをいっているのではない

かというのが私の一つの見解であります。 

現実の姿として、町長が言われました平成２８年の台風においても、やはり十勝で言いま

すと、被害を受けたという状況でいうと、農地や何かの被害は、道路を車で走ったりすると

一般の人たちも目に映るわけであります。ただ、流木が漁業被害を及ぼしているという現実、

海岸に打ち上げた流木、漂流している流木を処理するのに非常に大変だという現実の姿とい

うのは、海まで行かないと見れないと。だから、一般の我々に対しても目に映る度合いが違

うし、どうしても一般の人たちも、あの農地の被害等は早急に必要でないかと、道路の橋を

架け替えなければいけないと、そういうのが近々の課題に映るのですが、海のほうの被害に

ついては、なかなか目に映らないから、そういう被害もあるのだというふうに、そういう認

識で国は道から投げられているとは思いませんが、何となく後追いになっていて、長年発生

してきた量の問題はありますが、流木被害、漁業被害については発生したら処理をすればい

いというような格好でもって、なかなか国が真剣に取り組んでこなかったという経緯がある

と思います。 

歴舟川には、昭和３０年後半から４０年代、５０年代にかけて建設されました川を堰き止

める形の砂防ダムがかなりつくられております。しかしながら、当時は土砂災害を防ぐ下流

の住民の生活を守る農地の被害を守るという形でもって、川をどんと堰き止める砂防ダムが
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十勝だけではなくて全道に数多く建設されたのですが、町長の認識として、今、満水、満杯

に堆積された土砂で溢れている砂防ダムというのは、流木を少なくする、そういう効果がこ

の砂防ダムには現状として僕はないという認識なのですが、町長の認識はいかがですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私も、昨年９月に経済常任委員会が行いましたスリットダムの視察には同行させていただ

き、実際に大樹町にあるスリットダムの状況については議員とともに拝見をさせていただき

ました。 

スリットダムについては、流木を堰き止めるという効果があるというのを間近に見ており

ますので、大変効果的なものだなというふうに思っているところであります。また、砂防ダ

ム、大樹町の国有林も含めて河川に多数設置されております。ただ、砂防ダムは名前のとお

り砂を堆積するという目的でつくられているダムでありますので、土砂が河川に流出して被

害を与えるのを未然に防止するという効果はあるというふうに思いますが、砂防ダム自体が

流木を堰き止められる、とどめておけるという効果については、さほど期待はできないかな

というふうに思っているところでもあります。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 僕もそのとおりだと思っているのですよ。高さ２０メーター、１０メーター少々の砂防ダ

ムができても、数年でもって、例えば満杯になってしまいます。土砂が溜まって上流までずっ

と、もうそれ以上溜まらないぐらいの土砂になってしまっているわけでありますから、上流

から流れてくる樹木はその上を飛び越えて海岸までいってしまうと。 

海岸まで流出する流木の量を減らす対策としては、これはなかなか進んでこなかったので

すが、以前から冒頭言いました、スリットダムの建設が全国的にはあったわけであります。

僕は、今、この流木を減らす対策として効果的なのは、上流のそういうところで流れ出る樹

木を堰き止める、捕捉をするスリットダムの建設と、それと森林の適正な施業管理だという

ふうに思います。 

スリットダムには、たまたま大樹に、全てを把握しているわけではありませんが、十勝に

は広尾の町内に古い木製のものがあると聞いているのですが、目で確かめたわけではありま

せん。大樹町の大全には、規模は小さいのですがＡ型のスリットダムと言われるものがあり

ます。ただ、これは林野庁が作製をしたもので、全道的には３基ぐらいしかないという話も

あります。今年度、足寄の町に１個、道がつくるのではないかという、定かではありません

が、そういう情報もあるところであります。本州のほうは結構、Ａ型、Ｂ型、それからＬ型

といったかな、そういうものがあるのですが、北海道は遅れています。 
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特に歴舟川は急流ですから、樹木が流れ出ると、その急流に乗っかって一気に海までいっ

てしまうと。それが沈下をしたり漂流したりして漁業被害を及ぼすと。その繰り返しになっ

ています。ということですから、僕が言った一つは、スリットダムの建設を国や道がもうこ

れ以上大きな漁業被害を繰り返さないというために、完璧ではなくても、数か質的なもので

流木を捕捉して防ぐと。それと、上流の森林の管理をやはり荒れ放題ではなくて適正な管理

をするという、この二つの方法を並列的に取り入れていくべきだというふうに思っているの

ですが、町長の考えはいかがですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 昨今の樹木の流出による流木の被害が激増しているというふうに思っております。その要

因としては、気象の関係がまずあろうかなと思いますが、私も議員ご指摘のとおり、道有林、

国有林も含めて森林の適正な管理が必要だということも痛感をしているところであります。 

 十勝には十勝圏活性化推進期成会という団体があって、それぞれ国・道に対して十勝圏が

取り組む要望事項等を取りまとめて要請活動を行っております。その中で、私は産業建設委

員会というところに所属をしておりますが、その中で、例えば森林資源の循環利用による森

林林業対策の推進であるとか、または、自然環境の関係等々において森林の適正な管理とそ

の及ぼす被害対策に対する支援、または予防策をしっかりやるようにというような形で要請

行動をまとめているところでもあります。 

 国有林の関係で申し上げますと、大樹町の上流域は西部森林管理署の所管でありますが、

西部森林管理署の署長が９月のスリットダムの視察にも同行してくれましたが、その中でも

西部森林管理署においてもスリットダムを設置しているのはここの場所だけだというご発

言があったというふうに思っております。 

今後、スリットダムの効用については、私は十分現場で調査をした段階でも理解をしてい

るつもりでありますので、今後、必要性については、北海道または国のほうにもいろいろな

場面を通じて要請をしていきたいというふうに思います。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

そういうことなのであります。 

漁業者の皆さん方から、大樹町でも漁民の森を何回か植樹祭をやってきた経緯があるので

すが、やっぱり漁民の方々から言われるのは、僕は国有林にいましたから、国有林がちゃん

と管理しないから流木が流れ出てくるという指摘はずっとされてきました。私は個人的に

やったわけではありませんが、そのことは否定する何物もなく認めざるを得ないのが実態だ

というふうに思っています。 

今、町長もそういう理解がほぼ同じですので、ただ、ここから大事なのが、僕はスピード
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感だと思っています。いつまでもいつまでもこの流木被害が漁業に影響を与えて、そしてそ

の処理に毎年毎年多額の経費がかかると。これをいつまで繰り返すのではなくて、適正な方

法があったらそれを取り入れて、少なくとも漁業者が安心して漁業に従事できるような状況

をいち早くつくるべきでないかと。できれば、一気に全部いかなくても、新年度、平成３１

年度予算に、これは大樹の川だけをよくすればいいというものではありませんから、全道的

な話、十勝管内、道東、太平洋岸といろいろあるのですが、そこは町長が言われたように連

携をとって、そして強い意志でこれを実現に向けて取り組むと。そこのことが一番大事。 

僕はちょっと、自分もやっぱりまずかったかなと思うのは、僕は平成１６年に大全にス

リットダムができたときに、何回かいろいろな話はしてきましたが、漁業者とその話はした

ことがありません。ただ、その時点では、ああいう形式のスリットダムがこれからどんどん

普及をしていくのだろうなという認識をしていましたが、一向に進んでいないのです。ほと

んど見に来る人もいない、林野庁もただつくりっ放しで、何か指摘をされたら捕捉された流

木をアリバイ証明的に取り除くという、そういう状況になっています。 

ですから、そういう状況でなくて、やはり効果のあるものをきちんとつくって、漁業の振

興を図るということを強くいろいろな角度から、町長としては理事者の立場でもって他の町

村と早急に議論をして、上に上げてというか、道と、そして国にこれを強くあらゆる手段を

使って求めていくと。そして、早期に年次計画的にそういう被害を少なくするような対策が

とられるように、釈迦に説法ですけれども、今、漁業問題はサンマのことだとかイカのこと

を含めて、サケ・マスも含めて非常に海水温の上昇やいろいろな状況があって非常に深刻な

状況を迎えている実態があります。それに輪をかけて流木の被害でもって漁業に影響が出る

という、そういう状況を少なくとも国や道の施策でもって、解消に向けて努力をすることが

一番大事だというふうに思いますので、最後にもう一回、この二つをセットでもって上流の

そういう森林の整備をきちんとする、それから流木を捕捉する効果があると言われているス

リットダムを早期に建設をするという方向で進めていただきたいと思います。 

先ほど２点目の森林管理の施業について、言いませんでしたが、昔は人力を主体にして小

型機械での森林施業の中では森林の崩壊とか、それから流木が大量に流出するという状況は

少なかったわけなのです。ただ、チェーンソーが開発されて、大型機械が森林施業に投入さ

れて、そうすると大型機械が斜面を闊歩するというか素材を引っ張って歩くことになれば、

道がたくさんつきます。これは土木の担当者であればはっきりするのですが、３０度近い斜

面に安全に大型機械が走行する道路をヘクタールに１００メートル以上建設すると、どれほ

どの土砂が削られて、その土砂が林内に捨てられるわけですから、そして、これは何も暴露

でありませんが、やはり木材業者はお金をかけないために、機械は利口ですから、バックホ

ウでつかんだままで、昔はチェーンソーでちゃんと除去して、それをパルプに生産したので

すが、大型機械はつかまえて根っこから引き抜くわけなのです。そうすると、林地は荒れま

す。そのつかまえてとった流木を土砂のところに捨てるわけですから、それに雨が降って水

が押し寄せて、斜面と一緒になって崩れるという、そういう状態で、原因ははっきりしてい
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るわけであります。僕たちもそれは駄目だと言ったのですが、もうずっと続いています。 

そういう状況が上流で林地の崩壊になって、その崩れたときに一緒に落ちてきた流木が海

に行って、ですから漁業者の指摘のとおりであります。そういうことを二面的に強く認識を

新たにして、林野庁そして国や道にスリットダムの早期の建設を求めていくという決意を

伺って終わりたいと思うのですが、町長の決意を聞かせてください。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 私も議員と同様、樹木の流出を防ぐためには、スリットダムと日々の国有林、道有林も含

めた管理の充実が必要だというふうには思っているところでもあります。北海道に比べて府

県でスリットダムが普及しているというところについては、府県での流出が非常に顕著だっ

たということもあって災害対策で普及が進んでいるのかなというふうに思っているところ

です。 

昨今の北海道の気象状況を鑑みると、これから樹木の流出、そして流木としての漁業への

被害というのは今後も増大していくという懸念がありますので、スリットダムの普及につい

ては、議員ご指摘のとおり、北海道または国のほうにもいろいろな機会を通じて私のほうか

らもお話をしていきたいというふうに思います。 

過去に、実は国有林を所在する町村長の連絡会議等が年に一、二回開催されるのですが、

その場で私どもの坂下水源における水道水の濁度の関係が顕著だったということも含めて

国有林の荒廃の部分もその要因の一つではないのかという発言をさせていただいたことが

あります。その中で、国有林管理署のほうでは、早急な対応、スピード感のある対応をとっ

ていただき、大雨、一定量の降雨があった段階では、坂下浄水場の上流の水の濁度を毎日職

員が来て写真撮影をしているという状況は今も続けてくれております。そういう部分では、

現場の声を聞いてスピーディーに対応できるような、そういう体制を管理署のほうでもつ

くってくれているということもありますので、大樹町にあるスリットダムをぜひ大樹町以外

の地域にも普及するようなそういう取り組みは、大樹町としてその効果をＰＲしていくとい

うこともその役割かなというふうに思っておりますので、あらゆる場を通じてしっかりと対

応していきたいと思います。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

考え方を聞きましたので、ぜひそれが早期に実現するように、町長には全力での努力をお

願いしたいというふうに思います。僕たちも、漁業者に対してＰＲ不足もありました。資料

が不足だということもありますが、ぜひスリットダムの効果、その実態を漁業者の方々にも

お話をして、漁業者自らも自分たちの漁場を守る立場でもって強く要望していくような体制

をつくるようにお願いする機会を持っていきたいとも考えていますので、ぜひ町長にはご努
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力をお願いしたいと。 

また、新たな情報がありましたら、こういう取り組みをぜひということでお願いする機会

もあるかと思いますが、そのことを最後にお願い申し上げまして、終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

○議   長 

 次に、９番志民和義君。 

○志民和義議員 

 通告してありました１点について、教育長に質問いたします。 

 学校給食費の無償化についてご質問いたします。学校給食費の無償化の動きが広がりつつ

あると聞いております。管内では、どのくらいの自治体が無償化を行っているのか。また、

当町で無料化を実施した場合、どのくらいの予算が必要か。子供を育てる環境を整えるため、

学校教食費の保護者負担の軽減、または無償化を行ってはどうか、お伺いをいたします。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 志民議員の学校給食費の無償化についてお答えいたします。 

１点目の管内自治体の無償化についてですが、無償化を実施している市町村は３自治体

で、一部補助をしている市町村が４自治体となっております。 

２点目の当町で無償化を実施した場合についてですが、小中学校分では２,１００万円、

高等学校も含めると２,７００万円の予算が毎年必要となります。 

３点目の保護者負担の軽減、または無償化についてですが、学校給食法第１１条において、

義務教育学校の設置者において学校給食を提供するよう努めなければならないと規定され

ており、経費の負担については人件費、施設、設備を除く経費については、給食の提供を受

ける児童生徒の保護者が負担することと規定されております。 

一部の市町村においては、人口流出対策や子育て支援の施策として保護者の負担を市町村

が負担している実態もありますが、本町では法の趣旨に基づく受給者負担の基本的な考え方

や食育の観点を踏まえ、引き続き、保護者から徴収して給食を提供してまいりたいと考えて

おります。 

なお、経済的に困難な家庭については、現在でも就学援助の制度があり、該当する家庭の

児童生徒の給食は支給されております。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 既に７自治体ということになると、もう半分近くになってきているのですね。１９市町村

の中で。そういうことになると、もうそろそろ大樹町としてもやる時期に私は来ているので

はないかというふうに考えています。 
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学校給食の食材費については、こういうふうに保護者負担というふうに定めているという

ことなのですが、そこのところの規定をそれぞれの自治体の判断で、今、子育ての環境とい

うのは厳しいということなのですね。経済的なことばかりではないですけれども。しかし、

そういう今回大樹町も保育料、これを軽減するという措置をとったり、あるいは無償化する

自治体も出てきて、そういうことが子育て世代が増えていくということも出てきていますの

で、このまんまいきますとだんだん遅れていくのではないかというふうに私は心配している

のですよね。 

どこまで無償化というのが、これは、基本的に義務教育は無償とするとなってはいますが、

どこを無償という定めがないと、前の質問をしてしばらく経つのですけれども、そういうふ

うに聞いたことあるのですが、やっぱりそこは国のどこまで広げるかというのは一つ自治体

の判断で広げていっていただきたいというふうに考えています。 

こういうことを、これの他にどうしてもかかるというのは、修学旅行だとかいろいろある

わけですね。ですから、そういうことから考えると保護者負担のぜひ軽減、または無償化し

ていくと、給食費一つ無償化しても義務教育費の負担軽減になるというふうに私は考えます

が、いかがでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

子供は大人の愛を食べて大きくなると言われております。また、育児は育自です。子供を

育てることによって自分自身が育ちます。近年、親の虐待等非常に悲惨な事件も起きており

ます。親としての自覚、責任感、頑張り合う、助け合う、家族愛、教育の原点は家庭にござ

います。 

昨日も申し上げましたが、学力向上、体力向上も望ましい生活習慣からでございます。非

行少年は夜眠れない子供だと言われております。この後、コミュニティスクールについて議

員協議会で説明申し上げますが、共通認識でぜひとも家庭と共有したいのが、ぐっすり眠る

ためにはどうしたらいいのか。たっぷり運動して、働いて、体を動かして、いい汗を流して、

じっくり勉強、また健全な精神は健全な肉体に宿ります。親の愛情がたっぷり詰まった食事

をきちんととるということが非常に大事だということを学校現場だけでなくて、家庭、地域

と共有していきたいと思います。そのためにも、父さん、母さん、頑張って自分たちの給食

費を払ってくれているのだと、これが非常に大事だと私は考えております。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 子育ての精神論ということとちょっと観点が私は違うというふうに考えておりますが、も

うそういう時期に私は来ているというふうに考えております。いろいろなことで生活困窮者

のところに対して無償化したら、それは親の愛がないのかなんて、そういうことでは私はな
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いと思います。私は、もうそろそろこういう自治体の半分近くがそういう方向に向かってい

るということで時期がきているというふうに認識しております。ただ、教育長の立場として

は、予算がどうしてもこちらに来ますので、予算要望しなければならないという側面もあり

ますので、今後ともぜひ義務教育の国庫負担、保護者負担の軽減について、今後ともぜひ努

力していただきたいということを申し上げて、質問を終わります。 

○議   長 

 以上で、一般質問を終了いたします。 

休憩します。 

 

休憩 午前１１時４９分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

   ◎日程第３ 陳情第１号 

○議   長 

  

○議   長 

日程第３ 陳情第１号庁舎改築に対する要望についての件を議題といたします。 

 審議が終了しておりますので、委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長、安田清之君。 

○安田清之議会運営委員長 

陳情第１号。 

去る６月１１日、本委員会に付託されました陳情第１号庁舎改築に対する要望について

は、６月１１日委員会を開催し、審査した結果、次のとおり決定しましたので、会議規則

第９４条の規定により報告申し上げます。 

当町が進めようとしている役場庁舎の改築については、少子高齢化社会、人口減少、町

の財政問題など厳しい環境を考慮し、慎重に事業を進めなければなりません。 

本陳情の要望、指摘は、新しい庁舎は防災拠点としての強固さを確保した上で、コンパ

クトな実用性と経済性を考慮すべきとの内容であります。 

本陳情の趣旨には賛成するものの、本役場庁舎の建設位置などの具体的な内容が町から

示されておらず、また議会として、今後役場庁舎の議事堂の機能等について検討を進める

予定であります。意見書を提出する段階にないものと判断し、全会一致で趣旨採択すべく

ものとしました。 

以上、ご審議賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 
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○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第１号庁舎改築に対する陳情書についての件を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、趣旨採択すべきものとするものであります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員長報告のとおり趣旨採択と決しました。 

 

   ◎日程第４ 陳情第２号 

○議   長 

 日程第４ 陳情第２号北海道主要農作物の道条例の制定に関する陳情書についての件を

議題とします。 

 委員長報告に入る前に、本陳情書については、提出者より氏名の誤りのため陳情書の差

し替えの申し出がありました。訂正後の陳情書はお手元に配付したとおりであります。 

なお、訂正内容は正誤表のとおりでありますので報告いたします。 

それでは、審議が終了しておりますので、委員長の報告を求めます。 

 経済常任委員長、松本敏光君。 

○松本敏光経済常任委員長 

 去る６月１１日に、本委員会に付託された陳情第２号北海道主要農作物の道条例の制定

に関する陳情書については、６月１１日に委員会を開催し、審査した結果、次のとおり決

定いたしましたので、会議規則第９４条の規定によりご報告いたします。 

 我が国の食と農を支えてきた主要農作物の種子法、いわゆる種子法が本年４月１日に廃
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止されました。同法のもとで稲、麦、大豆などの主要農作物は、農業者には優良で安心な

種子が消費者にはおいしい農作物が安定的に供給されてきました。 

しかし、種子法の廃止により、今後、種子価格の高騰、地域条件等に適合した品種の生

産・普及などの衰退が懸念されます。また、地域の共有財産である種子を民間に委ねた場

合、長期的には世界の種子市場を独占する遺伝子組み換え企業は日本の種子市場を支配し

ていく懸念も指摘されます。 

 このことから、我が国の食の安全・安心、食糧主権が脅かされることであり、国民、道

民にとっても大きな問題であります。 

 よって、北海道における現行の種子生産、普及体制を生かし、本道農業の主要農作物の

優良な種子の安定供給や品質確保の取り組みを後退させることなく、農業者や消費者の不

安払拭のために北海道独自の種子条例を制定する必要があることから、本陳情における意

見書３項目上げます。 

 １、将来にわたって北海道の優良な種子が安定的に生産及び普及が図られ、生産者が安

心して営農に取り組み、高品質な道産農作物が消費者に提供できるよう、北海道主要農作

物の種子に関する道条例を早期に制定すること。 

 ２、対象農作物については、稲、麦、大豆といった北海道農業に欠かせない農作物を位

置付けるとともに、条例の円滑な推進に必要な財政措置と万全な体制を構築すること。 

 ３、食糧主権の確保と持続可能な農業を維持する観点から、すぐれた道産種子の遺伝資

源が国外に流出することのないよう、知的財産の保護を条例に盛り込むこと。 

 について、全会一致で採択するものと決しました。 

 なお、提出先については、北海道知事宛てであります。 

 以上、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、終わります。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 
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 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第２号北海道主要農作物の道条例の制定に関する陳情書についての件を

採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、採択すべきものとするものであります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員長報告のとおり採択と決しました。 

 

   ◎日程第５ 陳情第３号 

○議   長 

 日程第５ 陳情第３号義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の

超勤解消と「３０人以下学級」の実現、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と

就学保障を求める意見書提出に関する陳情書についての件を議題とします。 

審議が終了しておりますので、委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長、髙橋英昭君。 

○髙橋英昭総務常任委員長 

 去る６月１１日に、本委員会に付託された陳情第３号義務教育費国庫負担制度堅持・負

担率１／２への復元、教職員の超勤解消と「３０人以下学級」の実現、「子どもの貧困」

解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書提出に関する陳情書については６

月１１日に委員会を開催し、審査した結果、次のとおり決定いたしましたので、会議規則

第９４条の規定によりご報告いたします。 

 義務教育費国庫負担率が２分の１から３分の１になったことで、定数内期限付採用や非

常勤教職員が増加し、教職員定数の未充足などの状況が顕著になっています。 

 ２０１８年度文科省の予算概算要求では、学校現場の働き方改革に関する予算として、

９年間の教職員定数改善計画を要求しましたが、実現されませんでした。子供たちへのき

め細やかな教育のためにも、教職員の多忙と超勤実態を解消することは必要であり、喫緊

の課題です。そのためには、働き方改革の一環である「時間外労働の上限規制」に、義務

標準法の改正を伴う抜本的な「教職員定数の改善」などが必要です。 

 また、厚労省から発表された昨年９月の国民生活基礎調査によりますと、子供の貧困率

は１３.９％、ひとり親家庭に至っては５０.８％と、依然として厳しい状況となっていま

す。 

 さらに、生活扶助費の切り下げによる就学援助制度の改正、「高校授業料無償制度」へ

の所得制限、家庭の貧困から教育ローンともいえる有利子の「奨学金制度」を利用せざる

を得ない子供たちが返済に悩み苦しみ、家庭・子供の「貧困と格差」は改善されず、経済
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的な理由で進学・就学を断念するなど、「教育の機会均等」が崩され、学習権を含む子供

たちの人権が保障されていない状況になっています。 

 子供たちは、住む地域や環境に関係なく、平等に教育を受ける権利を有しています。そ

の保障のためには、国による教育予算の確保と拡充が必要です。しかしながら、当町の教

育環境の現状を鑑み、独自の特別支援員を配置し、きめ細かな子供の教育や教職員の労働

環境改善に取り組んでおります。 

また、当町においては、ＰＴＡ会計から教育者への私費支出の実態は認められないなど、

陳情の趣旨には賛同しますが、当町が先進的に取り組んでいる教育改革の実態にそぐわな

い内容が散見されます。 

よって、全会一致で趣旨採択すべきものと決しました。 

 以上、ご審議を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第３号義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の

超勤解消と「３０人以下学級」の実現、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と

就学保障を求める意見書提出に関する陳情についての件を採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は、趣旨採択すべきものとするものであります。 

 本案は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員長報告のとおり趣旨採択と決しました。 
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   ◎日程第６ 発委第１号 

○議   長 

 日程第６ 発委第１号北海道主要基幹農作物種子条例の制定に関する意見書についての

件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本意見書については、さきに報告がありました経済常任委員会報告の陳情の趣旨と同様

の内容でありますので、提出者の説明、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 したがって、提出者の説明、質疑、討論を省略し、直ちに採決いたします。 

 発委第１号北海道主要基幹農作物種子条例の制定に関する意見書については、原案のと

おり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 発議第１号 

○議   長 

 日程第７ 発議第１号２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書についての件

を議題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ただいま議題になりました発議第１号２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見

書については、会議規則第１３条第２項の規定により、西田輝樹君の賛成を得て提出する

ものであります。 

 それでは、議案の朗読をもって説明といたします。 

 ２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書。 

 地方自治体は、高齢化が進行する中での医療・介護、子育て支援など社会保障への対応、

地域交通の維持、森林環境政策の推進など、果たす役割が拡大する中で、人口減少対策、

大規模災害を想定した防災・減災事業の実施、公共施設の老朽化対策など、新たな政策課

題に直面しています。 
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 一方、公共サービスを提供する人材が限られる中で、新たなニーズへの対応と細やかな

サービスの提供が困難となっており、人材確保を進めるため、これに見合う財源が必要で

す。 

 こうした状況にもかかわらず、社会保障費の圧縮や「公的サービスの産業化」など地方

財政をターゲットとした歳出削減に向けた議論が加速しています。特に「トップランナー

方式」の導入は、民間委託を前提とした地方交付税算定を容認するものであり、地方財政

全体の安易な縮小につながることが危惧されます。「インセンティブ改革」とあわせ、地

方交付税制度を利用した国の政策誘導であり、客観、中立であるべき地方交付税制度の根

幹を揺るがしかねないものです。 

また、自治体基金は、景気動向による税収の変動、人口減少による税収減の地域の実情

を踏まえた財政課題に対応する目的で積み立てており、財政的余裕によるものではないこ

とから、基金残高を地方財政計画に反映させて地方交付税を削減するべきではありません。

地域で必要な公共サービスの提供を担保するための財源保障が地方財政計画の役割です。

しかし、財政健全化目標を達成するために歳出削減が行われ、結果としてサービスが抑制、

削減されれば本末転倒であり、住民生活と地域経済に大きな影響を与えることは明らかで

す。 

このため、２０１９年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、歳入歳出を的確に

見積もり、社会保障予算の充実と地方財政の確立を目指すことが必要です。このため、政

府に以下の事項の実現を求めます。 

記。 

１、子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活

困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康保険制度の充実など、急増する社会保障ニーズ

への対応と人材を確保するための社会保障予算の確保及び地方財政措置を的確に行うこ

と。また、消費税、地方消費税の引き上げを予定どおり２０１９年１０月に実施し、社会

保障財源に充てること。 

２、社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方

自治体の財政需要と公共サービスの提供に必要な人員を的確に把握し、これに見合う地方

一般財源総額の確保を図ること。 

３、地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模、事

業規模の差異、各自治体における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費

を算定するものであり、廃止、縮小すること。 

４、住民の命と財産を守る防災・減災事業はこれまで以上に重要であり、自治体庁舎を

初めとした公共施設の耐震化や緊急防災、減災事業の対象事業の拡充と十分な期間の確保

を行うこと。 

５、２０１５年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生

じることがないよう、地方交付税を算定すること。 
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６、地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所得税、消費税を対象に国税か

ら地方税への税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。同時に、各種税

制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、代替財

源の確保を初め、財政運営に支障が生じることがないよう対応を図ること。 

７、地方交付税の財源保障機能、財政調整機能の強化を図り、市町村合併の算定特例の

終了時を踏まえた新たな財政事情の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの

対策を講じること。同時に、地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に

依存しないものとし、対象国税４税（所得税、法人税、酒税、消費税）に対する法定率の

引き上げを行うこと。 

８、地方自治体の基金は、２００４年度の地方交付税、臨時財政対策債の一般財源の大

幅削減による自治体財政危機、自治体にかかわる国の突然の政策変更、リーマンショック

などの経済政策変動下でも、災害の復旧・復興や住民の福祉向上のために必要な事業に対

応できるよう、財政支出の削減等に努めながら積み立てたものであり、これを地方財政計

画へ反映しないこと。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。 

なお、意見書案につきましては、お手元に配付したとおりでございます。 

意見書の提出先は、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、

内閣府特命担当大臣（地方創生規制改革担当）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）

宛てであります。 

以上、本意見書の趣旨をご理解の上よろしくご審議くださいますようお願い申し上げ、

趣旨説明といたします。 

○議   長 

これをもって、趣旨説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 全体としてはいいとして、一つ、財源のことについて、記の１、消費税率の引き上げを

予定どおり２０１９年１０月に実施し、社会保障財源に充てることと、こうなっています

が、７番目に各対象国税４税（所得税、法人税、酒税、消費税）ですが、これに対する法

定税率の引き上げを行うこととなっています。しかし、この中の大企業向け法人税という

のは、これはもう減税されて消費税が増税された分、この法人税が引き下げられて、ちょ

うどプラマイゼロになるのですね。ですから、これは私、消費税だけに財源を求めるので

はなく、やっぱり消費税は上げないで、そのまま法人税の増税を大企業、中小企業者は別

ですよまた、大企業法人税が、特に輸出業者なんかはひどいですから、そういうことを私

はぜひこの中に、消費税増税でなく、大企業法人税の引き上げということを入れたらどう



 

－ 37 － 

だという意見を述べたいと思いますが、いかがですか。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 お答えをしたいと思います。 

最初に言われました消費税の関係につきましては、今、消費税１０％に引き上げるとい

うものが社会保障制度に充てるという、これをきちんと守っていただきたいというのが趣

旨であります。ただ、議員から言われました法人税の関係につきましては、ここで触れて

いないのでありますが、その関係については今ここで、ぜひこの内容で意見書案として提

出をさせていただきたいというふうに思います。そのことは改めて、ありましたらまた伺

いたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○議   長 

 他に質疑ありませんか。 

安田清之君。 

○安田清之議員 

中身はおおよそわかる部分と、どうもこれ政治色が強い意見書なのかなという観点をし

ております。賛成議員がいて、意見書を出せるわけですが、まず名前でちょっとわからな

い、トップランナーというのはどういうことなのか、インセンティブ改革というのはどう

いうものなのか。 

それから、もう一つ、大樹町に当てはめると、公共サービスの提供に必要な人員を確保

せいと。大樹町は、人員は足りないという解釈でいいのかどうか。これは大樹町としての

意見書ですから、その中身が若干的確に我々は考えづらい。今機能していないのかなと、

うちの町は。そんなに足りないのですかね、うちの町。そこら辺をはっきりお答えいただ

きたいと思います。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 トップランナー方式というのは、歳出の効率化を推進する観点から、民間委託などの業

務改革を実施して、それを実施している自治体に対して経費の水準を地方交付税の基準財

源に反映させるということで、それによって民間委託を広げていくという財務省が設定を

した財務大臣の諮問機関である財政制度審議会が方向付けをした内容であります。 

 それから、インセンティブ改革というのは、制度や奨励、誘因というような意味なので

すが、意欲向上や目標達成のための刺激策として、これも経済財政諮問会議の有識者議員

の提出資料の中で出てきた、カタカナ文章の文言でありまして、制度を通じた歳出の効率

化ということが基本であります。 

 それから、サービスを提供する人員がということにつきましては、これは大樹町が全く
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足りないということではありませんが、人員を削減しないで、少なくとも現状維持、それ

から充実を求めていって、今後、将来に向けていただきたいという趣旨でありますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

○議   長 

安田清之君。 

○安田清之議員 

 意見書というのは、大樹の実情を鑑みて出すわけですから、大樹は今、足りていると。

そうしたらこの文言が変わるのではないかというふうに思います。意見書というのは、国

に出すわけですから、うちの実情を出すので、もう少しこれ論議をする必要があるのだろ

うと。意見書は１人の賛成者がいればいいのだということでぼんぼん出して、論議をしな

いでいくと、これは問題になるので、これはやっぱり一回取り下げていただいて、この意

見書について論議をするべきと私は思いますので、その考えはございませんか。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 全体的にそういう意見であれば、そのことは否定するものではありませんが、全体的な

趣旨としては、地方の財政が悪化する中で、地方財政を圧迫しないような体制で、地方が

元気に活動、自治体運営ができるような財政措置をしていただきたいというのが根幹であ

りまして、昨年の採択いただきました内容と大差ない状況での現状に合わせた全体的な内

容でありますので、できればご理解をいただきたいというふうに思います。 

○議   長 

 他に質疑ありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 それでは、質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、発議第１号２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書についての件

を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 
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○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第８ 議員の派遣について 

○議   長 

 日程第８ 議員の派遣についての件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 議員の派遣については、お手元に配付したとおり派遣したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議員の派遣ついては、お手元に配付したとおり派遣することに決しました。 

 お諮りします。 

 ただいま議決されました議員の派遣について、変更を要するときには、議長に一任して

いただきたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、変更を要するときには、議長一任とすることに決しました。 

 

   ◎日程第９ 委員会の閉会中の継続調査について 

○議   長 

 日程第９ 委員会の閉会中の継続調査についての件を議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７４条の規定により、お手元に配付したとおり申し出があり

ました。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 
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   ◎閉会の宣告 

○議   長 

 以上で、本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 よって、平成３０年第２回大樹町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午後 １時３７分 
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